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『 ミ カ ド (The  Mikado ) 』 (1885) の 戯 作 者 W.S. ギ ル バ ー ト (Wil l ia m 
Schwenck Gi lber t ,  1836-1911)、『蝶々夫人 (Madame  But ter f ly )』の作者ルー
サー・ロング (J ohn Lut her  Long,  1861-1927)、戯作者デイヴィッド・ベラ
ス コ (David Bela sco,  1853-1931) 、 オ ペ ラ の 作 曲 者 プ ッ チ ー ニ (Giacomo 
Puccini ,1858-1924)も誰一人日本を訪れたことはない。イエイツ (Wil l ia m 
But ler  Yea ts,1865 -1939)も『鷹の井戸 (At the  Hawk ’s  We l l)』を作る上で、
能楽の日本語原文を読んでおらず、誤訳や独自の解釈が含まれた英訳を








る サ ン ＝ サ ー ン ス (Char les  Sa int -Saëns ,  1835 -1921) 『 黄 色 の 姫 君 (La 
Pr incesse  jaune )』 (1872)  では、浮世絵に描かれた謎の神秘の国、日本の
姫君ミン (Ming)王女が羨望の対象として登場する。日本との交流が活発
化するにつれて、日本人の描き方も『ミカド』、『ゲイシャ (The Geisha )』
                                                      
1  石橋裕「イエイツと能・序説： “ At  the Hawk’s  wel l”（鷹の井戸で）と
“The Only J ea lousy of  Emer ”（唯一つのエマの嫉妬）に關する考察を中

























第 1 節  ジャポニズム演劇概要史  
ジャポニズムの舞台作品の歴史的変遷の岐路は２つある。１つ目は日
清戦争の時期を境に、ジャポニズム作品は『ミカド』『ゲイシャ』といっ




                                                      
2  ベラスコの戯曲は Madame B ut ter f ly(1900)、プッチーニのオペラは



















萌芽の時代（ 1870 年代）  
 1870 年代には、サン＝サーンス 『黄色 の姫君』やエルヴィリ (Ernes t  




 オペラコミック（オペレッタ）のシャルル・ルコック (Char les Lecocq ,  
1832-1914) 『 コ シ キ （ 古 事 記 、 Le  Kos ik i ）』 (1876) 、 メ ト ゥ ラ (Ol iver  










爛熟の時代（ 1880 年代中頃〜 1890 年代中頃）  
 ラザフォード・オルコック (Sir  Ruther ford Alcock,  1809 -1890)の『大君
の都 (The  capi tal  o f  the  tycoon )』 (1863)が人気を博し広く読まれ、 t ycoon
という単語は日本を連想させるのに最適だった。しかし日本の支配者が
大半の作品で『ミカド』となっているのは、『小さな大君 (The Li t t le  Tycoon )』







 1887 年、ロティ (Pierr e  Lot i ,本名 Louis  Marie-J ul ien Viaud,1850-1923)の
小説『お菊さん (Madame  Chrysanthème  )』(1887)が発表される。1893 年に
はアンドレ・メサジェ (André  Messager,  1853-1929)によってオペラ化され
た。4一方バレエではガスティヌル (Léon Gas t inel ,1823-1906)『夢 (Le  Rêve )』





The robe of  t he Br it i sh peer s  in  Io lan the  have been exchanged for  the f l owing  
draper ies  of  Dai mi os ,  the academic gowns  of  Princess  Ida ’ s  fe l low -
col legia tes  have been la id as ide for  t ight  ski r t s,  long s leeves ,  and the cur ious  
bus tle  which,  by the way, i s in r ea l i ty a  shawl which Japanese ladies unf ol d  
and s i t  upon when so incl ined. Let  i t  be acknowledged a t once tha t these 
                                                      
3  Marga ret Ross  Gr i ffel ,  Opera  in  Engl ish ,  vol ume 1  the scarecrow press,  
UK,  2013 , p.279 .  
4  なお、プッチーニはメサジェのこの作品について全く知らずに作曲し
ていたようである。岩田隆『ロマン派音楽の多彩な世界 ―オリエンタリ




dresses a r e a s gorgeous  and exquis i tely col oured a s they are scrupulous ly  
corr ect ,  tha t they worn,  moreover  by the actor s and actr esses wi th an ea se and  















喜劇から悲劇へ ―日清戦争以後  









                                                      
5  データベースサイト『 Gilber t & Sul l ivan Achieve』より The Times ,  16 ,  
Monday,  March,  1885.参照年月日： 2015 年 10 月 27 日
ht tp: / / ma th.boises ta te  . edu/GaS/ mikado/r eviews/savoy1885 -6 / t i mes85a.ht ml   








を収めることによってさらに鮮明になる。   
日本に対する見方が変わるにつれ、ジャポニズムの描き方も変化し、
初めて明確な悲劇として描かれたジャポニズムのオペラが登場した。マ
スカーニ (Pietro Mascagni ,1863-1945)のオペラ『イーリス』は、1898 年 11






嘆きながら、朝日に照らされた庭で息絶える。 7  
ロ マ ン 派 オ ペ ラ の 典 型 的 な プ ロ ッ ト を 書 い た ル イ ー ジ ・ イ ッ リ カ
(Luigi  I l l ica ,  1857-1919) は 、 後 に ジ ュ ゼ ッ ペ ・ ジ ャ コ ー ザ （ Giuseppe  
Giacosa,1847-1906）とともにプッチーニのために『蝶々夫人』のテキス
トを書くことになる。1907 年、アメリカのメトロポリタン歌劇場でエマ・
イームズ (E mma Ea mes)が主演する際には、川上貞奴から日本女性のしぐ
さの演技指導を受けたという。 8劇中の通称「蛸のアリア」は、北斎の浮
世絵「蛸と海女」から着想したといわれており、隆盛を極めた典型的な
ジャポニズム作品の系譜の上に成り立っている作品でもある。                                                                                     
                                                      
7  岩田、前掲書、 171 頁。  
8  The  New York Times ,  December  02 , 1907 に次のような見出しがある。  
MME.  EAMES STUDIES REAL J APANESE WAYS; Ai ms in Playing Ir i s to 
Represent  True Character i s t ics  of  Nippon Women.  SADDA YACCO TAUGHT 
HER Actress from Tokio Gave Her Lessons  In  Points  Which Wil l Make Her 
Per for mance Lifel ike.記事の中には M me.  Eames  i s to transfor m her sel f  
into a  r ea l  Japanese per son nex t  Friday night  a t the Metropol i tan Opera  
House in the r eviva l  of  Ma scagni ' s “ Ir is .”  Yes terday she told a  TIMES 






られ始める。 1896 年ゲオルギー・コニュス (Georgi  Eduardovich Conus ,  
1862-1933)が作曲した『ダイタ (Daita)』(1896)は、ガスティヌル『夢』の
ロシア版といえる作品で、登場人物や物語は同一である。 9翌 1897 年に
マ リ イ ン ス キ ー 劇 場 で 上 演 さ れ た ワ シ リ ー ・ ヴ ラ ン ゲ リ (Vasi ly  













『蝶々夫人』の時代 ―日露戦争以後  
1898 年『センチュリーマガジン』に、ロング (J ohn Lut her  Long,1861 -
1927)の短編小説『蝶々夫人』が掲載された。この小説を原作としてベラ




通事故などで執筆が遅れ、 1904 年 2 月 17 日ミラノのスカラ座で初演さ
                                                      
9  岩田、前掲書、 213 頁。  
1 0  斎藤慶子「十九世紀末のロシアにおけるジャポニスム ―バレエ「ミ
カドの娘」を例に ―」『早稲田大学大学院文学研究科紀要』、第 2 分冊  
59、 2013 年、 193-205 頁。  
































 1916 年 8 月 15 日、グランストンベリーで、クラレンス・レイボール




のオペラ『隅田川 (The  Sumida  River )』が上演された。能の『隅田川』か
ら着想を得ているのは明らかで、その後も同じ題材で幾度となくオペラ
が製作されている。もっとも有名なのは、日本で『隅田川』を鑑賞して
深 い 感 銘 を 受 け た ベ ン ジ ャ ミ ン ・ ブ リ テ ン (Edward Benja min Br it ten,  
1913-1976)が書いた教会上演用寓話『カーリュー・リヴァー (Curlew Rive r )』
(1964)である。 1 2  
 ストープスは『隅田川』の 2 年後、同じくグランストンベリーで Chora l  
dance for  gi r l s と銘打たれた『月の乙女 (The  Moon Maiden )』 (1918)を書い
ている。作曲はルトランド・ブートン (Rut land Boughton)で、「羽衣伝説」
を基に作られている。年老いた漁師が木の枝にかかった天女の衣を見つ






名の音楽教師に過ぎなかったグスターヴ・ホルスト (Gus tav Hols t,  1874-
1934) に 日 本 の 旋 律 に よ る 舞 踊 用 の 曲 を 委 嘱 し た 。 こ れ が 『 日 本 組 曲
(Japanese Su i te ,  Op.33 )』である。完成を見ずに伊藤が渡米したため、彼
が踊ったのはピアノのみのスケッチの状態だったと思われる。 1 4完成版
は 6 曲から成るバレエ音楽で、全編を通して日本民謡の旋律により構成
されている。のちにホルストの代名詞ともなる大作 『惑星 (The Plane ts ,  
Op.  32)』 (1915)の作業を中断して書かれた。旋律は伊藤の鼻歌からホル
ストが採譜したとされ、「ねんねんころりよおころりよ」の歌詞で知られ
る子守唄 (江戸子守唄 )などが使われている。完成版のホルスト自身によ
る初演は 1919 年 3 月 2 日だった。 1 5  
                                                      
1 2  Marga ret Ross  Gr i ffel ,  Opera  in  Engl ish ,  vol ume 1  the scarecrow press,  
UK,  2013 , p.109 .  
1 3  Ib id. ,  p.328 .  
1 4  武石みどり「伊藤道郎の日本的舞踊」東京音楽大学『研究紀要』
24、 2000 年、 41 頁。  






多くの作曲家や演劇人を刺激したのは紛れもない事実である。 1 6  
 一方で、アメリカでは日本を舞台としたロマン主義的なジャポニズム
のオペラが引き続いて製作されていた。 1909 年 5 月 21 日にフィラデル







ムライたちに追われた星さんは砂漠で死を迎える。 1 71925 年には蝶々夫
人を演じて作曲者プッチーニに絶賛された三浦環に捧げる形で、アルド・












で初演されたレーヴィ・マデトヤ (Leevi Ant t i  Madetoja ,  1887-1947)作曲の
                                                      
1 6  ヘレン・コールドウェル『伊藤道郎 ―人と芸術 ―』中川鋭之助訳、
早川書房、 1985 年には多くの伊藤の舞台写真などの資料が含まれてい
る。  
1 7  Gr i ffel ,  op.  c i t . ,  pp.227-228.  
1 8  Ib id. ,  p.338 .  






バレエ・パントマイム『オコン・フオコ (Okon Fuoko )』 (1927)であろう。 




ウメガワを引きちぎっているところだった。 2 0  
10 曲 目 に 人 形 の 踊 り 1 「 芸 者 と 武 士 (Puppe t dance  I:  ge ishas and  
warr ior  )」という曲があり、川上音二郎一座が 1900 年のパリ万博で披露

















                                                      
2 0  岩田、前掲書、 216 頁。  
2 1  『 Leevi  Madetoja : Okon Fuoko opus 58 ,  Alba Records ABCD-184,  
2005 .』曲目リストを参照。参照年月日： 2 015 年 10 月 27 日















第 2 節  「日本的なもの」を求めて  
ジャポニズムと 20 世紀演劇  
 川上一座の舞台に大きく影響を受けた人々の中には、20 世紀アヴァン
ギャルドを牽引する演劇理論家や実践家が多く含まれていた。 Er icka  























                                                      
1  Er ika Fischer-Lichte ,  “ The Recept ion of  Japanese Thea t r e by the European 
Avant-Garde (1900-1930)”,  Japanese  Theatre  & the In te rna t ional  S tage ,  
U.S.A,  Br i l l ,  2001 , p.31 .  
2  Ib id.  






身振り（mi me）、全体像（ pict ure）、そして踊り (dance)がもたらす効果こ
そ、貞奴の演技の中に見出されたものである。1920 年代に入っても、メ
イエルホリドが ‘us lovny’(英語で s tyl ized=様式化された )と呼んで思い描
いていた新しい演劇では、日本の役者が舞台上でどのような身振りをす














15 年ほど前のことである。  







                                                      
4  Ib id. ,  p.511.  























も見ていた」と指摘している。 6   






                                                      
6  熊谷哲也「神経言語」と言語の危機  :  シュレーバーと世紀転換期  文学
における言語表現、『京都大学大学院人間・環境学研究科現代文  明論講
座文明構造論分野論集』 3、 2007 年 ,  61 -87 頁。   




















 リュニェ・ポー (Aurél ien Lugné -Poe,  1869-1940)は、フランスへのイプ
センの紹介者である一方で、反リアリズムの旗手としてもその名を演劇
史に刻んでいる。自然主義と安易な「リアリズム」への反応として、1896
年にアルフレッド・ジャリ (Alfr ed Jarry)の『ユビュ王 (Ubu Roi)』を制作





上 一 座 の 『 袈 裟 』 を 翻 案 し た 詩 人 ロ ベ ー ル ・ デ ュ ミ エ ー ル (Rober t  
d’Humiè res  ,1868-1915)の作品『袈裟の愛 (L’amour de  Késa )』(1901)を上演
している。 8  
                                                      
8  デュミエールは第１次世界大戦で戦死しているが、彼の詩『サロメの







技 か ら 受 け た 影 響 だ っ た 。 9『 袈 裟 』 を 演 じ る 女 優 は “ li t t le  mous mé  
movements”と評されたが、この動作こそ貞奴や『蝶々夫人』を連想して

















したスタイルへと変化を加えて行ったと見ている。 1 1  
 アンドレ・アントワーヌ (André Ant ione,  1858-1943)にも、ジャポニズ
ムの影響はあった。「写実的な生活」 “ rea l  l i fe”に基づいた「自然な様式
の演技 (na tura l  style  o f  acting)」を主張していたが、 1901 年までに、徐々
にその方向性や戯曲選びには折衷主義的な側面が見られるようになった。
そのことがアテネ座 Théâ tr e  de l ’Athénée で公演していた川上一座を観る
                                                      
『wikipedia 英語版‘ Rober t d’Humières’』の項を参照。参照年月日：
2016 年 8 月 7 日 ht tps : / /en.wiki pedia .org/wik i /Rober t_d%27Humières  
9  Ander son,  op.  c it . ,  p.512 .  
1 0  Ib id.  






すら覚えた。1 2泉（ 2012）によれば、『袈裟』は、「遠藤盛遠 (文覚上人  1139-






(Eleonora Duse,  1858-1924)になぞらえた。その理由を「彼女は自然らし
さの中で極めて壮麗に美しかった」と述べている。アントワーヌの日本
演劇に対する興味は継続し、『日本の名誉 (L’honneur  japonais )』という『忠
臣蔵』の翻案ものを 1912 年に演出している。 1 4  









 ルース・セント・デニス (Ruth Sa int  Deni s,  1879 -1968)も貞奴の影響を
強く受けた女性の一人である。「詩的舞踊と劇 (poet ic  dance-dra ma)」と銘
打った『オミカ (O-Mika)』は川上一座の『芸者と武士』を下敷きにしてい
る。 1 5小笠原（ 2010）によれば、「不破と名古屋の鞘当」の話に、ラフカ
ディオ・ハーンが『十訓抄』から引いて記した「普賢菩薩」の話を組合
                                                      
1 2  Ib id.  
1 3  泉健「ベルリンの川上貞奴（ 1901 年）」『和歌山大学教育学部紀要  人
文科学』第 63 集、 2013 年、 69 頁 -84 頁、 72-73 頁。  
1 4  Ander son ,  op.  c it . ,  p.513 .  




わせたものだった。日本でも 1913 年 4 月 29 日付の東京日日新聞に、「亜
米利加女優のニツポン『サヤアテ』」として、着物姿のデニスの写真が掲
載されたという。 1 6  
 『芸者と武士』の二人の侍の口論をパントマイムとして再構成し、デ
ニス本人は『道成寺』で貞奴が来ていた着物のような衣服をまとって踊























                                                      
1 6  小笠原愛「ルース・セント・デニスの腕」『文芸研究』 111、明治大
学文学部文芸研究会、 2010 年、 40-41 頁。  

































【第１章】ジャポニズム演劇前史 ―日本人表象モデルの形成  
 





































ク（ Ruther ford Alcock,  1809 -1897）の 『 大君 の 都 （ The Capi ta l o f the  
Tycoon）』、当初通訳生としてやってきたアーネスト・サトウ（ Ernes t  Mason  
Sa tow,  1843 -1929）の『一外交官の見た明治維新（ A Diplomat in  Japan）』、
旅行者として取材したイザベラ・バード（ Is abella  Bird,  1831 -1904）の『日
本紀行（ Unbeaten  Tracks in  Japan）』、小説家として描いたピエール・ロ
ティ（ Pierr e  Lot i ,  本名 Louis Mar ie -J ulien Viaud,  1850−1923）の『お菊さ
ん（ Madame Chrysanthème）』など、個人の著述は枚挙に暇がない。  
例えばサトウは『一外交官のみた明治維新』で、日本に対するあこが
れを抱くきっかけになったのは、たまたま手にしたローレンス・オリフ
ァ ン ト （ Laurence Ol iphant ,  1829 -1888 ） の 『 エ ル ギ ン 卿 遣 日 使 節 録
(Narrat ive  o f Elg in' s Mission  to China an d  Japan)』を読んだことだと述べ
ている。 1  
一方で、文字情報に加え、イラスト入りで効果的で多くの人々に日本
の印象を植え付けたのが、当時人気の絵入り新聞だった。開国間もない
60 年代には、 I l lus tra ted London News（以下 ILN）の日本特派員として赴
任したチャールズ・ワーグマン (Char les  Wirgman,1832 -1891)の記事が頻繁
に紙面を賑わしている。  





                                                      
1  アーネスト・サトウ『一外交官の見た明治維新』（上）坂田精一訳、岩










した肌は赤黒い、という印象を与えていた。これは Japan Black という言
葉を生んだ。イラストでも日本人は顔を黒人と同じく黒く塗られたもの
が多い。  
宮永 (2006)によれば、7 日の夜にリヨンに到着した一行を『タイムズ (The  





















                                                      










































師のリズリー「先生」 (Richard Ris ley Car li sle ,  愛称は手品師の頃から芸
名 Professor  Ris ley,  1814–1874)と軽業師の濱碇定吉率いる帝国日本一座















ッセルで国王レオポルド 2 世、ハーグで国王ウィリアム 3 世、ベルリン
で皇帝ウィルヘルム 1 世、サンクトペテルブルクで皇帝アレクサンドル
2 世、コペンハーゲンで国王クリスチャン 9 世、ストックホルムで国王
オスカル 2 世、ローマで皇帝エマヌリエ 2 世、ウィーンで皇帝フランツ・
ヨーゼフ 1 世に、と各国の元首に相次いで謁見を果たし、ウィーンで万



































































                                                      
3  山路勝彦「日英博覧会と「人間動物園」『関西学院大学社会学部紀要
108』 2009 年、 2 頁。  










なっており、その生活を見学出来るエリアを設けていたからである。 5  
日英博覧会を開くにあたって、明治政府には 1885 年のロンドン日本
人村の成功が念頭にあった事は間違いない。日本人を人種差別的な観点
から劣等な立場とならないような人種の階級を巧みに設けていた 。  
既に 20 世紀初頭、日本の芸人や俳優たちには、開国以来半世紀近い
期間にわたって世界を巡業してきた実績と自負があった。ジャグリング















                                                      
5  山路、前掲書、 4 頁。  
6  三原文『日本人登場 ―西洋劇場で演じられた江戸の見世物』松柏社、
2008 年、 14 頁。三原作成の帝国日本芸人一座 18 人の表に基づく。  





























 日本の芸人一座が海外公演を始めるのは 1866 年のことである。翌年パ
リで開催される万国博覧会を目指して、横浜居留地などに滞在するうち
に日本の「サーカス」に商機を見出した外国人興行師たちがこぞって軽
                                                                                                                                                            
年に因んで」『日本歯科医史学会会誌 6』、1978 年、34 頁。なお歯科医師
である筆者の松井隆弘氏は 14 世松井源水の子孫である。  































アメリカ経由の帝国日本一座と、1867 年 2 月から 3 ヶ月にわたってロン
                                                      
9  三原、前掲書、 8 頁。  














あり、特異な存在だったことが、日本人村成功の遠因ではないだろうか。   
さらに日本人＝芸人のイメージの定着が舞台作品での「日本人」の登場
時期や描かれ方でも説明できる。音楽や舞台におけるジャポニズム作品




















19 世紀のサーカスと日本の軽業  
①第 2 帝政期パリのサーカス  
濱碇定吉を座長とし、リズリー「先生」をプロモーターとする帝国日
本芸人一座が巡業の目的地としたのは万博の行われるパリだった。一座
が公演を行ったシルク・ナポレオン（ Cirque Napoléon）は 1852 年にオー
プンし、新興ブルジョアジーの宮廷貴族的な趣味を満たす色彩を強く帯

















に知ら占められることになる。 1 2  




                                                      
1 1  エウゲニイ・クズネツォフ『サーカス  起源・発展・展望』桑野隆訳、
ありな書房、 2006 年、 172 頁。  
























サーカスの演目に定着する。 1 3」  
 







                                                      




これを 実際に 行 われ た 帝国日本 芸人一座の公 演 と照らし合わ せてみ
る。1867 年 5 月 6 日月曜日のロンドン公演初日の番組表は以下のとおり




一  御目見得口上  全員  
二  角兵衛獅子   濱碇米吉 (12)、濱碇千太郎 (10)  
三  差しもの    濱碇傅吉 (19)  
四  肩芸      濱碇定吉 (座長、 35)、オーライ（梅吉、 12）  
五  独楽廻し    隅田川小まん (35)、松井つね (8)  
六  綱渡り軽業   隅田川松五郎 (17)  
七  差しもの    定吉、オーライ  
  十分間休憩  
第二部  
一  からくり手品  小まん  
二  狐早替わり   傅吉、濱碇長吉 (11)  
三  蝶の曲     隅田川浪五郎 (37)  
四  串一本竹    松五郎  
五  桶の曲［含はね虫］傅吉、長吉  
六  角兵衛獅子  濱碇米吉 (12)、千太郎  
七  三挺梯子曲乗り  
  逆綱落し    定吉、オーライ  
 





                                                      




























                                                      




1 6  安岡章太郎『大世紀末サーカス』朝日新聞社、 1984 年、 78 頁。  
1 7  同書、 78 頁。  
1 8  エウゲニイ・クズネツォフ、前掲書、 274 頁。  
1 9  阿久根巌『逆立ちする子供たち ―角兵衛獅子の軽業を見る、聞く、読
































                                                      
2 0  阿久根、前掲書、 6 頁。  
2 1  同書、 6 頁。  


















1846 年には人口 200 人ほどの小さな開拓地だったが、メキシコからアメ
リカに割譲された直後にカリフォルニア・ゴールドラッシュが起こり、
1852 年には約 36,000 人の新興都市へと急激に成長していた。  









れについては第 3 章で詳しく述べることとする。  
幕末の 通訳、 貿 易商 と して名を 残している浜 田 彦蔵（洗礼名 ジョセ



















摘している。 2 4新聞報道という新しいメディア展開 を 大限に利用した
結果が、日本人芸人一座の成功の秘訣だったことは想像に難くない。  








た ち が 初 め て の 海 外 公 演 を 行 う 劇 場 の 持 ち 主 ト ー マ ス ・ マ グ ワ イ ア
（ Thomas  Maguire ,1820? -1896）もいた。ロンドン公演まで帝国日本芸人
一座に同行し、リズリー「先生」とともに一座をプロデュースしている
                                                      
2 3  アメリカ彦蔵『アメリカ彦蔵自伝 (1 )』中川努、山口修訳、平凡社、1964
年、 50—51 頁。  
2 4  Schodt ,  Frederik L. ,  Professor  R is ley  and  the Imperia l J apanese Troupe,  





マグワ イアは ニ ュー ヨ ークの貧 しい家庭に生 ま れ、政治団体 タマニ




た「マグワイア・オペラハウス（ Maguire’s  opera house）」はその後数十
年にわたりサンフランシスコ 高の劇場の名を欲しいままにした。  
マグワ イアが 東 部から 有 能な俳優 を招致して開 催 したサンフ ラ ンシ
スコ・ミンストレルは重要な娯楽となった。1870  年代には彼の隆盛にも
陰りが見え始め、1878 年にはニューヨークへと転身し、劇場経営に乗り




ら文学者たちをもファンに持った女優メンケン（ Adah Isaacs Menken,  
1835? -1868）など、マグワイアが惚れ込んだ様々なスターが出演した。
メンケンを一躍有名にした 3 幕もののメロドラマ『マゼッパ (Mazeppa ,;  or,  
the  wi ld horse  o f Ta tary )』  は、女優にもかかわらずコサックの英雄マゼ
ッパの役を演じ、幕切れにヌードとなって馬にまたがるという場面がニ








                                                      
2 5  James  Fisher,  His tor ica l d ict ionary o f Amer ican  Theate r Beginn ings ,  New 
York/London,  Rowma n & Li t t lef ie ld,  2015,  pp .284 -285 .  










公演の 8 年後、勢いに陰りの見え始めたマグワイアが 後のひと花を咲
かせるための「相棒」を偶然発見する。旅回りのパフォーマーだった若
き日のデイヴィッド・ベラスコである。彼と『蝶々夫人』までの日本と


















開国直 後から 現 地報 告 を記した 新聞報道や個 人 の著作物は様 々刊行
されたが、50 年代の中頃からかなりの情報が流入しているにも関わらず、





















たことは広く知られている。 1その後は太平洋戦争後の 1955 年の中国公
演、1960 年のアメリカ公演などを経て、ヨーロッパでの初公演は 1965 年
である。欧米圏での初公演までに、開国から約 100 年かかっていること
になる。 2さらに能は、戦後 1954 年のイタリア・ビエンナーレ国際演劇











                                                      
1  茂木千佳史編『歌舞伎海外公演の記録』松竹（非売品）、 1992 年、
45—57 頁。  
2  茂木、前掲書、 39-43 頁。  
3  観世榮夫「海外公演で感じたこと ―1954 年のヴェネチア演劇祭ほ
か」野上記念法政大学能楽研究所編『外国人の能楽研究』法政大学国際
































                                                      
4  川村ハツエ『能のジャポニスム』七月堂、 1987 年、 19—20 頁。  
5  三原文『日本人登場 ―西洋劇場で演じられた江戸の見世物』、松柏
























11 年には 400 人ちょっとだった東京の俳優が、 10 年以内に 5 倍の 2000
人以上に増加しているが、これは俳優になったものが増えたのではなく、
「職業として自覚した俳優」が増えたということになる。  
 この時期、劇場は頻繁に火災に見舞われている。特に明治 9 年（ 1876
年）には大阪も東京も大きな芝居小屋が軒並み大火事に見舞われ、灰燼
に帰してしまった。これを機に、劇場再編が進む。8東京もさることなが
ら、大阪は 5 つの芝居小屋が 1 年以内に全焼する事態となった。その上
のデフレと天候不順で庶民の生活は危機的な状況であった。興行師タン
                                                      
6  同書、 23 頁。  
7  金井圓編『描かれた幕末明治 ―イラストレイテッド・ロンドン・ニュ
ース』雄松堂書店、 1973 年、 164 頁。 1868 年 1 月 11 日付の記事。  
8  倉田喜弘『芝居小屋と寄席の近代 ―「遊芸」から「文化」へ』岩波書






















 1876 年 3 月 15 日、パリのシャンパルティエ社の庭で日本趣味の芝居
が演じられた。エルヴィリの『麗しのサイナラ』である。のちにオデオ






                                                      
9  三原、前掲書、 241 頁。  
1 0  『国立国会図書館企画展示「日本と西洋 ―イメージの交差」』、参照年
月日： 2015 年 9 月 29 日  





告げる。1877 年 12 月 29 日付の絵入り新聞「イリュストラシオン」に公
演の成功を記した記事がある。初演の様子を描いたアドリアン・モロー
(Adr ien Moreau,  1843-1906)画「日本趣味の劇の上演」は絵画展で人気を

















は役人の誤記と思われる。 1 2  
フ ラ ン ス の 国 立 音 楽 ア カ デ ミ ー で 初 演 さ れ た ガ ス テ ィ ヌ ル （ Léon 





                                                      
1 1  朝比奈美知子編訳『フランスから見た幕末維新 ―「イリュストラシオ
ン」日本関係記事集から』東信堂、 2004 年、 154 頁。    
1 2  平林正司『十九世紀フランス・バレエの台本 ―パリ・オペラ座 ―』






その他にもジュディット・ゴーチェ (J udi t h  Gaut ier ,  1845-1917)の 5 幕






















ホワード・タルボット (Howard Ta lbot ,  1865-1928)、ライオネル・モック
トン (Lionel  Monckton,  1861-1924)が共同で作曲し、アーサー・ウィンペ
リス (Ar thur  Wi mper is)やパーシー・グリーンバンク (Percy Greenbank)らが







音階を用いて「日本らしさ」を作り出す手法である。 1 3  
 
『ミカド』の人物名の特異性  








One of  the f i r st  observa t ions  made by Sul l ivan a f ter  r eading the l ibret to in  
the rough,  was  tha t  he was  ra ther  surpr ised to f ind tha t  the author  had not  
made use of  any of  the dis t inct ive cla ss  t i t les  of  Old  Japan,  such a s ,  for  
ins tance,  “ The Shoguns . ”  Gi lber t 's  r eply was :  “My dear  fe l low,  I  agree wi th 
you.  Some of  those na mes  were very funny;  in fact ,  so ea r- t ickl ing a s  to invi te  
excruciat ing rhymes .  But when I  found tha t  the ar is to cracy of  Old Japan were 
ca l led “Sa mura is”  -- I  paused.  Suppos ing I  wanted to int roduce the Sa mura is  
in ver se ,  the obvious  rhyme might  have ser ious ly offended t hose good  
gent lemen who worship thei r  ances tor s.  Moreover,  the rhyme woul d cer ta inly  
have shocked a  Savoy audience,  unless  your  music  had drowned the expression  
in the usua l theat r ical  way --Tympani  for t i ssimo,  I  think you ca l l  i t . ”  “ Ah!”  
sa id Sul l ivan,  “ I  see your  poi nt .”   1 4  
                                                      
1 3  『 Computer  Genera ted MIDI Opera s “The Mousmé ” (1909)』、参照年月
日： 2015 年 10 月 15 日  このサイトでは作品の全曲を MIDI 化したもの
が試聴できる。  
ht tp: / /www.ha lhkmusic .com/ mous me.ht ml   
1 4  『 Gilber t  & Sul l ivan Achieve』 François  Cell ier  & Cunni ngha m Br idgema n,  
Gilber t and Su l l ivan and Their Operas ,  Li t t le  Brown,  and Company,  1914 .  

















ギルバートだけでなく作曲者アーサー・サリヴァン (Sir  Ar thur  Seymour  
Sul l ivan, 1842-1900)も、侍や将軍という日本語を意味と共に理解してい
た。それでも採用しなかったのは押韻に関わる問題だった。ギルバート
は明言を避けているが推察するに「サムライ」の複数形は Sa mura is とな





The Mikado of  Japan  
ナンキ・プー（吟遊詩人、実は皇太子。ヤムヤムに恋をする）  
Nanki‑Poo ( his Son disguised a s a  wander ing mins t r el and in love wi th  
Yum‑Yum)  
ココ（ティティプ最高執政官）  
Ko‑Ko (Lord High Execut ioner  of  Ti t ipu)   
プーバー（その他なんでも担当大臣）  
                                                      




Pooh‑Bah (Lord High Everythi ng E lse)   
ピシュ・タシュ（貴族）  
Pish‑Tush (a  Noble Lord)   
ヤムヤム（三人姉妹  ココの被後見）  
Yum‑Yum（ Three Sis ter s — Wards  of  Ko‑Ko）   
ピッティ・シン  




Kat isha  (an elder ly Lady,  in love wi th Nanki ‑Poo)   
女学生たち、貴族たち、侍、苦力たち  












ィル（ Freder ick Bovi l l）に、歌うことの出来ない低音域が設定されてい
たため、これを補う形で貴族の中から追加した人物である。 1 5  
ブラッドレー (1982)は、ココについて「日本には ko-ko と発音する単語
がたくさんあり、身分の低い仕立屋が最高執政官になる人物として、漬
                                                      
1 5  Ian Bradley,  The  Annotated  Gi lber t and  Su ll ivan  :1 ,  Penguin Books ,  















ィ (Pierr e  Lot i ,  1850-1923) の 小 説 に は 他 に も 『 お 梅 が 三 度 目 の 春 (La  





はなかった。女性は C hrysanthéme（菊）、 P rune（梅）、 Fra ise（イチゴ）、







シドニー・ジョーンズのオペラ『ゲイシャ』には、芸者の  O Mi mosa  
San （おミモザさん）が主人公として登場する。Mi mosa はマメ科の植物
であるオジギソウのことで、日本人特有の何度もぺこぺこ頭を下げる動
作を連想させる。  
                                                      
















さん」のモデルがトーマス・グラバー (Thomas Glover,  1838  -1911)の妻、





蝶と日本人 ―『蝶々夫人』と「胡蝶の舞」  
ロングの小説の中で「蝶々さん」と記される最初の箇所は、  
 
                                                      
1 7  David Bela sco,  “Madame B ut ter f ly” ,  Six  Plays ,  U.S.A. ,  Li tt le  Brown,  and 
Company,  1928,  pp.10-32 . Suzuki  (Looking) .  I t  i s  a  rob in,  O Cho-Cho-San! 
(p.15.)あるいは、直後に蝶々さんが口ずさむ歌詞 Her  name i t  i s O Cho-
Cho-San,  Cho-Cho-San! (p.16. )に現れている。  
1 8  小川さくえ、『オリエンタリズムとジェンダー ―蝶々夫人の系譜』法
政大学出版局、 2007 年、 57 頁。   
1 9  トーマス・グラバーの妻、ツルの着物には「蝶」の紋が入っていた
と言われている。子孫がツル＝蝶々さん説を検証した記事がオンライン
記事に掲載された。『日経ビジネスオンライン』、参照年月日： 2015 年
10 月 27 日『宮嶋康彦「明治維新と新国家を支えた長崎の男」 2009 年
10 月 30 日号』
ht tp: / /bus iness.nikkeibp.co. jp/ar t ic le / topics /20091028/208267/および『「女
一人、執念で突き止めた真実」 2009 年 11 月 13 日号』。




Mada me But ter f ly laughed,  and a sked hi m why he had gone to a l l  tha t trouble  
―in Japan.  
 
であり、唐突に名前が登場するが、由来や説明は一切ない。その後ピン
カートンは「ねえ、姐さん (Wel l,  Ane-San.)」呼びかけ、さらに地の文で、  
 
And when you know wha t Cho-Cho- Sana
マ マ
’s smi le  was l ike,  you wonder how 
Pinker ton r es is ted her.  
 




ることを指摘している。「 1893 年創刊のイギリスの世紀末文芸雑誌 The  













                                                      
2 0  中地幸「着物姿の女吸血鬼と世紀末の蝶々たち ―J ohn Luther  Long の
ジャポニズム小説における日本人女性像 ―」『都留文科大学研究紀要』  
62、 2005 年、 75 頁。  













呼ばれ、演目名は「蝶の一曲」といい、アメリカやイギリスで But ter f ly  
tr ick と呼ばれ広く西洋の人々の目に留まった。1858 年、日英修好通商条
約の締結のためエルギン卿 (Ja mes  Bruce,  1811-1863)率いる使節団が来日
した。条約締結の前日に開かれた晩さん会での余興として「蝶の芸」が
「日本の手品師」によって行われたことは、エルギン卿の秘書だったロ
ーレンス・オリファント (Laurence Ol iphant ,  1829-1888)の『エルギン卿遣
日使節録』や、海軍少将で作家のシェラード・オズボーン (Sherard Osborn,  
1822-1875)の旅行記『日本領海の旅 (Cruise in  Japanese Wate r )』に詳細な
記述がある。後者は英国の高級雑誌 The  Blackwood ’s  Edinburgh  Magaz ine
に 連 載 さ れ た が 、 ア メ リ カ の ニ ュ ー ヨ ー ク 近 隣 向 け 大 衆 夕 刊 紙 The  
Brook lyn  Dai ly  Eagle で引用連載され、 5 月 28 日付の 2 面で全文が紹介
された。2 3その他 1863 年に来日したエメ・アンベール (Ai mé  Humber t-Droz ,  
1819-1900)の訪日見聞録である『幕末日本絵図 (Japon  I llustré )』には、「胡
蝶の舞」が描かれた挿絵がある。 2 4  
欧米で最初に「胡蝶の舞」を披露したのは、イギリス人マジシャン、
「ドクター・リン」だった。1863 年 10 月 24 日号のジャパン・デイリー・
ヘラルド紙に、3 日後の 27 日にヨコハマ・ホテルで行われる彼の演技プ
ログラムが掲載されている。  
                                                      
2 2  河合勝「日本古典奇術「胡蝶の舞」について」『愛知江南短期大学紀
要  三七』、 2008 年、 137 頁。  
2 3  松山光伸、『実証・日本の手品師』東京堂出版、 2010 年、 20 頁。  




その翌年の 1864 年 5 月 12 日付のニューヨークタイムズ紙には、16 日
にブロードウェイ・シアターで上演するマジックの記事が掲載されてい
る。ここに  “ JAPANESE BUTTERFLY THE TWO BUTTERFLIES ” と記載
されており、最も早い「胡蝶の舞」の記述と考えられる。 2 5  
ヨーロッパで最古の上演もリンによって行われ（ 1866 年 4 月 12 日付
スコットマン紙）、のちに「リジー・アンダーソン」なる手品師の 1867
年 7 月の上演も記録に残っている。 2 6  
1867 年のパリ万博を報道したものの中にも、「胡蝶の舞」を演じる日
本人が数多く描かれている。1867 年 2 月 23 日付のイラストレイテッド・









座の演目で確認出来る。鉄割一座のアイノスケ（ 1866 年 12 月 12 日サン
フランシスコ、マッガイアーのオペラハウス）、帝国日本芸人一座の隅田
川浪五郎（ 1867 年 1 月 9 日、サンフランシスコ、アカデミー・オブ・ミ
ュージック）、日本人一座のアサキチ（浅之助、 1867 年 2 月 11 日、ロン
ドン、セント・マーチン・ホール）、ロイヤル・タイクーン一座を率いる
タンナケル・ブヒクロサン、あるいは一座の者（ 1867 年 11 月メルボル
ン）またはレントンとスミスのグレート・ドラゴン一座の蝶之介（ 1867
年 12 月 26 日、メルボルン・プリンセス劇場）と、日本人の登場ととも
に同時多発的に世界の各所で初演された。 2 8ロイヤル・タイクーン一座
                                                      
2 5  松山、前掲書、 16—17 頁。  
2 6  同書、 18—19 頁。  
2 7  河合、前掲書、 160—161 頁。  













                                                      





第 3 節「ハラキリ」の エキゾチシ ズ ム  
「ハラキ リ 」－『アズマ』と『袈裟と盛遠』  
 日本が舞 台の作 品と し て 記録して お く べき戯曲に『アズマ、あるい
は日本の 妻 (A d zu ma ,  o r  t he  J ap a nes e  W i fe )』 ( 1 89 3)がある。  
 作者のサ ー・エ ドウ ィ ン ・アーノ ル ド ( S i r  E dwi n  Ar nol d ,  1 8 32 - 1 90 4)
は、デイリー・テレグラフの編集 長を務 め、インド国立サン スクリッ
ト大学の 学 長や 、慶應 義 塾大学の 講師を 務 めたこともあ るヴィ クトリ
ア 朝 屈 指 の 仏 教 研 究 者 ・ 東 洋 学 者 で あ る 。 戯 曲 は 1 89 3 年 に G r een  
Lo ng ma ns  a nd  C o.から出版された 。初演 は不明である。 上演さ れたこ
とがない 可 能性 も ある。「 日本の妻」と いう副題通り、アズマと いう
女性が主 人 公で あ る 。彼 女はワタ ナベワ タルという貴族の妻と されて
いる。以 下 登場 人 物を 記 載 する。  
 
M or i t o  M us ha  E nd o  遠藤盛遠。日 本の貴 族。（文覚。「袈裟」 の主人
公。 ）  
Ka me j u  盛遠 の忠実 な家臣 。  
Sa ka mu ne  盛遠の仲間。サ ムライ。  
Wa ta r u  Wat a na b e  日本 の貴族。アズマの 夫。（源左衛 門 尉渡）  
Sa sa k i  伊 豆守。  
H oj o  Toki ma s a  北 条 時政。 サ ム ラ イ。（ 北条 政子の父、鎌 倉 幕 府初代
執権）  
D oi  M or i na ga  サム ラ イ。  
Ada chi  Sa nehi r a  サ ムラ イ 。  
A  F is he r ma n 釣 り人 。  
A  La mps e l l e r  提灯 売り。  
Adz u ma  ワタル の妻、 コロモ ガワの娘。 （ 袈裟御前）  
K or o mo ga wa  アズマ の母。 （衣 川 。盛 遠 は衣川の甥）  
O  Y os hi  侍 女 。  
O  Ta ma  侍 女。  





 登場人物 の名前 から『源平盛衰 記 』あ るいは『 平家 物語 』の『 遠 藤
武者盛遠 』、つまり『 袈 裟 と盛遠 』の盛 遠（文覚）をめぐる話である
ことは容 易 に想 像 でき る 。ただ し欧 米で この話が有名になるの は、川
上 音二 郎 一 座が パ リ 万 博で 上 演 した 『 遠 藤 武者 』 か らに 他 な ら ない 。 
 村井（ 2 01 1） は次 の よう にまとめ て い る。  
 
 演目は『 袈 裟と 盛 遠 』を元 にした『 遠 藤武者 』『 児 島高徳 』『 芸 者
と 武士』だ が 、初入 り が悪く 、フラ ーに 腹 切 りを注 文 された音二 郎 は 、
かつての 許 嫁 だった 袈 裟 を誤って 殺 した ため 髪を 切って出家 し た「 盛
遠」に腹を切らせ、『 芸者と武 士 』にも 立ち腹のシーンを挿入 し血糊
をしたた ら せた 。 1  
 
 だがアー ノルド がこ の 戯 曲を書き 、 出 版されたの は 1 8 9 3 年で、川
上一座の 初 めて の 洋行の 6 年前であ る。アーノルドが日本に滞 在する
のは 1 88 9 年 の慶 應 義塾の 客 員 講 師就任 から なので、この 頃 ま でに入
手した文 献 から 着 想し た ものと思 わ れる 。初版時の書 評 が イギリスの
『 スペクテ イター ( The  S pec ta t o r )』に掲載された。書評で筆者はこ の物
語 が 日 本 に 古 く か ら 存 在 す る も の で あ る こ と を 強 調 し た 上 で 次 の よ
うに述べ て いる 。  
 
We  ta ke  i t ,  t hen ,  t ha t  t he  p l a y  i s  a  d ra ma t i c  pa ra phr a s e  o f  a  we l l - kno wn  
b ook ,  a nd  no  mor e  a n  or i g i na l  p la y  t ha n ,  fo r  exa mpl e .  
（例えば、それが、良く知られた 本の劇 的な改編以上の何物で もない
と受け止 め る 。）  
 
「よく知 ら れた 本 」と し てここで は The  C ors i ca n  B r o t he r s という 作 品
を例とし て 挙げ て いる 。こ れは 、アレクサ ンドル・デュマ・ペール（大
                                                 
1  『村井健 「ざっ くり  近代 演劇の流れ」 新国立劇場情報センタ ー
資料 』、参 照年月 日 ： 2 0 1 6 年 8 月 1 4 日




デュマ、 Al ex a ndr e  D u ma s ,  pè r e ,  18 2 9 -1 8 69）が 18 44 年に著した 小 説
『コルシ カ の兄 弟 （仏 題  Le s  Frè re s  c or se s）』のこと である。  
 この小説 はデュ マ本 人が語り手を 務め 、コルシカ島に住 む双子兄弟
の復讐劇 で あり 、『 ア ズマ 』がそ の設定 に極めて似ていると述 べてい
る。ちなみに『 コ ルシ カ 島 の兄弟 』はの ちにアンドレ・アントワ ーヌ
が 19 1 7 年 に映画 監督デ ビュ ーを 果たし た 際 の作品でも あ る。 なおア
ントワー ヌ の作 品 は同 作 品の 7 回目の映 画化だった。  
 また書評 は他の 戯曲 と の 類似点も 以 下 のように指 摘している 。  
 
The  ce n t r a l  f i gur e  o f  t he  p l o t  i s  Sa ka mu ne ,  a  J a pa nes e  I a go  of  t he  mos t  
v i n d i c t i ve  t ype .  
（ プロ ッ ト の中 心 人 物 はサ カ ム ネで 、 い わ ゆる 復 讐 に燃 え る タ イプ 、
いわば日 本 のイ ア ーゴ ー である。 ）  
 
 『アズ マ 』ではサ カムネという 盛遠の 家臣が、アズマが自 分の求婚
を拒絶し たことに憤慨 し、彼女と のその 夫であるワタルを破滅 に追い
込もうと 陰 謀を 企 てる 。さらにそ のため に 同僚のモリ ト オを利 用する 。
ア ズ マ か ら モ リ ト オ へ の 恋 文 を 偽 造 し 物 語 を 混 迷 に 引 き 入 れ る の は
まさに 『オ セロー 』 の イアーゴーで ある 。  
 さらに書 評はこ う締 め く くってい る 。  
 
 Car r y i ng  o f f  t he  g r ues o me  t r op hy ,  he  d i s c ove r s  i t  t o  b e t ha t  o f  A dz u ma ,  
—  t he  s i t ua t i on  r e mi n ds  one  of  t h e  f i na l e  o f  R i go l e t t o .  
（ぞっと す るよ う な「 戦利品」を運 んでく ると、それがアズマの（首）
だという こ とに 気 づい た 。－『 リ ゴレッ ト 』の幕切れを連想 させる状
況である 。 ）  
 
 事態を把 握した アズ マ は 、モリ トオと 組 んで潔白な夫 ワタル の寝首
を掻く計 画 を立 て るが、夫 の身 代わりに 自分 が 床に入り、モリト オ に




ゴレット 』と類似している と指摘してい るのだ。娘ジルダを救うべ く
マントヴ ァ 公爵 の 殺害 を 企てなが ら 、誤 って 娘 を殺害して し ま い、苦
悩する父 リ ゴレ ッ トと 、父の言い つけに 背 いた罪を詫 び つつも 愛す る
公爵の身 代 わり に なれ た ことに喜 び を得 つつ絶命 す るジルダに 、アズ
マとモリ ト オを 重 ねて い る。  
 
ジャポニ ズ ム演 劇 自殺 考  
 前述のように、ロイ・フラーは川 上音二 郎に対し、集客のため に「遠
藤武者」を改編し、袈裟御前を死 に追い やった後、文覚が贖 罪のため
に 切 腹 し て 果 て る よ う に 要 求 し た 。 本 来 自 刃 し な い 人 物 を 舞 台 上 で
「殺害」したのは、ひとえ に派手な「ハ ラキリ」芸を売り物にし たか
ったから に 他な ら ない 。  
 今、我々はジャポニズ ムのイメージは「ハラキリ、フジヤマ、ゲイ
シャ」と表現することが多 い。しかし実 際にジャポニズムの舞 台作 品
の中で「ハラキリ」を実行、ある いは自 殺の方法として選択す る作品
がいかに 少 ない か とい う ことに注 目 せざ るをえな い 。  
 これ ま で に挙 げ て き た作 品 の 中で 、 登 場 人物 が 死 を覚 悟 す る 場合 、
または処 刑 を言 い 渡す 場 合の手段 あ るい は方法を 整 理しておく 。  
 
①  『麗 しのサ イ ナラ 』短 刀で喉を突い て自 殺（未遂）  
タイフー ン は直 接 手を 下 す場合、刀で突 き殺 す と言ってい る 。名誉 を
傷 つけ ら れ たカ ミ は 自 害を 決 意 する が 、 喉 を突 い て 死ぬ 覚 悟 を する 。 
 
②  『ミ カド 』斬首、短刀 自殺、釜茹で 、生 き埋め（全て未遂）  
最高執政 官 で処 刑 人の コ コは、首切り役 人で あ り、ミカ ドの発する 刑
の執行方法も「首 をはねる」「釜茹でに する」というもの である。大
きな首切 り 用の 刀 を持 っ ている。ナンキ・プー は 失 望して自殺 し よ う
とするが 、a  ha pp y  d i s pa t ch と称している が明確な方法には言及 してい
ない。その他の死の方法と して、処刑さ れる主人の配偶者は生 き埋め





③  バレ エ『 イエ ッダ 』 2刺殺、魔力によ る死  
許嫁のイ エ ッダに裏切 られたと思い こん だノリは、絶望し て立ち去る 。
具体的な 方 法は 言 及さ れ ないまま 、暗殺 者 トーによっ て まさに 殺され
んとする イ エッダ をか ばい、短刀 で腰 を 刺されて死ぬ 。イエッダ 自 身
も身の程 し らず の幸福 を望んだため に、女神サクラダが与えた 幸福の
枝の葉の 最 後の 1 枚 が 落ち 、ノリの 屍 の 上で息絶える 。  
 
④  バレ エ『 夢』 3射殺 （ 幻想）  
領主サク マ の誘 い を受 け た村の娘 ダ イタ は、タイコと い う 恋人がいる
にもかか わ らず そ の寵 愛 を受ける 。サク マ に心を奪わ れ 喜びに 満ちて
眠りに落 ち るダ イ タに 女 神イザナ ミ が夢 を見せる 。夢 の 中 で悪魔のよ
う な 姿 に 変 身 し た サ ク マ か ら 逃 れ よ う と す る ダ イ タ を 救 っ た の は タ
イコだった。狂乱し たサクマはタイ コを 矢で射抜く。夢から 覚め、タ
イコの大 切 さを 思 い、 一 時の移り 気 を詫 びる。  
 
⑤  『イ ーリス 』 4転落 死  
裕福な若 者 オー サ カと キ ョートに 誘 拐さ れたイー リ スは、盲目の父か
ら自ら遊 女 に成 り 下が っ たと誤解 さ れ、罵詈 雑 言を浴びる 。絶望し た
イーリス は 遊 郭の窓か ら下の下水溝 へと 身を投げ、息絶える。  
 
⑥  『蝶 々夫人 』 5短刀 で 喉を突い て 自殺 （小 説は 未遂）  
「結婚」して 3 年、蝶々さんは子 供と共 に夫の帰りを待ってい た。よ
う や く 長 崎 を 再 び 訪 れ た ピ ン カ ー ト ン に は ケ イ ト と い う ア メ リ カ 人
                                                 
2  平林正司 「イェ ッダ」 『十 九世紀フラン ス ・バレエの 台 本－パ
リ・オペ ラ 座』 慶 應義 塾 大学出版 会 、 2 00 0 年 、 3 06 — 323 頁を参考に
した。  
3  平林正司 「夢」 『十九 世紀 フランス・バ レ エの台本－ パ リ・オ ペ
ラ座』慶 應 義塾 大 学出 版 会、 2 0 00 年、 34 8— 36 0 頁を 参 考にした。  
4  スタンリ ー・セ イディ 「イ ーリス」『新 グ ローヴ  オペラ事典』 中
矢一義訳 、 白水 社 、 2 0 06 年、 9 3 頁を参考に した。  
5  スタンリ ー・セ イディ 「蝶 々夫人」『新 グ ローヴ  オペラ事典』 中




の妻がいた。蝶々さんは息 子をスズキに 託すと、屏風の陰で父親が 天
皇から下 賜 され た 短刀 を 首にあて 自 害す る。  
 
 多くの登 場人物 が自 殺 を 企ててい る こ とがわかる が、全 て切腹では
ない。短刀を用いた自殺や 殺害方法は登 場するが、首を突いて死の う
と するのが ほとん どで あ る 。唯一「ハラ キリ」に近いと推 察 されるの
が『ミカ ド 』のナンキ・プーだが、結 局 はココの「勝手に 自殺しない
で首を切 ら せて く れ」とい う要 求を、条 件 付きで承諾す るとい う形で
回避する 。  
  
切腹させ ず に首 を 斬る  
ギルバー トとサ リヴァ ン の喜歌劇『 ミカ ド 』では、仕立屋の ココが
突然任じ ら れて 斬首刑 を執行する最 高執 政官となる。人々は彼を Lor d  
h i g h  E x ecut i o ne r と呼ぶ。「死刑執行人 」のココは「日本の首 切り用の
刀」を持って登場すること になっていて 、ヴィクトリア朝では絞首 刑
が主流だ っ たに も かか わ らず、斬 首が死 刑 の設定とし て 用いら れてい
る。初日 の 公演 で ココ 役 のジョー ジ ・グ ロスミス （ G eor ge  G r os s mi t h ,  
18 47 -1 91 2）が持って登場した刀こそ、「 日本刀落下事件」の刀そ のも
の だ っ た と い う 伝 説 も 残 っ て い る が 、 6 ト 書 き に は  ‘ E nt er  K o-K o  
a t t ende d . ’とあるだけで、ナ ンキ・プーの 登場時のような、詳細な 道具
の指示は な い。  
実際に彼が演じたココ の ポートレー トは 多く現存しており、衣裳の
デザイン や チラシにも この印象的な 道具 とともに描かれている 。どれ
も巨大な 刀 を右 手 に持 ち 、肩に 担 い でい る。写真から判断 す ると、こ
の刀は極 め て長 い 刃の 部 分を持ち 、長さ は背 丈 ほどもある が 、薙刀 で
はない。このような刀は日 本には存在せ ず、鞘に入れて腰に下げる こ
とは出来 な い ので鞘も 存在していな い 。おそらく日本刀を模し て製作
さ れた オ リ ジナ ル の 小 道具 で あ ると 考 え ら れる 。 ‘ a t t ende d . ’と あ る よ
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うに、台本の段階 では最高執政官 である 人物が抜身の刀を担い で一人
登場する こ とは 想 定さ れ ていな かっ たと 推察されるが、秀 才だったグ
ロスミス の 機転 か ら生 ま れた演技 で ある 可能性も 考 えられる 。後の公
演では小 姓 のよ う な存 在 が刀を持 っ て付 き従った と いう。 7  
「首切り役人」とい う設定について も後 述するが、まずは「 ハラキ
リ（＝切腹）」が 物語の中心とし て登場 しないことにも注目す べきだ
ろう。日本のイメー ジとして必ず挙 げら れる「ハラキ リ」の 芸を定 着
させるの は 、1 9 00 年のパリ万博で『芸者 と武士 』を大 ヒットさ せる 川
上音二郎 一 座で あ る 。しかし 日本 人＝切 腹のイメージは比較的 早くか
ら知られ て は いた。正確に はその様子も 再現 しようがなく、やり方 も
分からな か った の で再 現 されなか っ た、 と見るこ と も出来る。  
切腹は刑 の執行 方法と し ても、自 ら腹を 切るというこ とにして も衝
撃を持っ て 伝え ら たら し く、「ハラキリ（ ha ra - k i r i  /  hur r y - cur r y）」と
いう語は 1 85 6 年 に 初出し 、 日 本 のサム ライ の自死の方法 と し て紹介
されている。その後 Ti me s の 1 8 59 年 8 月 18 日号には、日本外交の 進
捗記事に 常 用の 単 語と し て登場し て いる 。8「切腹 ( s epp uk u)」という単
語は 18 71 年、日本から帰英した ミットフ ォード（レズリーベイル 卿）
が前述の 著書『昔 の日本の物語 』に ha ra - k i r i の同 義 語として説 明 して
いる。 9  
ただ、『 ミ カ ド』に 先行する作品 として 台本が残されているい くつ
かの作品 に も自 死 は登 場する が明確 に「切腹」であるかどうかは示 さ
れていな い 。例えばエル ヴィリ の戯曲『 麗しのサイナ ラ 』では、タ イ
フーンか ら 激し い 侮辱 を 受けた詩 人 カミ は、自分の名 誉 の ために自殺
すること を 宣言 す るが 、 刀でのど を 突こ うとする 。  
別の項で 検証し たが 、日本や侍に ついて 下調べをして いた ギル バー
ト が切 腹 の 慣習 を 知 ら なか っ た とは 考 え に くい 。 な ぜな ら 『 ミ カド 』
の中にも 2 箇所、切腹をほのめかす場面 は登場している。ヤムヤム と
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の結婚が 不 可能 で ある こ とを知っ た ナン キ・プ ーは、首 を 吊ろうと縄
を持って 現 れる 。それ を 思いとど まるよ う に制すココに 対しこ う言う 。 
 
N ANK .  Tha t ’ s  a b s ur d .  I f  yo u  a t t e mpt  t o  r a i s e  a n  a la r m,  I  i ns ta n t l y  
pe r for m t he  Ha pp y  D i s pa t ch  wi t h  t h i s  da gge r .  
 
ナンキ  そんなの無駄 です。もし あなた が警笛を鳴らそうとし たら、
僕はす ぐに この短剣で オサラバしま すよ 。  
 
結婚が成 就する も、死 刑に なる夫 の妻は 生き埋めにさ れ ると聞 いて
ヤムヤム を 再び 失 うと 知 ったナン キ・プ ーは 、またもあ っさりと言 い
放つ。  
 
N ANK .  Toda y  I  d i e .  
KO.  W ha t  do  y ou  mea n?  
N ANK .  I  ca n’ t  l i ve  wi t ho ut  Y u m -Y u m.  T h is  a f t er n oo n  I  pe r for m t he  
Ha ppy  D i s pa t ch .  
 
ナンキ  今日私は死ぬ のです。  
ココ  どういうことじ ゃ？  
 ナンキ  ヤムヤムな しでは僕は生 きら れない。今日の午 後のうちに  
僕はこの 世 に オサラバ します 。  
 
t he  Ha pp y  D is pa t ch とは幸せな手 早い殺 害、すなわち自殺のこ とで、
切腹の英 訳 とし て 用い ら れた。そこには 、武士の切腹に おける追腹 や
屈辱に対する、また引責に よる自死の意 味合いは含まれていな い。す
ぐ にあ っ さ り自 殺 し て しま お う とす る ナ ン キ・ プ ー に観 客 は 「 切腹 」
芸を披露 す る日 本 人芸 人 たちを重 ね 合わ せ笑った の であろうか 。だが 、
決定的な 刑 罰と し ての 切 腹は扱わ れ ず、単語も ha ra - k i r i  や s epp uk u の




なのは、 筋 とし て あく ま で彼の扱い たか ったのは、ヘンリー 8 世を モ
デルとした「虫も殺せない 首切り役人」を戴いたイギリスの貴 族社会
である ことを忘れては いけない 。  
 図説 『「最 悪」の 仕事 の歴史 』 1 0による と、斬 首によ る死刑 執行 は
中世を通 じ て行 わ れて き たが、斧 が国家 に よる支配を 表 すよう になっ
たのは、チューダー王朝に なってからの ことだという。斬首は戦場 で
冷たい刃 に 命を 落 とす と いう、高 潔な理 想 を反映して 貴 族にの み許さ
れたため 人 気の あ る見 世 物だった 。死刑 執 行人にかか る プレッ シャー
は想像に 難 くな い 。その他 の罪 人は、メ ア リ女王時代の プロテ スタン
ト 289 人に対する火炙 りや、絞首刑後の 内蔵を引き出されて、四つ 裂
きにされ る とい っ たこ と がない限 り にお いて絞首 刑 だった 。死刑執行
人はフー ド をか ぶ って い たが、身 元はあ る 程度露見し て おり中 には名
声を得た も のま で いた。フ ード は「王位 の 正義の顔のな い代行 者とい
う意味合 い を伝 え る象 徴 だった。「 執 行 人
エクシキューショナー
」という単語には、人を殺
すという 意 味は な かっ た 」とい う 。「彼 ら 自身が有罪を 宣告さ れた犯
罪者であ る こと も 多く、自 分の 首を守る ため に その仕事に つ い た」と
いうのだから、まさしく『 ミカド』の中 のココはこの立場であ る。つ
ま り作 者 の ギル バ ー ト は、 想 像 しに く い 「 今は 存 在 しな い 昔 の 日本 」
を舞台に 据 える た めに、「 古い イギリス 」を 取り入れ、具体的なイ メ
ージを創 出 して い る。  
 一方冒頭 のコー ラス の 後 、ココの職 業 は「身分 の 低い仕立屋（ a  chea p  
ta i l or）」であるとナンキ・プー が述べて いる。封建的で荒唐無稽 な制
度の国を 描 き ながら 、急に高い地 位に指 名された庶民的 な職業 の人物
が 現れ る こ とに よ っ て 、観 客 の 衝撃 と 笑 い を生 み 出 す仕 組 み で ある 。 
19 世紀末 のイギ リスに お いて、男 が愛の ために自殺し よ うとす るこ
とは非常 に 男ら し くな い ことと考 え られ ていた。ゲイツは『世紀末自
殺考』の中で、男が 失恋して自殺 を考え るようになることが 、ココの
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「柳の 歌」で 茶化さ れて いると 指摘 して いる。 1 1失恋 による 自殺 とい
うのはナンキ・プーの自 殺と絡めて、『 ミカド』の中の大きなテ ーマ
であるが、物語の大枠自体 が、時代の空 気への皮肉だったこと を押さ
えておく 必 要が あ る。  
 「切腹」の歴史 を 改めて定義す ると 、切腹が あ く まで 武士 と いう限
定された 身 分の 自 死の 方 法である こ とが 重要であ る 。その 方法は 腹 部
に刃物を 突 き立 て 、腹壁を 横に突き破り ながら一文字に切り開 き、内
臓を露出 さ せて 絶 命す る ことであ る 。  
 しかし千 葉徳爾 が指 摘 す るように 、切 腹 は自殺の方法 として は極め
て 能率 が 悪 く、 切 腹 自 体が 直 接 的な 死 因 に なる こ と は極 め て 少 ない 。
「腹壁に は 大血 管 が通 っ ていない 」上に、内臓が露出す る といっ ても、
「腹部の 臓 器は 消 化器 だ から、循 環器や 呼 吸器のよう に 生命維 持に直
結していない。したがって、これ を損傷 したから といって即時 生命が
失われ ること は稀で ある 」から だ。 1 2しか も腹部 には皮 下脂肪 層や 筋
肉による 弾 力が あ るた め 、相当な 心得が な くては刃物 を 腹につ きたて
ることす ら まま な らな い 。大隈三好 は、切腹の起源について 、武士の
成立過程 に 起因 す ると 説 いた上で 、 以下 のように述べている。  
 
本 来、 武 士 は、 所 領 を 守り 領 民 を保 護 す る ため に 生 じた 階 級 で ある 。
（略）これを犯すものがあ れば死を賭し て戦わねばならない。いわ ゆ
る「一所懸命」であ る。このため には先 ず何よりも武技に長じ 勇敢で
なければ な らぬ 。武士 道 で一番に 要求さ れ るものはこの 武勇で 武勇に
長ずるこ と をも っ て武 士 の無上の 誇 りと し栄誉と す る。（ 略 ）初期の武
士道は「馬前の功名 」であり「君君 たらず んば臣臣たらず」であ った。  
 
武 士を 武 士 た らし め て い るも の こ そ切 腹 に 対す る 「 覚 悟」 で あ り 、
彼らにと っ てそ の 他の 自 死の方法 、すな わち首吊りや投身自殺 や 服 毒
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自殺とい っ た 、苦 しまずに比較的 瞬間 的 な苦 痛の み で絶命する 方 法は 、
女子ども の する 恥 ずべ き「 楽な方法 」だ った 。「切腹が武 士の自殺法と
して最も 多 く用 い られ た のは、勇 気を誇 示 する武士に 最 も相応 しい方
法であっ た こと と 、刀を武 士の魂とする 彼等が、刀によって自己の 生
命 を絶 つ こ とに 信 仰 的 満足 と い った も の を 抱い て い たた め で あ ろう 」
と も述べて いる。 1 3  
『ミカド 』 に出て くる H a ppy d i s pa t ch の イメージと、のちに 川 上音
二郎が『 芸 者と 武 士 』『 袈裟と盛 遠 』など で実践し、日本の代名 詞とな
った切腹 の 様子 は 、同 じ「 ハ ラ キ リ」を 示 唆しながらも 観客に 与える
印象は大 き く違 う こと に 注目した い 。  
音二郎は 苦痛に 顔を歪 め つつも、自らの 腹部を損壊し 緩 慢に死 を迎
えようと す る日 本 人の 常 識とする「切腹 」を凄惨さと情 感たっぷり に
演じた。 そ れは 決 して H a ppy d i s pa t ch の 意味するところの「手 ごろな
処理」などと言った印象 ではない。すな わち『ミカ ド 』の時代まで は
あくまで 武 士に ま つわ る 言説に過 ぎ ず、西 洋人から見れ ば具体 的な実
践方法も 非 常に 複 雑で 、想像出来 ない ほ ど突飛な 行動だったと 考えら
れる。そのため そ れを模倣しよう とする 場面を挿入することは 想定さ
れ ず、 し た がっ て 俳 優 が舞 台 上 で「 切 腹 」 を演 じ る こと は な か った 。 
しかし川 上音二 郎は 、言説だけ の「切腹 」と いう「秘儀 」に対する
要求に応え、実演した。その細か い描写 が写実的リアリズム演 劇への
強い傾倒 が 見ら れ た 1 90 0 年代のアメリ カで大いに受け入れら れ、パ
リ での ロ イ ・フ ラ ー の 「切 腹 場 面の 要 求 」 につ な が ると 考 え ら れる 。 
従ってジ ャポ ニズムの 舞台作品に「ハラ キリ」が明確に登場するの
は、ベラ ス コの 『神々 の寵児 ( The  D ar l i ng  o f  t he  G od s )』 (1 90 2)年以 降
である。ベラスコは『 蝶 々夫人 』初演時 にニュー ヨークに滞在 した川
上一座を 強 く意 識 して お り、蝶々 さんが 姿 を消す場面 か ら自害 する幕
切 れへ の 変 更や 、『 神 々 の寵 児 』 で の切 腹 に繋 が っ てる も の と 思わ れ
る。川上 一座 は 結果 的 に、抽 象主 義的な ジ ャ ポニズムの 舞 台作 品に写
実主義を 持 ち込 み 、リ アリズムを 追求す る 潮流を生み 出 したこ とにな
                                                 






「模倣」 か 「 模倣の模 倣 」か  
 ジョン・ルーサ ー・ロング の小説『 蝶 々夫人 』における 自刃は 、ベ
ラ ス コ の 戯 曲 や プ ッ チ ー ニ の オ ペ ラ の よ う に は っ き り と は 描 か れ て
いない。ベラスコの戯曲の 初期の描写で は、彼女が短剣を喉に突き 当
てている と ころ に 、スズキ が彼 女の息子 を伴 っ てやって来 て 、彼女 は
刃物を捨 て 子供 を 抱く。蝶 々さ んとスズ キは 何 も かも捨て去っ て、家
を出て行く。こ の初期 の描写における 演 出は 、「去りなが ら、彼女は疲
れ 切った様 子 で 死と 天 国 の歌を 歌 う …彼 女 たちが 丘 を 下 っ ていく …舞
台 は空虚に なる …幕が 下 りて くる …」1 4というものだ ったという。こ れ
は ロングの 小説に 忠実 な 結 末を暗示 し て いる 。  
 小説版で は自殺 する 直 前 、蝶々 さんは この行 為がいかに愚か しいこ
とである か 自らから気 づき、この地を去 る。翌日ピンカートンが蝶 々
さんの家 を 訪れ た 時、そこ は既 に空き家 にな っ ていた、という結末 に
なってい る 。  
 これに対し、ベ ラスコ版の最終 バージ ョンでは 蝶々夫人は観 客の見
えない位 置 で自 殺 し、続い て彼 女が死ん でい る 姿が見える 、という 設
定になっ て いる 。長いト書 きで示される のは、以 下 のような描 写 で あ
る。  
 
She  dra ws  he r  f i nge r  a cr os s  t he  b la de ,  t o  t e s t  t he  s ha r pnes s  o f  t he  s wor d ,  
t hen  p i c ks  up  t he  ha nd  g l a s s ,  pu t s  on  mor e  r ouge ,  r ea r r a nges  t he  p op pi e s  
i n  he r  ha i r ,  b ows  t o  t he  s hr i ne ,  a nd  i s  a b out  t o  p r e ss  t he  b la de  of  t he  s wor d  
a ga i ns t  he r  neck ,  ( …) 1 5  
（ 彼女 は 刀 の鋭 利 さ を 確か め る よう に 刃 を 指で な ぞ り、 手 鏡 を 取り 、
口紅を差 し 直し 、髪 に挿し たケ シの花を 整え 、神社に向 かってお辞 儀
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1 5  Da vi d  B e la s co ,  M ad ame  B u t te r f ly ,  A  t ra ge dy  o f  J ap a n ,  U . S. A ,  L i t t l e ,  




をする。 そ して ま さに 刀を首に押し 付け た 時 （略））（下線部 筆 者）  
 
 ベラスコ 版の最 終台 本 で は、一 度観客 の前で 刀を首に押し 当 て、そ
の後子供 が 入っ て きた た め一度断 念 し、子供（と観客）の見 えない場
所に回っ て 行う 自 殺が 喉 を突くか 、首の 頸 動脈を切断 す る行為 である
ことは容 易 に想 像 でき る 。初期の 描写か らこのような描写へと 演出が
変更され た のは 数 週間 後 で、その 間にベ ラ ス コは よ り暴力的な 結 末を
追加する に 至っ た のは 、川上音 二 郎 と貞 奴の『袈裟と 盛遠 』で演じ ら
れる「 日本の 死」を 目の 当たり にし たか らだっ たと言 われて いる 。 1 6
音二郎自身、ワシントンの 観客が切腹の 場面に圧倒され、魅了 され て
いる様子、さらに「 ハラキリ」を 見たい という要求が強かった と述べ
ている 。 1 7  
  
『 蝶々夫人 』 から『 神 々の寵児 』へ  
 のちにベ ラスコ 自 身 が「極めて芸術的 で興行的にも成功だっ た」と
述べてい る 最終 版 の『蝶々 夫人 』によっ て調子付い たベラスコ は、２
年半後に再び「日 本モノ」を 手がける。同じく ジョン・ル ーサー・ロ
ング と共同 執筆し た 5 幕劇 『神々の寵 児 』 ( 1 90 2)で ある。蝶々夫 人を
演じた女 優 ブラ ン チ・ ベ イツ ( B la nche  B a t e s ,  1 87 3 - 19 41 )が再びタ イ ト
ルロール の ヒロ イ ン「ヨー さん」を演じた 。彼女は こ の舞台の成 功 で 、
一躍スタ ー 女優 の 仲間 入 りを果た す こと になる。  
 トサン ( Tos a n＝土佐 の事か？ )の君主サ イゴン は、戦争大臣 ( M i n i s t e r  
o f  War )の ザック リ ( Za kk ur i )とともに、反 皇帝派の王子カラ ( Ka ra )を 捕
まえよ うと して いる。 一方 サイ ゴンの 娘 ヨーさ ん (Yo- Sa n)はカラ に一
目惚れし て しま う 。屋 敷 (Ya s h i k i )に カラを匿った ヨーさんは、 カ ラの
部下たち か らの 矢 文に よ る伝言を す べて 破棄し、カラ を 自 分のものに
しようと 外 界か ら 遮 断 する。サイ ゴンは 娘がカラを匿っている ことを
見抜き、 カ ラは ザ ック リ の手下 ( Sha dow や Spy と称す る複数の手下が
                                                 
1 6  Ande r s on ,  o p .  c i t . ,  p . 37 4 .  




登 場 す る )に よ っ て 捕 ら え ら れ 、 ザ ッ ク リ の 屋 敷 の 地 下 牢 で 拷 問 に か
けられる。ヨーさんは芸者 に変装して救 出に赴くが失敗し、カラ 解 放
の条件と し て強 要 され た 反皇帝派 の 隠れ 家を白状 し てしまう 。仲間の
全滅を知 っ たカ ラ は切 腹 して果て 、 ヨー さんも自 害 する。  
 中地 ( 20 0 7)は ベラス コの 指示に 従って 脚本を執 筆 し たロン グが、日
本に関す る 文献 を 濫読 し 、膨大 な知識を 得て い たことから 、「作品 の主
要 な筋 や 日 本イ メ ー ジは か な りロ ン グ の 貢 献に よ る もの と 考 えら れ 」、
1 8この戯 曲の 日本観 はロ ングに 大きく 依拠 してい ると述 べてい る。 そ
の一方で、中地は言及 していないが、多 くの部分に ベラスコが 、『蝶 々
夫人 』の初演時に ブロードウェイ で肩を 並べた 川 上 一座の舞台 を強 く
意識して い るこ と を窺 い知ることが 出来 る の も事実だ 。  
 アメ リ カ のメ ロ ド ラ マで は 典 型的 な シ チ ュエ ー シ ョン だ が 、『 神 々
の寵児 』も美 し いヒ ロ イン が盗 賊 に誘拐 され、それを救 出 した男と 恋
に 落ちる、という物語で あり、川上一座 の『袈裟と 盛 遠 』に通じる 部
分がある。ま た、敵 が身を隠して いる英 雄に饗宴の招待を送る 。この
招待状が 木 製の ト ラン クに書かれて いる ところは、囚われ の帝に和歌
が同じよ う に 特殊な 方 法で送られる『児 島高徳 』に似ている 。饗宴 の
場面では、敵が英雄を暗殺 しようと企て るが、これは復讐劇である『 曾
我 兄弟』に類似している 。『 神々の寵 児 』における サ ムライ（ カラ）の
英雄的な「ハラキリ」は 、『 曾我 兄 弟』の 結末に類似しているが、音 二
郎 が 見 せ た よ う に 長 時 間 に わ た る 切 腹 の 儀 式 を そ の ま ま 模 倣 し て い
るわけで は ない 。  
 そ れ ま で の ジ ャ ポ ニ ズ ム 演 劇 の 比 に な ら な い 数 の 日 本 人 ら し き 登
場人物名 が 登場するが 、これはベラ スコ とロングが『 神々の 寵児 』の
ために創 作 した も のと 言 っても 、川上一 座の公演の影響を否定 するこ
とは出来ない 。反皇帝派でカ ラの仲間の二 刀流の男ナゴヤ ( Na goya )と 、
同じく反 皇 帝派 の 長老 バンザ ( Ba nza )は、ニューヨーク公演の中 で音二
                                                 
1 8  中地 幸 「アメ リカ世 紀転換 期の ジャポニ スム 演 劇－デイヴ ィ ッ
ド・ベラ ス コと ジ ョン ・ ルーサー ・ ロン グの『神 々 の寵児』 ( 1 90 2)に
ついて」 『 ジャ ポ ニス ム 研究』 2 7、ジャ ポニスム学会、 2 0 07 年 、 2 4—




郎が確立 し た『 芸者と 武士 』の主要な登 場人物の名前である 。『芸者 と
武士 』は主に『道 成寺 』と『鞘 』の 混交か らなっており、『 鞘当 』は 名
古 屋山 三 元 春と 不 破 伴 左衛 門 が 吉原 仲 之 町 で出 会 う 場面 が 描 か れる 。
ベラスコ の 伝記 作 家ウ ィ リアム・ウィン タ ーはベラスコ 自身が 日本人
女 優を一度 も見た こと が な か ったと 書い ているが、アンダ ーソンは否
定 して お り 、そ の 根 拠 とし て 『 神々 の 寵 児 』の 中 に 登場 す る 切 腹や 、
バ ン ザ と ナ ゴ ヤ と い う 名 称 の 登 場 は 川 上 一 座 の 影 響 で あ る こ と が 明
白だから だ 。  
 ブロード ウェイ を経 て 、ヨー ロ ッパで の旅公 演が始まった 。初演 以
降 のプ ロダ クシ ョン は、 さら に川 上一 座 に受け た影 響は 深い 。 R AD A
の 前 身 を 築 い た 劇 場 支 配 人 ハ ー バ ー ト ・ ビ ア ボ ウ ム ・ ツ リ ー ( 18 5 2-
19 17)の イ ギ リ ス 版 の プ ロ ダ ク シ ョ ン は 、 比 較 的 ベ ラ ス コ 版 を 忠 実 に
踏襲したが、ウィンターに よれば「ツリ ー自身はロンドンで直 に観た
川 上一 座 の 舞台 に 影 響 を受 け て いる と 主 張 して い る 」と 記 し て いる 。
これがベ ラ スコ は 貞奴 を 観ていな い 、と いう 説 の基となっ て い る。多
くの劇評 は 、「貞 奴の演技」がツリ ー版の 舞台の美しさや完璧さ に影響
している と 見な し てい る 。 1 9  
 『蝶々夫 人 』は初演 のブランチ・ ベイ ツが 1 90 1 年 の上演には出 演
出 来 な か っ た 。 代 わ り に 起 用 し た ヴ ァ レ リ ー ・ バ ー ゲ ル ( Va l er i e  
B erge r e)が 結果 的 には 興 行的 に も成 功 を 導い た が、 劇 評家 は 主演 の バ
ー ゲル の 好 演を 評 し て 、彼 女 の 蝶々 夫 人 は 「巧 妙 さ 、み ず み ず しさ 、
さ らに 貞 奴 を示 唆 す る よう な 芸 術を 要 求 さ れて い た 」と 述 べ て いる 。
2 0  
 川上一座 の登場 は 、西 洋の演劇 界にお い て舞台の見せ 方や演 技の仕
方、演出方法に至るまで全 般にわたって 強い影響を及ぼした。当時 の
演 劇 界 の 最 前 線 を 走 る 劇 作 家 や 演 出 家 が 直 接 観 劇 し 川 上 一 座 の 芝 居
を取り入 れ てい る 。前 衛的な演劇 理論家 た ちは貞奴や 一 座の俳 優たち
の「ものの演じ方 」、ひいては身 体表現そ のものに対し、西洋演 劇との
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2 0  Lewi s  C .  St r a ng ,  Fam o us  Ac t re ss e s  o f  the  Day  i n  Ame r ic a ,  B os t on ,  L .  




根本的な 違 いを 見 出し て いる。そ れはそ の 後の自然主 義 演劇に も様々
な形で影 響 を及 ぼ して い ることは 別 の項 で述べた 。  
 ここで注 目すべ きは 、そう した 新しい 演劇運動として語られ る演劇
以外の、商業主義的な演劇、メロ ドラマ をはじめとする古くか ら存在
する一般 大 衆向 け の演 劇 の旗手た ち にも 、川上一座の 持 ち 込んだ演劇
が新たな 要 素を 生 み出 し ているこ と であ る。  
 ベラスコ をはじ めと す る シアター・マ ネ ージャー型の 劇 作家 たちは 、
採算性を も 考慮 に 入れ な がら、特に「見 せ方」を計算にいれ た劇作を
している こ とが 特 徴 だ。し かし 、日本モ ノの視覚的珍しさだけ ではな
く、川上一座の芝居を物語 の視点から極 めて注意深く分析し、劇的 要
素を抽出 し てい る こと が 分かる。  
 ベラスコ が『神々の 寵児 』の 中に 取り入 れたのは、『袈 裟と盛遠 』『 児
島高徳 』『曾我 兄弟 』でど れも『 芸者と武 士 』をは じ めとする川 上 一座
の演目が 固 有名 詞 など の 名称だけ な く、シ チュエ ー ションやエ ピ ソー
ドといっ た 部分 で のト レ ース である 。芝 居全体の構造や特徴は、よ く
把握され て いる 。ア ンダー ソン が指摘し てい る ように、川上一座の 演
目が たとえ 歌舞伎 をも と に した作品 だ っ たとしても 、愛憎 劇や復讐劇
と い っ た メ ロ ド ラ マ の テ ー マ と 一 致 し て い た こ と が 双 方 の 成 功 に 大
きく関わ っ てい る こと は 疑いの余 地 はな い。軍記物の よ う に人物関係
や主従関 係 の複 雑 なも の 、天孫降 臨によ る 非現実的な 題 材だっ た場合 、
これほど ま でに 受 け入 れ られたと は 考え にくい。  
 19 00 年以 降のジ ャポニ ズ ムの舞台 作品 の大きな 特 徴となるの が 、こ
の メ ロ ド ラ マ 的 な 自 然 主 義 演 劇 と で も 言 う べ き カ テ ゴ リ ー に 集 約 さ
れていく こ とで あ ろう 。 アクター ・ マネ ージャー 中 心からシア タ ー・
マネージ ャ ー主 導 の舞 台 作りへと 移 行が 完成する 時 期である 。自然主
義演劇の 影 響か ら 、ジャポニズム の舞台 作品にもプロットその ものか
らゼウス・エクス・マキナ的要素 が影を 潜めるようになったよ うにも
見える。ジャポニズ ム 最初 期の『 黄 色の 姫君 』のように一切 が 夢の 中
であるよ う なも の は登 場 しなくな る 。そ の一方 で、バレエ で は『イ エ




なっても『夢 』など に引き継がれ ている 。言葉を表現の中心 とする演
劇のみに 起 こっ た 変化 で ある事は 興 味深 い。  
 つ ま り 中 世 の 愛 憎 劇 や 復 讐 劇 と い っ た 範 疇 で メ ロ ド ラ マ 的 劇 展 開
を中心と し たジ ャ ポニ ズ ムの舞台 作 品は 、概ね川上音 二 郎 と貞奴の一
座 が直 接 的 要因 と し て 存在 し て いる こ と を 確認 出 来 る。 そ の 意 味で 、
西洋演劇 の 中に 日 本演 劇 の「標 本 」を作 って しまったこと が 、自由な
発想の もと、奇想天外 な物語や 、『ミカド 』のよう に 異国である こ とを
免 罪 符 に し た 自 国 の 社 会 風 刺 の 役 割 を 担 っ て い た ジ ャ ポ ニ ズ ム 演 劇
は一つの ス タイ ル にま と められて し まう 。そ れ はかつて 、ゴルドーニ
(Ca r l o  Os va l do  G ol do ni ,  1 70 7 - 17 93 )がコメディア・デ・ラルテの継 承を
目的に戯 曲 化し た こと で 、かえっ て即興 と してのスタ イ ルを死 滅させ
たことと 似 てい る 。  
 ほとんど が「川上化」し たジャポニズム 演劇にとどめを刺した のが、
『 蝶々夫人 』の成功だった。ジャ ポニズ ムの舞台作品の中でも 日本に
対する批判的、否定 的な色合い の濃 いロ ティの小説『 お菊さ ん 』の 流
れを汲む『 蝶々夫 人 』は、リア リズム的 な観点から、これまで中 世封
建 社 会 と い っ た 別 に 時 間 軸 に 置 く こ と で 客 体 化 し て き た 劇 中 の 日 本
を同時代 化 させ た こと に ある。ロングや ベラ ス コ、プッ チーニに日 本
に対する 否 定的 な 感情 や 意図があ っ たと は考えに く い。特 にベラスコ
の川上一 座 の芝 居 に対 す る分析態 度 など には、むしろ 積 極 的な受容姿
勢が見ら れ る。  
 しかし近代化した日 本の国際社会 にお ける台頭は、旧来 の見識を持
っ た 一 般 大 衆 が 持 つ オ リ エ ン タ リ ズ ム の 中 の 支 配 関 係 を 揺 る が す も
のであり、黄禍論 や排日運 動 をも生み出 していた。結果として同時 代
の 日 本 を 西 洋 に 従 属 す る べ き 未 成 熟 国 家 と し て 描 き 出 す こ と に な っ
た『蝶々 夫人 』は受け入れら れた。その 後『蝶々夫 人 』よりも明 らか
に時代物 の 様相 が 強 く 、中世へと逆戻り した舞台設定の『神々の 寵児 』
が成功し た のは 、日本 を 西洋にと っての 理想的な オリエンタリ ズムの
範疇に引 き 戻し 、物 語の中 の虚 構の存在 とし て 、あるいは 再びメロ ド





 ロング、ベラス コが『 蝶々 夫人 』の成 功から『神々の寵 児 』の製 作
に向かう プ ロセ ス を振 り 返ればそ れ を補 完するこ と になる 。もしベラ
スコの これ ら 2 作 品の順序が逆で あった らいずれも成功はなか った で
あろう。しかし両 作品は同じジャ ポニズ ム作品でありながら製 作 の 経
緯、同期 と いっ た もの が 全く異な っ てい る。  
 『蝶々 夫人 』では 、ベラスコに 話題の 小説の舞台化という発 想が先
に立った わ けで あ り 、上演期間 中 に 初め て（ 舞台上ではあ っ たが）日
本人と接触し、衝撃を 受け るわけである 。これは結末の変更という 作
品全体に 大 きな 影 響を 及 ぼす決定 を 促し 、ベラスコに日本 に対する強
い関心を 呼 び起 こ すこ と となる。そ れが『神々の寵児 』を生 み出すこ
とになる の であ る 。『 蝶 々夫人 』は前者の「脚色」動機と、後者の「共
同執筆」には大きな違いが ある。後者に は劇作家としての興味 にも増
して、多分に劇場主として の採算性が強 く感じられるのである。川 上
一座の芝 居 に自 分 を含 め 、観客の 求 めて いる演劇的要素を明確 に把握
した上での「改変」だ った。ジ ャポニズ ムの演劇の存在価値は、リア
リズムの 範 疇で 展 開す る 非現実性 を 内包 した劇的 展 開、言 い換えれば
イ リュ ー ジ ョン で あ る こと を 直 感的 に 感 じ 取っ た の であ ろ う 。『 蝶 々
夫人 』の初 演は 2 4 回な のに 対し、『 神々 の寵児 』 は、 1 9 02 年 1 2 月か
らのニュ ー ヨー ク 公演が 1 8 6 回を記録し ていることからも 、目論見 が
的 中 し た こ と を 裏 付 け て い る 。 そ の 違 い は 蝶 々 さ ん の 自 刃 に 対 す る
『 神々の寵 児 』の 切腹であ った と言えよ う 。川上 の 切腹を踏ま え た ア
メリカ人 好 みの 長 さと リアリズムに 則っ た方法に「改変された」切腹
が芝居の ク ライ マ ック ス を飾って い る。  
 これほど までに 西洋 で日本の「名誉の 自刃」と い うものが好 奇 心 を
そそるのは、キリスト教的 道徳観の中で 禁じられた、強い意志によ る
整然とし た 自死 という 理解不能な概 念を 、芸術性のある身 体表現とし
て 受容する ことへの発 見があったか らに 他ならない。  
 貞奴の死 の演技 に美 し さ を、音 二郎の 死 の演技 にグロテスク な凄惨




が、ジャポニズムの舞台 作品における「 ハラキリ」なのである。従 っ
てこのプ ロ セス を 経て い ない作品 の 中に は、数多く自 死 は 登場しても 、






















ロディである『ミッキー・ドゥ（ Micky -Doo） (1886)が登場する理由とし
ても妥当であろう。これについては 3 章で詳しく述べる。  
 しかし音声としての日本語のイメージは誰にも想像がつくものではな
かったようである。  
 フランスを経由してイギリスに渡った遣欧使節団は、 1862 年 5 月 26




P.S.  Hi ta mara mbo ching,  bobbery whang,  gur  d e mur  ta  to.  Delta  a leph,  gi mel  
                                                 
1  鈴木健夫ほか『ヨーロッパ人の見た文久使節団』早稲田大学出版部、
2005 年、 141 頁。  




alencon bung,  omloron muckish far l  jon maravedl  sa megra ,  g ’ar  ka t  sowens  
jook j ook haber  lum gaber  lumix  wi l l  lem mac brehon et  semel  mul lnex  nick  



























                                                 





さな大君（ The Li t t le Tycoon）』は、主人公の青年ブローカー、アルヴィ




しても記録されている。 4  
 1883 年に描かれた本だが、 2 年後にイギリスで成功した『ミカド』人
気が全米をも席巻すると、1886 年に「日本モノ」として便乗する形で人
気を博し、ブロードウェイを皮切りにアメリカじゅうで上演が繰り返さ
















                                                 
4  Wil la rd Spenser,  The Li t t le  Tycoon ,  Thea tr e Arts  Press ,  U .S,A, 2015 ,  裏表
紙の解説。  
5  Ib id.  







ALVIN.  (As TYCOON to KNICKERBOCKER.)  Si mmer  hi m,  ki -y! t ight  squeak;  
Igoon,  Tycoon,  Kick-a -poo ple -a - l i ly,  jum-yum,  boo jum snark,  
tum- tum.  
KNICKERBOCKER. (Admir ing ly.)  Pure Japanese.  I  s tudied the language 
mysel f -when I  was  a  boy.  (To  RUFUS.)  But  what  does  he say?  
RUFUS.  (As  GULL -GULL)  Grea t  Tycoon (bows to TYCOON) would much 
l ike to hea r  Grea t Knickerbocker  s ing.  (Bows to 
KNICKERBOCKER.)  
LOAD DOLPHIN. Oh,  ah!  
VIOLET.  Pa pa,  you cannot  r efuse the Grea t  Tycoon. 7  
（アルヴィン  （大君としてニッカーボッカーに）シマヒム、キィ！（き








ドルフィン卿  おお、ああ！  
ヴァイオレット  パパ、大君様のお言葉には逆らえないでしょ。）  
 
Alvin.  Yum-yum ki -yi  kin- s in,  kraziboo! Tr ick -a - foo!  Ki-yi  manunkachunk. 8  
Alvin.  Yum,  yum boerum- jorum;  ki -y! ki-y! S angar  saga ree.  
Pongo-congo-ongo-wongo bel ladonna  nux  vomiea,  ky -yl . 9  
                                                 
7  Spenser,  op . c i t . ,  p.48.  




Alvin.  Sow - i m-up,  t ight -squeak, ki -yi!  Choke - i m-oph.  Tycoon yha -yha , ki -yi!  

















 Panjadora は panjandrum のことと推察され、「お偉方」をさす。サミュ
エル・フット (Sa muel  Foote ,  1720–1777)が 1755 年前後に描いた茶番劇に
初出する使用頻度の低い語である。 1 1  
 また直後の合唱には ‘And Gul l -gul l ,  who comes  from Yeddo or  Sanger.  So  




                                                                                                                                               
9  Ib id.  
1 0  Ib id. ,  p.50.  
1 1  『Oxford Engl ish Dict ionary（オンライン版）』、参照年月日： 2016 年 6
月 25 日  





































Mi -ka -do  
Ge - i -sha  
Ki- mo-no  
Mu- s(u) - me  
Ki-o- to  
Su-zu-ki   
Cho-Cho-San  
Ye-d-do  
Ka - ta -na  








 もちろん全て３音なのではなく、 3 音から 5 音までがもっと多い。単
語は 5 つの母音で表現されることが多い。Kami のように全くないわけで
はないが、 1 音や２音は少ない。  
4 音には  
Sa - ï-na -ra  
Fu- j i -sa -ma(Fu- j i-ya - ma)  
Ya -ma -do- r i  
Sa - mu-ra - i   
Na -nga - sa -ki  
（鼻濁音が入るので n と ga は分けて「ナンガサキ」とは発音しない）  
5 音には  
Sa -da -ya -k-ko  






Sa -zhi - ma  
Ye-d-da  
 重要なのは促音や長音がほとんど使われることがないことである。  


















Ana ta wadô nasa ï mas ita ! アナタ  ワドー  ナサイイ  マシタ  
Kouni ts i  wa  yoï  ten    クニツィ  ワ  ヨイイ  テン  
Kidé gozaï  ma sou!     キデ  ゴザイイ  マ  ス！  
 
 サヴォイ・オペラ『ミカド』の「宮さま」は「宮さま  宮さま  お馬
の前に  ひらひらするのは  何じゃいな  トコトンヤレトンヤレナ」と
                                                 







Miya , sa ma,  miya , sa ma, ミヤ  サマ  ミヤ  サマ  
On n’ m- ma no mayé ni  オン  マ  ノ  マイェ  ニ  
Pira -Pira  suru no wa   ピラピラ  スル  ノ  ワ  
Nan gia  na        ナン  ギア  ナ  
Toko tonyaré  tonya ré na? 1 3 トコ  トンヤレ  トンヤレ  ナ？  
 
 さらに『ゲイシャ』の Japanese March と題されたコーラスの歌詞は、
「鯉は瀬に棲む  鳥は木に止まる  人は情けの影に」という日本語だが、
上記の 2 つと同じようにテキストと音に忠実なカタカナで併記する。 1 4  
 
Koiwa  seni  sumu,    コイワ  セニ  スム  
Tor iwa  kini  tomaru, トリワ  キニ  トマル  






 日本人が違和感を感じる「クニツィ」や「オン  マ  ノ  マイェ」と
いった箇所は、「こんにち kon-ni -chi」や「おうまのまえ o-u- ma -no- ma -e」




                                                 
1 3  Ian Bradley,  The  annotated  Gi lber t and  Su ll ivan :1,  U.S.A. ,  Penguin B ooks  
Ltd. ,  1982,  p.321.  
































                                                 
1 5  内藤高『明治の音  西洋人が聴いた近代日本』中央公論社、 200 5 年、













 ジュディット・ゴーチエ (J udi th Gaut ier,  1850 -1917)は、著名な作家、
テオフィル・ゴーチエ (Théophi le  Gaut ier,  1811 -1872)の娘で、東洋を舞台










西園寺は 1870 年にソルボンヌ大学に留学し 10 年後に帰国、明治法律学
校を設立する。ゴーチエと西園寺の共訳した古今集は、版画を配した詩
画集『蜻蛉の詩 (Poèmes  de  la  libe lu le )』 (1885)として出版された。  




                                                 
1 6  ブリタニカ国際大百科事典  小項目電子辞書版、 2009 年版。  










という悲劇である。 1 8  
 
 1888年にパリで初演され成功を収めた後、ブロードウェイに渡って大
幅に修正され、1895年に『ルビーのハート (The Heart  o f Ruby )』というタ
イトルで Daly’ s  thea tr eで上演された。北米の観客の歓声に適応すべく、
性悪なヒロインは自殺するのではなく、贖罪を求めているうちに死ぬよ
うに改められた。 J us tin Hunt ly McCar thyが脚本を書き、名プロデューサ
ー、オーガスティン・デイリー (August in Daly)によって入念に仕込まれ
た豪華な舞台装置が組まれた。その中で僅かに日本の演劇を連想させる
工夫がなされた。それが物語の外側に位置する語り手 Voice of  the Poetで
ある。彼の口調は「長唄」を模したものだったと言われる。ただし上演
期間を調べると、1895年 1月 15日に幕が開きながら、その月のうちに公演
は閉じている。 1 9ベラスコの伝記の筆者ウィンターはわずか に７回の公
演で打ち切られたと述べている。 2 0  
 ウィンターは、『ルビーのハート』興行的には 大失 敗 だったもの の 、
『蝶々夫人』に先行する唯一の優れた  “ a  play on a  Japanese theme ”だと
評している。 2 1『ルビーのハート』では、物語の外側に立ってナレーシ
                                                 
1 8  『柴崎信三「ジャパネスク  J APANESQUE かたちで読む <日本 > 6 〈邂
逅〉について  山本芳翠とジュディット・ゴーティエ」 Web 遊歩人』参
照年月日： 2016 年 8 月 12 日  
ht tp: / /www.bungenko. jp/yhj /b log/2013/09 /23 /ジャパネスク ●ｊａｐａｎｅ
ｓｑｕｅ %E3%80%80%E3%80%80 かたち /  
1 9  『 The Broadway League “Daly’ s Thea tr e”』、参照年月日： 2016 年 8 月 9
日 ht tps : / /www. ibdb .com/thea tr e/da lys - theat r e -1559  
2 0  Wil l ia m Winter,  “The  Li fe  o f Dav id  Be lasco ” ,  U.S.A,  Moffa t,  Yard and 
Company,  1920 ,  p.482 .  











曲 (Pac i f ic  Over tures )』は、スティーヴン・ソンドハイム (Stephen J oshua  
Sondhei m,  1930-)が作曲し、ジョン・ワイドマン (J ohn Weidman,  1946-)が
脚本を書いたブロードウェイ・ミュージカルである。黒船出現から開国、
そして近代化していく日本を、日本側の視点に立って描いた異色の作品




スは日系アメリカ人のマコ岩松 (Makoto Iwama tsu,  1933 -2006)を起用し、
歌舞伎の地謡の後、講釈師のような独特の喉声とリズムで “ Nippon,…the  
f loat ing kingdom…”と語らせている。幕開きのこの場面は抑えた日本情緒
で違和感なく日本語の語調で英語を喋らせている。この独特の言い回し
はいかにも欧米人の持つ「歌舞伎」＝「日本」のイメージを巧みに利用








                                                 
2 2  Paci f ic  Over ture s  (1976  Or igina l Broadway Cast ) ,  Masterworks  Broadway,  








のを内藤（ 1992）の指摘を参考に抜き出してみる。 2 3  
 
・  長崎の街の夜の家々から聞こえてくる三味線の音。  
・  三味線と女の憂鬱な唄い声。  
・  下方から聞こえてくる大きな鐘の音。  
・  風鈴の音。  
・  物売りたちの叫び声。  
・  家主の妻が唱える長いお題目、その老いた牝山羊のような止むことな
く続く震え声。  
・  長崎の街遠くから響いてくる人声や太鼓や銅鑼の音や笑い声。  
・  拍子木の音。  
・  祈祷の際の柏手の音。  










                                                 
2 3  内藤、「音としての日本－ピエール・ロチ『お菊さん』を手掛かりと
して－」、『同志社外国文学研究』 64、 1992 年、 1-22 頁から抜粋した。  
































                                                 
2 5  同書、 6 頁。  














・  LE PRINCE DE MAËDA  
・  YAMATO  
・  IVASHITA  
・  LE BATARD DE SIMABARA  
・  TIKA  
・  OMIYA  
・  PETIT IVASHITA  
 
 舞台となるのは La salon d’un r iche Japanese（裕福な日本人宅の居間）


























【 第 2 章 】 W. S .ギ ル バ ー ト と 『 ミ カ ド 』  
 
第 1 節  サ ヴ ォ イ ・ オ ペ ラ の 誕 生  
 日 本 を 題 材 に し た 喜 歌 劇『 ミ カ ド 』は 、劇 作 家 ウ ィ リ ア ム ・シ ュ
ウ ェ ン ク ・ ギ ル バ ー ト （ Wi l l i a m S c h w e n c k  G i l b e r t ,  1 8 3 6 - 1 9 11） と 、
作 曲 家 ア ー サ ー・サ リ ヴ ァ ン（ A r t h u r  S e y m o u r  S u l l i v a n ,  1 8 4 2 - 1 9 0 0）
が 組 ん だ い わ ゆ る サ ヴ ォ イ・オ ペ ラ の 中 で 、興 行 的 に 最 も 成 功 し た
作 品 で あ る 。 初 演 は 1 8 8 5 年 3 月 1 4 日 で 、 6 7 2 回 と い う ロ ン グ ラ ン
を 達 成 し た 。即 座 に ヨ ー ロ ッ パ 大 陸 、ア メ リ カ に 広 が り 、現 在 で も
上 演 さ れ る 。し か し 日 本 で は「 不 敬 で あ る 」と の 理 由 か ら 戦 後 ま で
上 演 は 禁 止 さ れ た 。成 功 の 要 因 は 、ジ ャ ポ ニ ズ ム の 人 気 と サ リ ヴ ァ
ン の 軽 快 な 音 楽 と さ れ て き た 。  
 注 意 し て お き た い の は 、ジ ャ ポ ニ ズ ム 演 劇 に お け る 日 本 人 の 表 象
は 、絵 画 と 違 い 、日 本 人 が 発 信 し た 仕 草 や 音 声 が 、舞 台 上 の 日 本 の
イ メ ー ジ の 中 核 を 担 っ て い る こ と で あ る 。特 定 の イ メ ー ジ を 模 倣 し 、
共 有 さ れ た 情 報 が 舞 台 上 で 発 信 さ れ た 時 、表 象 は 完 成 す る 。日 本 の
イ メ ー ジ は 、ど の よ う に 受 容 さ れ 、そ し て ど の よ う に 昇 華 さ れ て い
っ た の か を『 ミ カ ド 』の 製 作 過 程 に 沿 っ て 考 察 す る 。そ れ は 、す で
に 西 洋 で は 我 々 が 自 覚 し な い ま ま に 演 じ て い る『 ミ カ ド 』の 中 の 日
本 人 の 姿 を 通 し て 、日 本 人 自 身 が 自 覚 し て い な い 姿 を 写 し だ す「 鏡 」
と し て 『 ミ カ ド 』 を 位 置 づ け る こ と が 出 来 る 。  
ま ず サ ヴ ォ イ ・ オ ペ ラ そ の も の の 定 義 に つ い て 述 べ て お く 。 『 ミ
カ ド 』 を 含 む サ ヴ ォ イ ・ オ ペ ラ と は 、 1 8 7 0 年 代 か ら 1 8 9 0 年 代 に か
け て 絶 大 な 人 気 を 誇 っ た コ ミ ッ ク・オ ペ ラ 群 で あ る 。一 般 に 後 期 の
8 本 を 上 演 し た サ ヴ ォ イ 劇 場 （ S a v o y  T h ea t r e） か ら 付 い た 名 称 で 、
劇 作 家 ギ ル バ ー ト と 、作 曲 家 サ リ ヴ ァ ン 、そ し て プ ロ デ ュ ー サ ー の
ド イ リ ー ＝ カ ー ト ( R i c h a r d  D ’ O y l y  C a r t e , 1 8 4 4 - 1 9 0 1 )の 手 に な る 1 8 7 5
年 3 月 2 5 日 初 演 の 『 陪 審 裁 判 ( Tr i a l  b y  J u r y )』 か ら 、 1 8 9 6 年 3 月 7
日 初 演 の 『 大 公 爵 ( T h e  G r a n d  D u k e )』 ( 1 8 9 6 )ま で の 1 3 作 品 を 指 す 。




イ・オ ペ ラ と 総 称 す る こ と も あ る が 、こ の 場 合 で も 特 に 人 気 の あ っ
た ギ ル バ ー ト と サ リ ヴ ァ ン の 作 品 だ け を 指 し て G＆ S オ ペ ラ と 呼 ぶ
こ と も あ る 。  
1 9 世 紀 後 半 の イ ギ リ ス に お い て 、貴 族 に 代 わ り 都 市 の 文 化 の 中 心
を 占 め は じ め た の は 中 産 階 級 だ っ た 。産 業 革 命 に よ っ て 所 得 が 倍 増
し 、社 会 保 障 制 度 が 進 み 、労 働 者 階 級 に も 余 暇 が 生 ま れ た が 、教 養
が 薄 い こ の 社 会 層 を 十 分 に 楽 し ま せ る た め に は 、新 し い 娯 楽 が 必 要
だ っ た 。  
さ ら に 当 時 の イ ギ リ ス 演 劇 界 は 、 フ ラ ン ス の メ ロ ド ラ マ や オ ペ レ
ッ タ の 焼 き 直 し ば か り で 芸 術 的 に は 停 滞 し て お り 、自 国 独 自 の 芸 術
を 求 め る 声 が 高 ま っ て い た 。  
一 方 で 、ジ ョ ン・ゲ イ（ J o h n  G a y,  1 6 8 5 - 1 7 3 2）の『 乞 食 オ ペ ラ（ T h e  
B e g g a r ’ s  O p e r a ） 』 ( 1 7 2 8 ) に 代 表 さ れ る セ リ フ と 歌 で 構 成 さ れ 、 風
刺 的 色 合 い の 濃 い 劇 を バ ラ ッ ド・オ ペ ラ（ b a l l a d  o p e r a）と 呼 ん で イ
ギ リ ス 特 有 の も の と 見 て お り 、「 歌 入 り 音 楽 喜 劇 」と し て 同 じ ジ ャ
ン ル に 相 当 す る 、オ ッ フ ェ ン バ ッ ク（ J a c q u e s  O f f e n b a c h ,  1 8 1 9 - 1 8 8 0）
や レ ハ ー ル（ F r a n z  L e h á r ,  1 8 7 0 - 1 9 4 8）な ど の オ ペ レ ッ タ（ o p e r e t t a）
な ど と は 現 在 で も 区 別 し て い る 。イ ギ リ ス で は こ の バ ラ ッ ド・オ ペ
ラ の 流 れ を く む サ ヴ ォ イ・オ ペ ラ を オ ペ レ ッ タ に は 含 め ず 、コ ミ ッ
ク ・ オ ペ ラ （ c o mi c  o p e r a） と 呼 ん で い る 。  
サ ヴ ォ イ ・ オ ペ ラ は こ う し た 自 国 文 化 の 独 自 性 を 背 負 っ て 観 客 の
要 望 を 満 た し 、絶 大 な 人 気 を 博 す こ と に な る 。何 よ り 大 切 な の は 芸
術 性 よ り も 大 衆 受 け し 、か つ 大 陸 の 文 化 に 見 劣 り し な い 娯 楽 作 品 で
あ る こ と だ っ た の で あ る 。  
イ ギ リ ス の 演 劇 界 特 有 の 事 情 も サ ヴ ォ イ ・ オ ペ ラ の 登 場 を お 膳 立
て し て い た 。1 9 世 紀 後 半 に は 、古 く は チ ャ ー ル ズ・キ ー ン（ C h a r l e s  
K e a n ,  1 8 11 - 1 8 6 8）や 、サ ヴ ォ イ・オ ペ ラ の 同 時 代 と し て は ヘ ン リ ー・
ア ー ヴ ィ ン グ （ H e n r y  I r v i n g ,  1 8 3 8 - 1 9 0 5） と い っ た ア ク タ ー ・ マ ネ
ー ジ ャ ー た ち の 活 躍 に よ っ て 俳 優 の 社 会 的 地 位 向 上 が 図 ら れ 、劇 場




た 。そ れ を 模 倣 し よ う と す る 新 興 中 産 階 級 の た め の 娯 楽 施 設 や 社 交
場 と し て の 機 能 も 果 た す よ う に な る 。 1  
鉄 道 網 の 発 達 も 劇 場 文 化 に 大 き な 変 革 を も た ら し た 。 ロ ン ド ン で
人 気 を 博 し た カ ン パ ニ ー に よ る 巡 業 シ ス テ ム が 確 立 し 、地 方 の ス ト
ッ ク シ ア タ ー や 、さ ら に ラ ン ク の 低 い 旅 回 り 専 門 の 劇 団 は 衰 退 し た 。
都 会 か ら や っ て き た ス タ ー 俳 優 が 豪 華 な 衣 裳 を ま と い 、よ く 洗 練 さ
れ た 台 詞 を 発 す る 芝 居 が 気 軽 に 観 ら れ る の だ 。旅 回 り の 劇 団 が 口 立
て の 、拙 い 筋 の オ ム ニ バ ス で 上 演 す る ス タ イ ル が 衰 微 す る の は 当 然
の 流 れ だ っ た 。  
鉄 道 は 、 地 方 か ら 都 会 へ の 新 た な 観 客 の 流 入 を も 促 進 し た 。 劇 場
の 生 き 残 り は ブ ル ジ ョ ア 階 級 の 観 客 を 維 持 し な が ら 、こ う し た 新 し
い ニ ー ズ を 持 っ た 観 客 の 増 加 に 応 え る こ と と な る 。観 客 、劇 団 の 往
来 が 盛 ん に な り 、演 劇 ビ ジ ネ ス は 隆 盛 期 を 迎 え た 。ロ ン ド ン の 劇 場
街 は 6 0 年 代 以 降 、 劇 場 建 設 ラ ッ シ ュ と な り 、 劇 作 家 、 俳 優 の 需 要
が 急 増 し た 。こ れ に よ り 、代 々 家 業 と し て 継 承 さ れ て き た 伝 統 的 な
俳 優 一 家 だ け で は な く 、裕 福 な 中 産 階 級 の 家 庭 か ら 演 劇 人 が 輩 出 さ
れ る 風 潮 を 生 み 出 し た 。 2こ う し た 社 会 的 背 景 が 『 ミ カ ド 』 の 作 者
ギ ル バ ー ト を 生 み 出 し 、音 楽 エ リ ー ト の サ リ ヴ ァ ン と の 黄 金 コ ン ビ
が 誕 生 す る の で あ る 。  
 
黄 金 コ ン ビ 結 成  
ウ ィ リ ア ム ・ シ ュ ウ ェ ン ク ・ ギ ル バ ー ト は 、 1 8 3 8 年 11 月 1 8 日 、
同 名 の 父 ウ ィ リ ア ム と 妻 ア ン の 長 男 と し て ロ ン ド ン・ス ト ラ ン ド の
サ ウ サ ン プ ト ン に 生 ま れ た 。1 8 5 3 年 に ロ ン ド ン 大 学 キ ン グ ス 学 寮 に
入 学 し 、1 8 5 5 年 に 法 学 生 と し て ロ ン ド ン の 法 学 院 イ ン ナ ー テ ン プ ル
に 所 属 。1 8 5 7 年 に 文 学 士 の 学 位 を 取 得 し て 大 学 を 卒 業 し 、文 部 省 の
書 記 補 と な る が 、1 8 6 2 年 に 伯 母 の 遺 産 3 0 0 ポ ン ド を 相 続 、こ れ を 機
に 役 所 を 退 職 し た 。そ の 相 続 金 を 残 ら ず 弁 護 士 の 資 格 取 得 と 開 業 に
                                                      
1  中 山 夏 織 『 英 国 演 劇 社 会 史 』 美 学 出 版 、 2 0 0 3 年 、 3 1 頁 。  




費 や し 、1 8 6 6 年 に 法 定 弁 護 士 と し て 北 部 の 巡 回 裁 判 区 に 所 属 す る こ
と と な る 。  
ギ ル バ ー ト は 役 所 を 退 職 し た 頃 か ら T h e  F u n や T h e  P u n c h な ど に
劇 評 を 寄 稿 す る よ う に な り 、弁 護 士 資 格 を 取 っ た 年 に 処 女 戯 曲 と 言
わ れ る 『 ア ン ク ル ・ ベ イ ビ ー （ U n c l e  B a b y） 』 が 1 0 月 3 1 日 に ラ イ
シ ア ム 劇 場 で 上 演 さ れ て い る 。 3 T h e  F u n の 初 代 編 集 長 H・ J・ バ イ
ロ ン に 批 評 家 と し て の 文 才 を 認 め ら れ た こ と が 世 に 出 る き っ か け
と な っ た よ う で あ る 。 4ラ イ シ ア ム 劇 場 は こ の 2 年 後 に 濱 碇 定 吉 が
座 長 を 務 め る 帝 国 日 本 一 座 が 手 品 や 軽 業 を 上 演 し ( 1 8 6 8 )、 さ ら に 後
に は ヘ ン リ ー・ア ー ヴ ィ ン グ が ア ク タ ー・マ ネ ー ジ ャ ー と し て 活 躍
す る （ 1 8 7 1） 重 要 な 劇 場 で あ る 。  
ギ ル バ ー ト は そ の 後 地 方 都 市 の 治 安 判 事 に 任 命 さ れ る な ど 、 生 活
者 と し て は 法 律 家 の 道 を 歩 み 、執 筆 を 主 と す る 演 劇 活 動 は 片 手 間 に
行 っ て い た 。し か し 当 時 の 状 況 に お い て 、こ れ は 演 劇 一 家 の 生 ま れ
で な い 者 が 劇 作 家 に な る た め の 道 と し て は 特 殊 で は な い 。  
法 律 家 と し て の 視 点 が 遺 憾 な く 発 揮 さ れ た 作 品 が 『 陪 審 裁 判
（ Tr i a l  b y  J u r y）』 ( 1 8 7 5 )で あ る 。法 律 家 、批 評 家 と し て の 背 景 に 裏
打 ち さ れ た 理 論 的 な 笑 い の 構 築 、 社 会 制 度 を 対 象 に し た 皮 肉 こ そ 、
劇 作 家 と し て の ギ ル バ ー ト の 特 徴 で あ る 。そ う し た 視 点 か ら 見 れ ば 、
『 ミ カ ド 』 も ま た 同 じ く 法 律 を 笑 い の 道 具 と す る 作 品 で あ る 。  
ア ー サ ー ・ サ リ ヴ ァ ン は 、 1 8 4 2 年 5 月 1 3 日 、 ア イ ル ラ ン ド 出 身
で ク ラ リ ネ ッ ト 奏 者 の 父 と イ タ リ ア 系 辻 音 楽 師 の 娘 マ リ ア の 間 に
生 ま れ た 。俳 優 の フ レ デ リ ッ ク・サ リ ヴ ァ ン は 2 つ 違 い の 兄 で あ る 。
父 は ア ー サ ー が 3 歳 の こ ろ 陸 軍 士 官 学 校 附 軍 楽 隊 の 楽 長 と な っ た 。
1 8 5 6 年 に メ ン デ ル ス ゾ ー ン 奨 学 生 に 最 年 少 で 選 ば れ 、王 立 音 楽 学 校
                                                      
3  庄 野 潤 三 『 サ ヴ ォ イ ・ オ ペ ラ 』 河 出 書 房 新 社 、 1 9 8 6 年 、 3 5 頁 。
た だ し “ T h e  c o m p l e t e  p l a y s  o f  G i l b e r t  a n d  S u l l i v a n ” ( N e w  Yo r k ,  W.  W.  
N or t o n  &  C o m p a n y, 1 9 9 7 )  で は 、 S t .  J a me s ’ s  T h e a t r e で の  “ T h e  L i t t l e  
D u c k  a n d  t h e  G re a t  Q u a c k ”  ( 1 8 6 6 )  が 最 も 早 く 成 功 し た 作 品 だ と し
て い る 。  




（ t h e  R o y a l  A ca d e m y  o f  M u s i c） に 入 学 す る 。 1 8 5 7 年 に は 成 績 優 秀
の た め 再 び 奨 学 金 を 受 け 、ド イ ツ の ラ イ プ ツ ィ ヒ 音 楽 院 に 留 学 し た 。
2 年 後 に 帰 国 し 、 著 名 な 作 曲 家 の 作 品 し か 演 奏 し な い こ と で 有 名 な
水 晶 宮（ C r i s t a l  Pa l a c e）で 演 奏 さ れ た『 テ ン ペ ス ト （ Te m p e s t）』の
劇 付 随 音 楽 が 激 賞 さ れ 、一 躍 有 名 人 と な る 。以 降 作 曲 家 や 指 揮 者 と
し て 活 躍 し 、自 身 も ワ ー グ ナ ー（ Wi l h e l m R i c h a r d  Wa g n e r ,  1 8 1 3 - 1 8 8 3）
を ラ イ バ ル と し て 意 識 す る ほ ど イ ギ リ ス の 将 来 を 担 う 音 楽 家 と し
て 期 待 さ れ た 。  
二 人 の 出 会 い は 決 し て 唐 突 で は な く 、 演 劇 界 に お い て 幾 度 と な く
擦 れ 違 っ た 後 で あ っ た 。1 8 6 7 年 に バ ー ナ ン ド（ F.  C .  B u r n a n d）台 本 、
サ リ ヴ ァ ン 作 曲 に な る 『 コ ッ ク ス と ボ ッ ク ス  ( C o x  a n d  B o x )  』が 上
演 さ れ 、こ の 劇 評 を『 フ ァ ン 』に 書 い た の が ギ ル バ ー ト で 、サ リ ヴ
ァ ン の 音 楽 は 「 上 品 す ぎ る 」 と 評 し て い る 。  
そ の 2 年 後 に そ れ ぞ れ が 別 々 の 作 品 が 同 時 に 上 演 さ れ た こ と で 面
識 を 持 ち 、1 8 7 1 年 に は『 テ ス ピ ス ( Th e s p i s )』で 初 め て 共 同 製 作 を し
て い る 。 し か し こ の 作 品 は 、 制 作 者 の 不 備 も あ り 、 わ ず か 6 4 回 で
幕 を 下 ろ し た 。内 容 的 に も サ リ ヴ ァ ン は 納 得 し て お ら ず 、出 版 を 禁
じ て お り 、現 在 で は 原 曲 は 失 わ れ て い る 。コ ミ ッ ク・オ ペ ラ の 作 者
と し て 2 人 の 才 能 を 開 花 さ せ た の が ド イ リ ー ＝ カ ー ト な の で あ る 。 
趣 味 と し て の 演 劇 か ら 出 発 し た 弁 護 士 ギ ル バ ー ト と 、 幼 少 か ら 将
来 を 嘱 望 さ れ た エ リ ー ト 作 曲 家 サ リ ヴ ァ ン を 結 び つ け た ド イ リ ー
＝ カ ー ト の 狙 い は 、当 時 の ヴ ィ ク ト リ ア 朝 固 有 の 笑 劇 や バ ー レ ス ク
に 対 す る 挑 戦 で も あ っ た 。そ の 挑 戦 は 従 来 の 伝 統 的 な 喜 劇 役 者 を 用
い ず 、新 し い 歌 手 や 俳 優 た ち を 積 極 的 に 採 用 し た こ と に も 現 れ て い
る 。  
ギ ル バ ー ト の 稽 古 方 針 は 厳 格 で テ キ ス ト に 忠 実 な 演 技 を 要 求 し た 。
当 時 の 芝 居 に あ り が ち だ っ た 俳 優 の 発 案 に よ る そ の 場 し の ぎ の ギ
ャ グ や ア ド リ ブ を 大 い に 嫌 っ た 。ス テ ー ジ ン グ に も 細 か い 指 示 を 飛
ば す た め 舞 台 の 模 型 と 、人 物 の 名 前 の 入 っ た コ マ を 使 い 、サ リ ヴ ァ




し て い た 。 5サ リ ヴ ァ ン の 歌 唱 指 導 も 非 常 に 厳 し く 、 記 譜 ど お り の
忠 実 な 歌 唱 を 要 求 し た 。ス タ ー 主 義 で 自 己 流 を 貫 く 歌 手 で は 努 ま ら
な い 。  
キ ャ ス テ ィ ン グ は 劇 作 家 と 演 出 家 を 兼 ね て い る ギ ル バ ー ト と 、 作
曲 家 の サ リ ヴ ァ ン の 2 人 で 決 定 し て お り 、ド イ リ ー ＝ カ ー ト は 経 営
上 の 責 任 の み を 追 っ て い た 。カ ー ト の 二 人 に 対 す る 全 幅 の 信 頼 が う
か が え る 。当 時 に こ れ は 当 時 の 主 流 だ っ た ア ク タ ー・マ ネ ー ジ ャ ー
が 全 権 を 握 る 経 営 方 針 と は 一 線 を 画 し て い る 。  
こ う し た 新 し い 舞 台 製 作 を 円 滑 に 行 う た め に 、 厳 格 な 規 律 が 設 け
ら れ 、才 能 豊 か な 新 人 歌 手 を 積 極 的 に 採 用 し た 。そ の 結 果 オ ペ ラ は
大 成 功 し 、ド イ リ ー ＝ カ ー ト は つ い に 新 し い オ ペ ラ を 上 演 す る た め
の 専 用 の 劇 場 を 建 設 し た 。そ れ が サ ヴ ォ イ 劇 場 で あ り 、理 念 だ け で
な く 、設 備 的 に も 当 時 の 最 先 端 技 術 の 結 晶 だ っ た 。サ ヴ ォ イ 劇 場 は
当 時 も っ と も お し ゃ れ な 劇 場 と な り 、貴 賓 室 の 内 装 を 担 当 し た の は
東 洋 趣 味 を 売 り に し た リ バ テ ィ 百 貨 店 だ っ た 。 6リ バ テ ィ と の つ な
が り は 、 『 ミ カ ド 』 を 論 じ る 上 で 非 常 に 重 要 で あ り 、 後 述 す る 。  
サ ヴ ォ イ 劇 場 は 、 か つ て サ ヴ ォ イ ・ パ レ ス と 呼 ば れ 、 当 時 は ラ ン
カ ス タ ー 公 領 と し て 王 室 が 所 持 し て い た テ ム ズ 川 沿 い の 土 地 に わ
ず か 数 ヶ 月 で 建 て ら れ た 。設 計 者 は C . J .フ ィ リ ッ プ ス（ C . J .  F i l l i p s）
で 、 客 席 は 4 階 建 て で 約 1 0 0 0 席 、 天 使 の 絵 な ど が 配 さ れ た 豪 奢 な
内 装 を 誇 っ た 。 特 筆 す べ き は 照 明 設 備 で 、 ガ ス 照 明 が 主 流 の 中 で 、
初 め て 電 気 照 明 が 導 入 さ れ た 劇 場 で あ る 。 柿 落 と し 公 演 は 1 8 8 1 年
1 0 月 、す で に 4 月 か ら オ ペ ラ・コ ミ ッ ク で 公 演 中 だ っ た『 ペ イ シ ェ
ン ス 』 の 1 7 0 回 目 を サ ヴ ォ イ 劇 場 に 移 し て 行 わ れ た 。  
1 9 2 9 年 に サ ヴ ォ イ ・ ホ テ ル を 併 設 し 劇 場 も 改 築 さ れ た が 、 1 9 9 0
年 に 火 災 で 消 失 し 、1 9 9 3 年 7 月 1 9 日 に 再 開 場 し た 。7近 代 演 劇 史 に
                                                      
5  Th e  S t o r y  o f  t h e  S t a g e  P l a y,  t h e  N e w  Yo r k  D a i l y  Tr i b u n e ,  A u g u s t  9 ,  
1 8 8 5 .  
6  中 山 、 前 掲 書 、 5 2 頁 。  
7  蛭 川 久 康 ほ か 編 『 ロ ン ド ン 事 典 』 大 修 館 書 店 、 2 0 0 2 年 、 6 3 2 —6 3 4




お い て 、 1 9 世 紀 末 の 演 劇 変 革 は ヨ ー ロ ッ パ 大 陸 で 華 々 し く 起 こ り 、
ロ ン ド ン の 変 容 は 影 に 埋 も れ て い る が 、設 備 だ け で な く 、経 営 方 針
に お い て も サ ヴ ォ イ 劇 場 の 新 し さ を 再 評 価 す る べ き だ ろ う 。こ の 素
地 が な け れ ば 、2 年 に 及 ぶ 6 7 2 回 も の ロ ン グ ラ ン と な っ た『 ミ カ ド 』
は 生 ま れ て い な い 。  
 
『 ミ カ ド 』 の 誕 生  
『 ミ カ ド 』 は サ ヴ ォ イ 劇 場 開 場 か ら 4 年 目 の 1 8 8 5 年 3 月 1 4 日 、
エ デ ィ ン バ ラ 公 爵 夫 妻 を 迎 え て 初 日 の 幕 を 開 け た 。  
『 ミ カ ド 』 の 直 前 に 上 演 さ れ て い た の は 『 陪 審 裁 判 』 と 『 魔 法 使
い ( T h e  S o rc e re r )』 ( 1 8 7 5 )の 再 演 で 、 1 8 8 4 年 1 0 月 11 日 か ら 1 8 8 5 年
3 月 1 2 日 ま で 1 5 0 回 行 わ れ た 。前 作『 ア イ ダ 姫 ( P r i n c e s s  I d a )』（ 1 8 8 4）
が 不 振 で 、こ れ に 代 わ る 新 作 が 必 要 と な っ た た め 、そ の 製 作 期 間 を
再 演 で 補 っ て い た の だ 。ド イ リ ー ＝ カ ー ト が ギ ル バ ー ト と サ リ ヴ ァ
ン 両 人 と 交 わ し て い た 契 約 は 、新 作 の 依 頼 が あ っ た 場 合 6 ヶ 月 前 に
通 告 し 、新 作 が 用 意 で き な い 場 合 の 損 失 は 、劇 作 家 と 作 曲 家 が 支 払
う と い う も の だ っ た 。法 律 家 で も あ る ギ ル バ ー ト は こ の 意 味 を 即 座
に 理 解 し て お り 製 作 に と り か か っ た 。  
一 方 で サ リ ヴ ァ ン は こ の 前 年 の 1 8 8 3 年 3 月 に 貴 族 の 称 号 ( S i r )を 与
え ら れ て い て 、前 述 の よ う に 一 流 作 曲 家 と し て の 将 来 を 夢 見 て お り 、
い よ い よ 本 格 的 な グ ラ ン ド ・ オ ペ ラ の 制 作 に 意 欲 を 燃 や し て い た 。
そ の た め サ ヴ ォ イ・オ ペ ラ の 作 曲 が 障 害 と な っ て お り 、さ ら に ギ ル
バ ー ト が 提 示 し た 新 作 の ア イ デ ア も 枯 渇 気 味 で 、『 魔 法 使 い 』に 似
た 現 実 味 の な い 物 だ っ た こ と か ら 強 い 辞 退 の 意 を 示 し て い た 。 8  
黄 金 コ ン ビ は 解 消 寸 前 だ っ た と 言 わ れ て い る が 、 ウ ィ リ ア ム ソ ン
( 1 9 5 5 )は 、 こ う し た こ と は 芸 術 家 同 士 の 「 産 み の 苦 し み 」 で あ り 、
頻 繁 に あ っ た こ と だ と 分 析 し て い る 。 9で は な ぜ こ の 時 期 の 危 機 だ
                                                      
8  相 沢 敬 久「 ジ ャ ポ ニ ズ ム に お け る 日 本 像 ―『 ミ カ ド 』を 読 む ―」、
茨 城 大 学 人 文 学 科 論 集 第 2 9 号 、 1 9 9 6 年 、 6 9 頁 。  
9  A u d r e y  Wi l l i a ms o n ,  G i l b e r t  & S u l l i v a n  O p e r a :  A n  N e w  A s s e s s m e n t ,  




け が 取 り 立 て て 劇 的 に 伝 わ っ て い る の か 。そ れ は そ の 結 末 が 予 期 せ
ぬ 大 成 功 の 序 章 と な っ て い る か ら に ほ か な ら な い 。  
 
「 日 本 刀 落 下 伝 説 」  
 サ リ ヴ ァ ン の 拒 絶 と い う 事 態 を 打 開 出 来 る ア イ デ ア が 浮 か ば ず 、
行 き 詰 っ た ギ ル バ ー ト が 書 斎 を 歩 き 回 っ て い る と 、以 前 購 入 し て 壁
に 掛 け て あ っ た 日 本 刀 が 、 突 然 床 に 落 下 し ギ ル バ ー ト を 脅 か し た 。
こ れ が 彼 に 日 本 を 舞 台 に し た 新 た な 劇 を 欠 か せ る イ ン ス ピ レ ー シ
ョ ン を 与 え た 、と 言 わ れ て い る 。頻 出 す る 逸 話 な の で 、こ れ を 本 稿
で は 「 日 本 刀 落 下 伝 説 」 と 呼 称 す る 。  
 こ の「 伝 説 」は 、サ リ ヴ ァ ン の 副 指 揮 者 を 務 め て い た フ ラ ン ソ ワ・
セ リ ヤ ー （ F r a n ç o i s  C e l l i e r ,  1 8 4 9 - 1 9 1 4） と 、 ド イ リ ー ＝ カ ー ト 劇 団
の 地 方 巡 業 の 舞 台 監 督 を 担 当 し て い た カ ニ ン グ ハ ム・ブ リ ッ ジ マ ン
（ C u n n i n g h a m B r i d g e ma n）の 回 想 録 『 ギ ル バ ー ト と サ リ ヴ ァ ン  そ
の オ ペ ラ ( G i l b e r t  a n d  S u l l i v a n  a n d  T h e i r  O p e r a s )』 （ 1 9 1 4） の 中 で 、
セ リ ヤ ー 亡 き 後 ブ リ ッ ジ マ ン が 補 筆 し た 箇 所 に 登 場 す る 。  
 
A t r i f l i n g  a c c i d e n t  i n s p i r e d  h i m w i t h  a n  i d e a .  O n e  d a y  a n  o l d  J a p a n e s e  
s w o r d  w h i c h ,  f o r  y ea r s ,  h a d  b e e n  ha n g i n g  o n  t h e  w a l l  o f  h i s  s t u d y,  f e l l  
f r o m  i t s  p l a c e .  T h i s  i n c i d e n t  d i r e c t e d  h i s  a t t e n t i o n  t o  J a pa n .  J u s t  a t  t h a t  
t i m e  a  c o m p a n y  o f  J a p a n e s e  ha d  a r r i v e d  i n  E n g l a n d  a n d  s e t  u p  a  l i t t l e  
v i l l a g e  o f  t h e i r  o w n  i n  K n i g h t s b r i d g e .  ( … ) B y  t h e i r  s t r a n g e  a r t s  a n d  
d e v i c e s  a n d  ma n n e r  o f  l i f e ,  t h e s e  c h o s e n  r e p r e s e n t a t i v e s  o f  a  r e mo t e  
r a c e  s o o n  a t t r a c t e d  a l l  L o n d o n .  S o c i e t y  h a s t e n e d  t o  b e  J a pa n n e d ,  j u s t  a s  
a  f e w  y e a r s  a g o  S o c i e t y  h a d  b e e n  a e s t h e t i c i z e d .   
（ 些 細 な 出 来 事 が 彼 に ア イ デ ア を 与 え た 。あ る 日 、彼 の 書 斎 の 壁 に
も う 何 年 も か か っ て い た 古 い 日 本 刀 が 、落 ち て き た の だ 。こ の 出 来
事 が 、ギ ル バ ー ト の 関 心 を 日 本 に 向 け さ せ る こ と に な っ た 。ち ょ う
ど 日 本 人 の 一 団 が イ ギ リ ス に 到 着 し 、ナ イ ツ ブ リ ッ ジ に 小 さ な 集 落




様 式 に よ っ て 、は る か 遠 い 民 族 に も か か わ ら ず あ っ と い う 間 に ロ ン
ド ン じ ゅ う を 魅 了 し た 。社 会 は み る み る「 日 本 化 」し た 。そ れ は 数
年 前 に 耽 美 主 義 が 席 巻 し た の と 同 じ よ う に 。 ）  
 
 こ の「 証 言 」が『 ミ カ ド 』誕 生 の 経 緯 と し て 広 く 流 布 し て い る が 、
現 代 の 研 究 者 た ち は 多 く 疑 問 を 呈 し て い る 。『 ミ カ ド 』の 制 作 過 程
に お い て 興 味 深 い 部 分 は こ の 後 の 部 分 で あ る 。  
 
F o r  t h e  ma t e r i a l  o f  h i s  p l a y  G i l b e r t  h a d  n o t  t o  j o u r n e y  t o  Yo k o h a ma  or  
To k y o .  H e  f o u n d  a l l  h e  wa n t e d  i n  K n i g h t s b r i d g e ,  w i t h i n  a  mi l e  o f  h i s  
o w n  h o m e  i n  S o u t h  K e n s i n g t o n .  B u t  o u r  a u t h o r  ha d  t o  f a c e  ma n y  
d i f f i c u l t i e s  i n  t h e  d e v e l o p m e n t  o f  h i s  n o v e l  n o t i o n  o f  p r e p a r i n g  a  
J a pa n e s e  p l a y  f o r  t h e  E n g l i s h  s t a g e .   
（ 素 材 探 し の た め に 、ギ ル バ ー ト は わ ざ わ ざ 横 浜 や 東 京 ま で 旅 を す
る 必 要 は な か っ た 。欲 し い も の は 何 で も ナ イ ツ ブ リ ッ ジ に あ り 、そ
こ ま で は サ ウ ス ケ ン ジ ン ト ン に あ る 自 宅 か ら た っ た 1 マ イ ル ほ ど だ
っ た 。し か し 彼 は 日 本 の 演 劇 を イ ギ リ ス の 舞 台 に 上 げ る と い う 新 し
い 趣 向 を 作 り 上 げ る た め に 多 く の 困 難 に 直 面 す る こ と に な っ た 。 ） 
 
ギ ル バ ー ト が『 ミ カ ド 』の 構 想 を 開 始 し た の は 、最 も 遅 く 見 積 も
っ て も 1 8 8 4 年 の 5 月 以 降 で あ る 。 上 に も 述 べ た よ う に 、 前 作 『 ア
イ ダ 姫 』は 1 8 8 4 年 1 月 5 日 に 開 幕 し た が 、1 0い ま い ち 評 価 は 思 わ し
く な か っ た 。ギ ル バ ー ト が 事 前 の 知 識 で 執 筆 を 始 め た も の の 、触 れ
込 み 通 り「 本 物 」が や っ て 来 た の で 見 に 行 っ て み る と 、自 分 の 想 定
と の 違 い に 愕 然 と し た 様 子 が 伝 わ っ て く る 。  
「 欲 し い も の は 何 で も ナ イ ツ ブ リ ッ ジ に あ 」 る と は 、 1 8 8 5 年 1
月 2 0 日 に ナ イ ツ ブ リ ッ ジ に 開 場 し た 日 本 人 村 の こ と を 指 し て い る 。 
                                                      
1 0  『 G i l b e r t  a n d  S u l l i v a n  A c h i e v e  “ P r i n c e s s  I d a ”』、参 照 年 月 日：2 0 1 6
年 8 月 2 6 日





ギ ル バ ー ト が 折 か ら の ジ ャ ポ ニ ズ ム 人 気 と 、書 物 や 新 聞 記 事 な ど
か ら 得 た 知 識 が 先 行 し 、日 本 人 村 を 見 知 っ た の は あ る 程 度 シ ナ リ オ
を 書 き 上 げ た 時 点 で あ っ た 。後 述 す る が 、テ キ ス ト の 中 に は 、中 世
の イ ギ リ ス が モ デ ル と さ れ て お り 、本 物 の 日 本 の 挿 話 は ほ と ん ど 用
い ら れ て い な い 。 テ キ ス ト を 読 め ば 一 目 瞭 然 だ が 、 「 日 本 ら し さ 」
は 稽 古 期 間 中 に 挿 入 さ れ る 程 度 で 十 分 対 応 出 来 る と 想 像 さ れ る も
の な の で あ る 。  
さ ら に 常 識 的 に 考 え れ ば 、テ キ ス ト を 書 き 始 め た の が 日 本 人 村 開
場 前 後 で は 、『 ア イ ダ 姫 』不 振 か ら 旧 作 の 再 演 を 行 っ て ま で 引 き 延
ば し て い た 新 作 へ の 着 手 が 遅 す ぎ る 計 算 に な る 。『 ミ カ ド 』成 功 の
逸 話 と し て あ ま り に 有 名 な 「 伝 説 」 は 、 信 憑 性 が 極 め て 薄 い 。  
宮 澤 ( 1 9 9 4 )は 、 当 時 ケ ン ジ ン ト ン に 建 て た ば か り の ギ ル バ ー ト の
新 居 の 写 真 を 検 証 し 、居 間 に は 大 き な 家 具 が あ り 刀 が 床 に 直 撃 す る
は ず は な く 、書 斎 に は 天 井 ま で 届 く 書 架 が 壁 一 面 に 配 置 さ れ て い る
た め 刀 を 飾 る 場 所 が な い こ と な ど を 理 由 に こ の 挿 話 が「 伝 説 」で あ
る と 決 定 づ け て い る 。 1 1  
 
「 日 本 人 」 を 造 形 す る  
 日 本 人 を 連 想 さ せ る も の と し て ギ ル バ ー ト が ま ず 行 っ た の は 、幕
開 き に 登 場 す る 主 人 公 、ナ ン キ・プ ー と 名 乗 る 皇 太 子 が 身 を や つ し
て い る 姿 に「 日 本 の 芸 人 」の 姿 を 選 ん だ こ と 、所 作 指 導 を 日 本 人 村
の 女 性 に 依 頼 し た こ と で あ る 。芸 人 の 姿 と 芸 者 の 女 性 の 所 作 と い う
の が 典 型 的 な 日 本 人 像 で あ り 重 要 な 要 素 だ っ た し 、そ う し た こ と が
抑 え ら れ て い れ ば 、外 交 上 問 題 に な る よ う な 固 有 名 詞 の 使 用 な ど な
く て も 舞 台 上 に 日 本 を 現 出 す る こ と が 可 能 だ っ た の で あ る 。「 大 君 」
の 使 用 を 避 け 、 『 ミ カ ド 』 を 用 い た の も そ の 一 環 と 考 え ら れ よ う 。
日 本 の イ メ ー ジ と し て 一 般 的 に 「 ハ ラ キ リ 、 フ ジ ヤ マ 、 ゲ イ シ ャ 」
な ど と 並 べ る こ と が あ る が 、川 上 音 二 郎 の 海 外 公 演 に よ っ て「 ハ ラ
                                                      
1 1  宮 澤 眞 一『 秩 父 び っ く り 英 国 物 語 』、 G & S 企 画 、 1 9 9 4 年 、 6 1 —6 2




キ リ 」が ヨ ー ロ ッ パ 全 土 に 浸 透 す る 以 前 は 、「 カ ル ワ ザ 、フ ジ ヤ マ 、
ゲ イ シ ャ 」 だ っ た と い っ て も 過 言 で は な い 。  
 マ イ ク ・ リ ー は 映 画 To p s y - Tu r v y の 中 で 、 日 本 人 に よ る 演 技 指 導
の 場 面 を 印 象 的 に 描 い て い る 。日 本 の 女 性 の し な の 作 り 方 や 、着 物
の 裾 の さ ば き 方 、扇 子 の 開 閉 や「 袖 の 中 で 笑 う 」口 元 を 隠 す 笑 い 方
な ど が 稽 古 さ れ 、大 げ さ な 芝 居 を 抑 制 し よ う と し て い る 場 面 で あ る 。
実 際 の 稽 古 に 立 ち 会 っ た 舞 台 監 督 ブ リ ッ ジ マ ン は こ の 努 力 を a  
J a pa n e s e  p l a y  f o r  t h e  E n g l i s h  s t a g e と 呼 び 、 回 想 し て い る 。  
 
T h e  G e i s h a ,  o r  Te a - g i r l ,  wa s  a  c h a r mi n g  a n d  v e r y  a b l e  i n s t r u c t r e s s ,  
a l t h o u g h  s h e  k n e w  o n l y  t w o  w o r d s  o f  E n g l i s h ― " S i x p e n c e ,  p l e a s e , "  t ha t  
b e i n g  t h e  p r i c e  o f  a  c u p  o f  t e a  a s  s e r v e d  b y  h e r  a t  K n i g h t s b r i d g e .  ( … )  
h o w  t o  w a l k  o r  r u n  o r  da n c e  i n  t i n y  s t e p s  w i t h  t o e s  t u r n e d  i n ,  a s  
g r a c e f u l l y  a s  p o s s i b l e ;  h o w  t o  s p r ea d  a n d  s na p  t h e  f a n  e i t h e r  i n  wr a t h ,  
d e l i g h t ,  o r  h o ma g e ,  a n d  h o w  t o  g i g g l e  b e h i n d  i t .  T h e  G e i s h a  a l s o  t a u g h t  
t h e m t h e  a r t  o f  " ma k e - u p , "  t o u c h i n g  t h e  f e a t u r e s ,  t h e  e y e s ,  a n d  t h e  h a i r .  
T h u s  t o  t h e  mi n u t e s t  d e t a i l  t h e  S a v o y a r d s  w e r e  ma d e  t o  l o o k  l i k e  “ t h e  
r ea l  t h i n g ” .  1 2  
（ ゲ イ シ ャ 、あ る い は テ ィ ー ガ ー ル は チ ャ ー ミ ン グ で あ り 、か つ 有
能 な 女 性 指 導 者 だ っ た 。し か し 彼 女 の 知 っ て い る 英 語 は た っ た 二 つ
―  “ S i x p e n c e ,  p l ea s e ,（ 6 ペ ン ス お 願 い し ま す ） ”だ け だ っ た 。そ れ は
ナ イ ツ ブ リ ッ ジ で の お 茶 1 杯 の 料 金 だ っ た の だ 。(略 )  出 来 る だ け お
し と や か に 歩 い た り 走 っ た り 、踊 っ た り を 小 さ な 歩 幅 で 爪 先 立 ち す
る や り 方 。 ま た 扇 の 開 き 方 、 閉 じ 方 で 怒 っ た り 嬉 し そ う に し た り 、
尊 敬 の 念 を 示 し た り 、あ る い は ク ス ク ス と 扇 の 陰 で 笑 っ た り す る 方
法 も 学 ん だ 。ゲ イ シ ャ は 化 粧 の 仕 方 も 教 え て く れ た 。顔 や 目 、髪 の
触 り 方 だ 。こ の よ う に サ ヴ ォ イ の 仲 間 は 、極 め て 細 部 に ま で 「 本 物
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ら し く 見 え る 」 こ と に こ だ わ っ た の だ 。 ） （ 下 線 部 筆 者 ）  
 
 実 は 同 じ こ と を 初 演 の 直 後 に イ ン タ ビ ュ ー に 応 え た 作 者 ギ ル
バ ー ト は 以 下 の よ う に 述 べ て い る 。  
 
A s  s o o n  a s  t h e  s t a g e  r e h ea r s a l s  b e g a n  i t  o c c u r r e d  t o  m e  t h a t  t h e  n a t i v e  
l a d i e s  o f  t h e  J a p a n e s e  v i l l a g e  mi g h t  p o s s i b l y  b e  p r e v a i l e d  u p o n  t o  t e a c h  
u s  s o m e  o f  t h e i r  da n c e s ,  a n d  M r .  Ta n n a k e r ,  t h e  ma na g e r  o f  t h a t  
e x h i b i t i o n ,  m o s t  k i n d l y  p r o mi s e d  t o  a s s i s t  me  i n  e v e r y  p r a c t i ca b l e  
ma n n e r .   A v e r y  c h a r mi n g  y o u n g  J a pa n e s e  l a d y  c a me  d a y  a f t e r  da y  t o  
r e h e a r s a l ,  a n d  w e n t  t h r o u g h  h e r  d a n c e s ,  p i e c e  b y  p i e c e ,  u n t i l  h e r  v e r y  
a p t  p u p i l s ,  M i s s  B r a h a m,  M i s s  J e s s i e  B o n d  a n d  M i s s  S y b i l  G r e y,  w e r e  
p r o n o u n c e d  r ea s o n a b l y  p r o f i c i e n t .  ( … )  O u r  v e r b a l  i n t e r c o u r s e  w i t h  t h i s  
f a s c i n a t i n g  l i t t l e  l a d y  w a s  l i mi t e d ,  a l l  t h e  J a pa n e s e  w e  c o u l d  c o m ma n d  
b e i n g ,  “ Sa y o  n a r a ”  ( “ g o o d  b y ” ) ,  w h e r ea s  t h e  J a p a n e s e  y o u n g  l a d y  ( w h o  
s e r v e s  c u p s  o f  t e a  i n  t h e  v i l l a g e  t e a - h o u s e )  k n e w  b u t  o n e  E n g l i s h  
s e n t e n c e ,  “ s i x p e n c e  e a c h . ” 1 3  
（ 稽 古 が 始 ま っ た こ ろ 、「 本 物 の 日 本 人 女 性 が 日 本 人 村 か ら や っ て
き て 、踊 り を 教 え て く れ な い か な あ 」、と 考 え て い た ら 、タ ン ナ ケ
ル さ ん と い う 、そ の 博 覧 会 の 主 催 者 が 非 常 に 親 切 に し て く れ て 、あ
ら ゆ る 実 用 的 な マ ナ ー を 教 え て く れ た ん で す よ 。と て も チ ャ ー ミ ン
グ な 若 い 日 本 人 女 性 が 毎 日 や っ て き て 、踊 り の 稽 古 を 一 つ 一 つ つ け
て く れ た 。こ れ ま た 熱 心 な 生 徒 た ち 、ブ ラ ハ ム 嬢 、ジ ェ シ ー ・ボ ン
ド 嬢 、 シ ビ ル ・ グ レ イ 嬢 1 4は 口 々 に 有 意 義 だ っ た と 言 っ て い た よ 。
（ 略 ）た だ 我 々 は 言 葉 で こ の 小 さ く て 素 晴 ら し い 女 性 と 交 流 す る こ
                                                      
1 3  デ ー タ ベ ー ス サ イ ト 『 G i l b e r t  &  S u l l i va n  A c h i e v e』 に 記 事 が 掲 載
さ れ て い る 。 N e w  Yo r k  D a i l y  Tr i b u n e ,  A u g u s t  9 ,  1 8 8 5 .  参 照 年 月 日 ：
2 0 1 5 年 1 0 月 2 7 日  
h t t p s : / / ma t h . b o i s e s t a t e . e d u / g a s / g i l b e r t / i n t e r v i e w s / s t a g e _ p l a y. h t ml  
1 4  こ の 三 人 は 初 演 で 三 人 娘 を 演 じ た 。「 学 校 帰 り の 三 人 娘 」の 稽 古




と は か な り 限 ら れ て い た 。 な ぜ な ら 我 々 が 話 せ た 日 本 語 は ‘ S a y o  
n a r a  (さ よ な ら ) ’だ け だ っ た し 、同 じ よ う に 彼 女（ 村 の 茶 屋 で お 茶 を
出 し て い た か ら ） が 知 っ て い た 英 語 は 「 s i x p e n c e  e a c h .（ 6 ペ ン ス で
す ） 」 だ け だ っ た ん だ か ら 。 ）  
 
 上 の 2 つ の 証 言 か ら 、『 ミ カ ド 』の 作 り 手 た ち が 日 本 人 の 女 性 た
ち が 施 し た 化 粧 や 所 作 を「 本 物 ら し い 日 本 の 舞 台 」と 認 識 し て い る 。
と こ ろ が 歌 舞 伎 に は 男 性 の 役 者 し か お ら ず 、女 形 の 化 粧 や 衣 裳 と も
異 な る 。演 技 指 導 に つ い て も 、こ れ は ほ と ん ど リ ア リ ズ ム 演 劇 の 発
想 で あ り 、 歌 舞 伎 の 型 を 指 導 し た 訳 で は な い 。  
 ギ ル バ ー ト は 日 本 人 村 の 主 催 者 で あ る タ ン ナ ケ ル・ブ ヒ ク ロ サ ン
を 名 前 入 り で 紹 介 し て い る 。最 初 女 性 は 複 数 で 訪 れ 、そ の 後 の 一 人
の 女 性 が 現 れ 、熱 心 に 稽 古 に 付 き 合 っ て く れ た と 述 べ て い る 。映 画
に も 女 性 は 3 人 で 登 場 し て い る が 、稽 古 初 日 の 様 子 と 考 え れ ば 、リ
ー の 創 作 と は 言 い 切 れ な い 。 た だ 女 性 が 話 せ た 英 語 は  “ s i x p e n c e  
ea c h . ”で あ り 、 ブ リ ッ ジ マ ン の 記 述 と も 映 画 の セ リ フ と も 異 な る 。
リ ー は 前 者 を 選 ん だ か 、あ る い は 後 者 の 記 事 を 読 ま な か っ た か だ が 、
2 0 年 近 く 経 っ た 間 接 的 な 回 想 よ り も 、直 接 的 に 記 憶 し て い る 本 人 の
記 述 が よ り 事 実 に 近 い だ ろ う 。ま た 当 時 ギ ル バ ー ト ら の 知 っ て い た
日 本 語 が「 サ ヨ ナ ラ 」だ っ た の は 、パ リ の オ デ オ ン 座 で 上 演 さ れ た
最 初 の ジ ャ ポ ニ ズ ム 演 劇 と 呼 べ る 『 麗 し の サ イ ナ ラ 』 ( 1 8 7 4 )を 知 っ
て い た か ら で あ ろ う か 。  
稽 古 に や っ て き た 日 本 人 男 性 に つ い て も 比 較 し て み よ う 。映 画 で
は ギ ル バ ー ト ら に 話 し か け ら れ て 困 惑 し た 日 本 人 女 性 が 助 け を 求
め て「 タ ツ ノ ス ケ さ ん 」と 話 し か け て い る よ う だ が 、シ ナ リ オ の ト
書 き に は  
“ M I S S  S I X PE N C E - P L E A S E  i s  s t u c k .  S h e  w h i s p e r s  t o  t h e  J A PAN E SE  
G E N T L E M A N . ”。 1 5  
                                                      
1 5  M i k e  L e i g h ,  TO P S Y - T U RV Y,  L o n d o n ,  F a b e r  a n d  F a b e r ,  L i mi t e d ,  1 9 9 9 ,  





と し か 書 か れ て い な い 。し か し 彼 は 質 問 の 意 図 は 分 か っ て も 、Ye s
か N o し か 話 せ ず 、 と て も 会 話 が で き る ほ ど の 語 学 力 を 有 し て い る
よ う に は 描 か れ て い い な い 。  
と こ ろ が ブ リ ッ ジ マ ン も ギ ル バ ー ト も 、共 通 し て い る の は 映 画 と
は 異 な る 英 語 が 堪 能 な 責 任 者 の 姿 で あ る 。寄 せ 集 め の 職 人 や 芸 人 た
ち で 英 語 に 堪 能 な 人 物 が い た と は 考 え に く い 。一 流 の 劇 場 に も 物 怖
じ せ ず に 出 掛 け て 行 き 、稽 古 に 立 ち 会 え る の は 日 本 人 村 の 主 催 者 タ
ン ナ ケ ル ・ ブ ヒ ク ロ サ ン 本 人 で あ る と 見 る の が 妥 当 か も し れ な い 。 
『 ミ カ ド 』の 成 功 に は 2 つ の 要 因 と し て こ の 日 本 人 村 が 関 与 し て
い る 。 ま ず 、 実 際 の 「 日 本 人 」 の 姿 を 見 せ 、 表 象 可 能 な 「 日 本 人 」
像 を 生 み 出 す の 具 体 的 な 情 報 を 提 供 し た こ と と 、ジ ャ ポ ニ ズ ム の 盛
り 上 が り を 助 け 、長 期 公 演 を 可 能 に す る 興 行 的 な 下 支 え と な っ た こ
と で あ る 。  
次 節 で は 、日 本 人 村 に つ い て 考 察 し 、イ メ ー ジ の 共 有 と 昇 華 が 実
際 の 芝 居 作 り の 中 で ど の よ う に 行 わ れ た か を 、ギ ル バ ー ト の 構 想 に





第 2 節  タ ン ナ ケ ル ・ ブ ヒ ク ロ サ ン と 日 本 人 村  
日 本 人 村 概 要  
1 8 8 5 年 1 月 に ロ ン ド ン 、 ナ イ ツ ブ リ ッ ジ に 開 場 し た 日 本 人 村
( J a pa n  Vi l l a g e )は 、1 8 8 5 年 1 月 2 0 日 の 開 場 か ら 火 災 で 休 止 と な る
5 月 2 日 ま で の 約 3 ヶ 月 あ ま り で 、来 場 者 は 2 5 万 人 を 突 破 し 、最
終 的 に は 1 0 0 万 人 に 達 し た と 言 わ れ て い る 。 開 場 時 間 は 午 前 11
時 か ら 午 後 の 1 0 時 ま で で 、 入 場 料 は 大 人 1 シ リ ン グ 、 子 供 は 半
額 の 6 ペ ン ス だ っ た 。1会 場 と な っ た の は ナ イ ツ ブ リ ッ ジ の 大 型 施
設 ハ ン フ リ ー ・ ホ ー ル （ H u m p h r e y ’ s  h a l l） で 、 巨 大 な 富 士 山 の 絵
を 背 景 に 、 「 戸 塚 藤 沢 辺
あたり
の 田 舎 屋 を 模 し た 」 2町 の 目 抜 き 通 り が
作 ら れ て い た 。 そ の 中 に 生 活 す る 2 6 人 の 女 ・ 子 供 を 含 む 約 1 0 0
人 の 日 本 人 の 生 活 を 、移 動 し な が ら 観 察 で き る 博 覧 会 式 の 趣 向 に
な っ て い た 。  
日 本 人 村 に 参 加 者 し て い る 日 本 人 の 中 は 主 に 工 芸 品 の 職 人 が
多 か っ た 。 漆 器 制 作 、 陶 芸 、 七 宝 焼 き の 釜 、 象 牙 や 木 工 の 彫 刻 、
螺 鈿 、粘 土 細 工 、提 灯 や 扇 子 作 り 、傘 貼 り 、と い っ た 美 術 工 芸 品
の 職 人 達 に よ る 実 演 が 行 わ れ 、店 頭 に 並 べ ら れ た 製 品 は 販 売 も さ
れ て い た 。  
話 題 を 呼 ん だ の は 茶 屋 で 、 5 時 の お 茶 を 中 心 に 、 観 覧 者 の 人 気
ス ポ ッ ト と な っ た 。茶 道 の 礼 儀 と し て 靴 を 脱 ぎ 、小 さ な 部 屋 に 上
が っ て 正 座 し な け れ ば な ら な い な ど と 、タ イ ム ズ の 記 事 が 克 明 に
記 し て い る 。二 階 建 て の 茶 屋 で は 、着 物 を 着 た 1 6、 7 歳 の 娘 が 給
仕 を し て い た 。「 茶 店 で は 、お 茶 を 入 れ た 急 須 と 茶 わ ん 、そ れ に
ビ ス ケ ッ ト 5 枚 を お 盆 に 乗 せ 、 盛 装 し た 女 性 が 運 び 」 「 値 段 は 6
                                             
1  デ ー タ ベ ー ス サ イ ト『 Vi c t o r i a n  L o n d o n』に 記 事 が 掲 載 さ れ て い
る 。 T h e  Ti m e s ,  7 ,  F e b r u a r y,  1 8 8 7 .参 照 年 月 日 ： 2 0 1 5 年 1 0 月 2 7 日  
h t t p : / / w w w. v i c t o r i a n l o n d o n . o r g / e n t e r t a i n m e n t / j a p a n e s e v i l l a g e . h t m.  
2  『 日 英 博 覧 会  関 連 新 聞 記 事 抜 粋 』 に 記 事 が 掲 載 さ れ て い る 。
東 京 朝 日 新 聞 「 初 め て の 日 本 人 村 」 明 治 4 2 年 3 月 5 日 。 参 照 年
月 日 ： 2 0 1 5 年 1 0 月 2 7 日  




ペ ン ス （ 約 1 2 銭 ） 」 3だ っ た 。  
そ し て 隣 接 す る 新 し い ホ ー ル に は 劇 場 が 設 け ら れ 、剣 道 や 相 撲 、
芸 人 の 見 世 物 や 歌 舞 音 曲 が 披 露 さ れ た 。 4  
 
矢 野 龍 渓 と 『 龍 動 通 信 』  
 郵 便 報 知 新 聞 の 社 長 で あ っ た 矢 野 龍 渓 ( 1 8 5 1 - 1 9 3 1 )は 、開 場 し て
間 も な い 1 月 2 6 日 に 日 本 人 村 を 訪 れ た り 、 日 本 人 村 人 気 に あ や
か っ て 製 作 さ れ た ジ ャ ポ ニ ズ ム の 舞 台 作 品 を 見 に 行 っ た り し た
感 想 を 、 『 龍 動 通 信 』 と い う コ ラ ム に 掲 載 し た 。  
 
「 日 本 人 村 の 興 行 あ る や 忽 ま ち ゲ イ エ チ ー と 云 へ る 芝 居 に て「 日
本 村 」と 云 へ る 踊 り を 序 幕 に 仕 組 み た り 。 小 生 は 早 速 行 て 見 し に
實 に 可 笑 し く し て 絶 倒 せ り 。  
 此 の 緩 な る 調 子（ 且 つ 拙 な る 日 本 村 の 踊 り ）は 当 地 の 人 々 に よ
ほ ど 可 笑 し さ を 与 え し と 見 へ て 右 の ゲ イ エ チ ー 芝 居 に て 奇 体 に
装 ふ た る 二 人 の 婦 人 が 出 て 日 本 舞 を 為 す に 意 味 も 何 も 無 く 唯 ソ
ロ リ ソ ロ リ と 右 に 傾 き 左 に 傾 き 手 足 を 動 か し て 廻 る な り 。小 生 は
之 を 見 し 時 は 可 笑 し さ を 耐 へ ず し て 失 笑 し た り き 。 」 5  
 
日 本 人 村 の 開 場 年 で あ る 1 8 8 5 年 に は 、 明 ら か に 周 囲 の 年 よ り
多 く の 作 品 が 舞 台 に か け ら れ て い る 。矢 野 の 挙 げ て い る ゲ イ エ テ
ィ 劇 場 ( T h e  G a i e t y  T h e a t r e ) で の 「 日 本 人 村 」 を 模 し た 踊 り と い う
の は 現 在 の と こ ろ 特 定 は 出 来 な い が 、日 本 人 の 動 作 を 滑 稽 に 模 し
た 演 技 や 踊 り が 頻 繁 に 上 演 さ れ る こ と に 在 外 邦 人 の イ ン テ リ た
ち は 眉 を ひ そ め て い た 。で は 、当 の 日 本 人 村 で は い か な る 種 類 の
                                             
3  倉 田 喜 弘『 1 8 8 5 年 ロ ン ド ン 日 本 人 村 』朝 日 新 聞 社 、1 9 8 3 年 、7 2
頁 。  
4  デ ー タ ベ ー ス サ イ ト『 Vi c t o r i a n  L o n d o n』に 記 事 が 掲 載 さ れ て い
る 。  Th e  Ti m e s ,  1 0 ,  J a n ,  1 8 8 5 .  参 照 年 月 日 ： 2 0 1 5 年 1 0 月 2 7 日  
h t t p : / / w w w. v i c t o r i a n l o n d o n . o r g / e n t e r t a i n m e n t / j a p a n e s e v i l l a g e
. h t m.  




パ フ ォ ー マ ン ス が 行 わ れ て い た の だ ろ う か 。  
 
日 本 人 村 の 「 演 劇 」  
矢 野 の コ ラ ム と 倉 田 喜 弘『 1 8 8 5 年 ロ ン ド ン 日 本 人 村 』（ 朝 日 新
聞 社 、1 9 8 3 年 ）に 描 か れ た 劇 場 の 様 子 を 照 ら し 合 わ せ 、演 目 を 番
組 表 の よ う に 記 す と 以 下 の よ う に な る 。  
 
毎 日 1 5 時 ／ 2 0 時 開 演  上 演 時 間 約 4 5 分  入 場 料：大 人 1 シ リ ン
グ 、 1 2 歳 以 下 半 額 。 6  
一  曲 芸  姓 名 不 詳 男 性（ 千 葉 県 出 身 。十 数 年 在 英 。英 国 女 性 と
結 婚 ）  
鉄 線 渡 り  軽 業  足 芸  綱 渡 り  
 
二  相 撲  
千 鳥 川 （ 本 名 ・ 宮 本 浪 之 助 ） 、 熊 ケ 谷 （ 本 名 ・ 辻 与 一 ） の 取
組  
 
三  撃 剣   
 
四  手 踊 り『 権 兵 衛 が 種 ま き ゃ 』『 か っ ぽ れ 』『 鰹 』『 浦 島 』『 春
雨 』 な ど  
  二 十 歳 ほ ど の 女 性 2 名  
  オ ツ ル 、 オ セ イ 、 オ タ ケ 、 お 兼 、 娘 （ 横 浜 出 身 ） 、 中 村 直 助
（ 料 理 人 ） 娘 ほ か 1 0 人  
  演 奏  三 味 線 ・ 笛 ・ 鼓 （ 特 に 芸 を 持 た な い 妻 女 ）  
 
五  芝 居 『 鎌 倉 三 代 記 』 『 忠 臣 蔵 』『 千 本 桜 』『 一 ノ 谷 』 『 安 達
ヶ 原 』 な ど を 切 り 狂 言 と し て 上 演  
                                             




  市 川 寿 升 （ 東 京 ） 、 中 村 幸 蔵 （ 東 京 ） 、 ミ ヨ シ 某 （ 長 崎 ） 、
姓 名 不 詳 4 名 （ 横 浜 ）  
 
 は じ め に 日 本 人 の 代 名 詞 と な っ て い た 軽 業 の 数 々 が 演 じ ら れ
た 。主 催 者 ブ ヒ ク ロ サ ン は 最 初 に オ セ ア ニ ア 地 域 に 出 か け た 日 本
の 軽 業 一 座 を 率 い た 興 行 師 で も あ る 。  
 力 士 に よ る 相 撲 の 取 組 が 行 わ れ 、三 番 目 に「 撃 剣 」と 呼 ば れ る
剣 道 の 一 種 が 行 わ れ た 。矢 野 は「 剣 客 は 決 し て ま ん ざ ら の 素 人 に
は あ ら ず 」と 、日 本 人 村 の 劇 場 の 出 し 物 の 中 で 唯 一 感 心 し た 。 7剣
士 は も と 士 族 で あ っ た た め と 思 わ れ る 。  
 そ し て 四 番 目 に 女 性 が 様 々 の 手 踊 り を 披 露 し 、『 か っ ぽ れ 』や
チ ョ ン キ ナ 踊 り で 1 0 人 ほ ど の 女 性 が 一 度 に 踊 っ た 。 踊 り の 演 目
は 整 理 す る と 、当 時 の は や り 歌 や 芝 居 の 一 節 で あ る こ と が 分 か る 。 
『 権 兵 衛 が 種 蒔 き ゃ 』は 、『 種 ま き 権 兵 衛 』と い う 中 部 地 方 に
伝 わ る 民 謡 の こ と で あ る 。 歌 詞 は 様 々 だ が 、 「 権 兵 衛 が 種 ま く /
烏 が ほ じ く る /三 度 に 一 度 は /追 わ ず ば な る ま い /ズ ン ベ ラ 、ズ ン ベ
ラ  ヨ ー 」8と い っ た も の で 、歌 詞 や リ ズ ム の 違 う も の が 多 数 あ る 。  
『 か っ ぽ れ 』は 、 1 8 7 7（ 明 治 1 0）年 頃 か ら 寄 席 の ほ か 、芸 者 や
幇 間（ 太 鼓 持 ち ）の 芸 と し て 定 着 し て い た 。な お 新 富 座「 初 霞 空
住 吉 」 の 外 題 で 所 作 事 に な る の は 日 本 人 村 開 場 の 翌 年 1 8 8 6 年 で
あ る 。「 カ ッ ポ レ カ ッ ポ レ 甘 茶 で カ ッ ポ レ 」と い う 囃 子 詞 の あ る
俗 謡 に 合 わ せ て 踊 る 。 現 在 で は 歌 舞 伎 の 所 作 事 に も な っ て い る 。
9  
『 浦 島 』 は 1 8 2 8（ 文 政 11） 年 江 戸 の 中 村 座 で 二 世 中 村 芝 翫 が
初 演 し て い る 。浦 島 太 郎 が 乙 姫 と の 思 い 出 を 胸 に 抱 き つ つ 踊 り 狂
い 、後 に 玉 手 箱 を 開 け て 白 髪 老 人 に な っ て 舞 う 狂 乱 物 風 の 二 枚 扇
                                             
7  矢 野 、 前 掲 書 、 3 2 5 頁 。  
8  藤 原 義 江 の 録 音 （ ビ ク タ ー レ コ ー ド 、 1 9 2 8 年 /復 刻 2 0 0 9 年 ） が
残 さ れ て い る 。  




の 振 り で あ る 。 1 0坪 内 逍 遥 が 同 様 の 題 材 で 長 唄 の 「 新 曲 浦 島 」 を
作 詞 す る の は 1 9 0 6 年 の こ と で あ る 。  
『 春 雨 』は 1 8 4 8〜 1 8 5 4（ 嘉 永 年 間 ）江 戸 で 流 行 し た 小 唄 あ る い
は 端 唄 で あ る 。「 鶯 宿 梅 」 と も い う 。 柴 田 花 守 の 作 詞 で 、 長 崎 丸
山 の 遊 女 が 作 曲 し た と 言 わ れ る が 諸 説 あ る 。 1 1  
 
ジ ョ ー ン ズ の 『 ゲ イ シ ャ 』 と チ ョ ン キ ナ 踊 り  
特 に チ ョ ン キ ナ 踊 り は 当 時 の 花 柳 界 の 遊 び 歌 で 、の ち に ジ ョ ー
ン ズ の 『 ゲ イ シ ャ 』 の 中 に 登 場 す る 。 矢 野 は コ ラ ム の 中 で 、  
 
「 又 こ の 他 に 日 本 村 の 女 が 舞 の 始 め 終 り に 跪 て じ ぎ を 為 す は
余 程 英 人 の 目 に 可 笑 し き と 見 へ 此 の 芝 居 （ ※ T h e  G a i e t y  T h e a t r e
の 出 し 物 ）の 舞 女 が 時 な ら ぬ と き に 頻 り に お じ ぎ を 為 せ り 。」  1 2  
 
と 述 べ 、ゲ イ エ テ ィ 劇 場 で の「 日 本 人 村 」を 模 し た 踊 り の 中 に 、
日 本 人 が 頻 繁 に ペ コ ペ コ と お 辞 儀 を す る 様 子 が 滑 稽 に 表 象 さ れ
て い る こ と に 苛 立 ち を 吐 露 し て い る 。『 ゲ イ シ ャ 』は そ の 特 徴 を
体 現 し た オ ジ ギ ソ ウ の 英 語 名 を 付 け た 芸 者 「 お ミ モ ザ さ ん ( O  
M i m o s a - Sa n )」 が 主 人 公 で 、 1 8 9 6 年 の 初 演 以 来 7 6 0 回 、 3 年 に 渡
っ て ロ ン グ ラ ン を 続 け た 。  
 最 後 に 芝 居 で あ る 。 倉 田 に よ る と 『 鎌 倉 三 代 記 』 『 忠 臣 蔵 』 、
さ ら に 『 千 本 桜 』 『 一 ノ 谷 』『 安 達 ヶ 原 』 な ど も 切 り 狂 言 と し て
上 演 さ れ た と 紹 介 し て い る 。こ れ ら の 演 目 を 整 理 し て み る と 、芝
居 は 全 て 1 8 世 紀 中 頃 に 作 ら れ た 浄 瑠 璃 狂 言 で 、 日 本 人 村 の 役 者
た ち に と っ て も ほ ぼ 1 0 0 年 前 の 芝 居 で あ り 、題 材 は 慣 れ 親 し ん だ 、
つ ま り 古 典 化 し た 演 目 だ っ た と 言 え よ う 。  
 『 鎌 倉 三 代 記 』 は 、 1 7 1 6（ 享 保 1） 年 、 紀 海 音 作 、 大 坂 豊 竹 座
                                             
1 0  ブ リ タ ニ カ 国 際 大 百 科 事 典 小 項 目 電 子 辞 書 版 、 2 0 0 9 年 。  
1 1  同 書 。  




初 演 ま た は 1 7 8 1（ 天 明 1）年 、 双 木 千 竹 ほ か 増 補 版 、江 戸 肥 前 座
初 演 の ど ち ら か が 演 じ ら れ た と 考 え ら れ る 。  
『 仮 名 手 本 忠 臣 蔵 』は 、1 7 4 8（ 寛 延 1）年 、竹 田 出 雲 ほ か 合 作 、
大 坂 竹 本 座 初 演 で あ る 。  
『 義 経 千 本 桜 』 は 、 1 7 4 7（ 延 享 4） 年 、 竹 田 出 雲 ほ か 合 作 、 大
坂 竹 本 座 初 演 で あ る 。  
『 一 谷 嫩 軍 記 』 は 、 1 7 5 1（ 宝 暦 1） 年 、 並 木 宗 輔 ほ か 合 作 、 大
坂 豊 竹 座 初 演 。翌 1 7 5 2（ 宝 暦 2）年 、 大 坂 と 江 戸 で 歌 舞 伎 化 さ れ
た 。 当 時 非 常 に 上 演 が 多 数 あ る 人 気 演 目 で あ る 。  
『 奥 州 安 達 原 』 は 、 能 の 『 黒 塚 』 を も と に 、 1 7 6 2（ 宝 暦 1 2） 年 、
近 松 半 二 ほ か 合 作 し た 作 品 で あ る 。  
 以 上 の 分 析 か ら 、踊 り や 当 時 の 端 唄 は 流 行 り も の 、芝 居 は 古 典
的 な 作 品 だ と 言 う こ と が 出 来 る 。 そ の 中 で 『 ミ カ ド 』や 『 ゲ イ シ
ャ 』な ど の ジ ャ ポ ニ ズ ム 作 品 に 直 接 影 響 が み ら れ る の は 、結 局 俗
謡 や 女 性 の 所 作 の 方 で 、 芝 居 の 痕 跡 ら し き も の は 見 当 た ら な い 。 
ち な み に 倉 田 氏 が 紹 介 し て い る 日 本 人 村 の 参 加 者 に は 、力 士 は






さ ち ぞ う
、 横 浜 の 姓 名 不 詳 の 4 名 長 崎 の ミ ヨ シ 某 (な に が し )と 名 簿
に 載 っ て い る 一 ノ 瀬 伊 左 衛 門 だ け だ 。踊 り や 三 味 線 や 笛 太 鼓 の 女
性 た ち は 特 に 踊 り や 楽 器 の 名 手 や そ れ を 生 業 と し て い た 者 で は
な く 、職 人 の 妻 子 な ど 、特 に 芸 を 持 た な い も の が 急 ご し ら え に 仕
込 ま れ た も の だ っ た 。  
当 時 の 在 外 邦 人 た ち は こ う し た 日 本 人 た ち の 芝 居 や 踊 り に 憤
慨 し 、口 々 に 酷 評 し た 。殆 ど 素 人 同 然 が 演 じ て い る の だ か ら 当 然
の 反 応 で あ る 。 矢 野 は 次 の よ う に 批 判 し て い る 。  
 
「 日 本 な ら ば 誰 も 見 返 へ り も せ ぬ 拙 劣 下 品 の 音 楽 、舞 踏 其 他 の 芸
な ど を 真 の 日 本 人 の 賞 翫 す る 高 等 の 者 と 見 做 さ れ 欧 州 全 体 に 笑
草 の 種 と せ ら れ 彼 處 の 芝 居 や 此 處 の 人 寄 せ 場 に て 真 似 を せ ら れ




定 せ ら る る を 不 愉 快 と 思 ふ の み 。 」 1 3  
 
矢 野 を 含 む 在 外 邦 人 の イ ン テ リ は 皆 芝 居 の 見 巧 者 で あ る 。彼 ら
が 怒 り の 矛 先 を 向 け た の は 日 本 人 の 芝 居 や 踊 り を 茶 化 し た 西 洋
人 で は な く 、 素 人 同 然 の 芝 居 や 踊 り そ の も の だ っ た 。  
と こ ろ が 西 洋 人 た ち は こ れ を 正 真 正 銘 の「 日 本 の 芸 能 」だ と 捉
え た の で あ る 。 ジ ャ ポ ニ ズ ム の 舞 台 作 品 で 模 倣 さ れ て い る も の 、
つ ま り「 本 物 の 」歌 舞 伎 や 能 に 先 ん じ て「 日 本 の 演 劇 」の 印 象 を
強 く 決 定 づ け て も の が 、現 代 の 日 本 人 が 考 え る 日 本 の 演 劇 で は な
い こ と を 了 解 せ ね ば な ら な い 。  
 
『 ミ カ ド 』 命 名 の 謎  
ジ ャ ポ ニ ズ ム の 舞 台 作 品 の 中 で 、最 も 世 界 中 で 繰 り 返 し 上 演 さ れ
る 有 名 な 作 品 は 、 サ ヴ ォ イ ・ オ ペ ラ の『 ミ カ ド 』で あ る 。こ の 製 作
過 程 を 追 う と 、日 本 人 村 や 日 本 人 の イ メ ー ジ を「 日 本 の 芸 能 」と 信
じ て 、 彼 ら が ど の よ う に 作 品 に 取 り 込 ん だ か を 検 証 す る 。  
矢 野 は『 ミ カ ド 』の 衣 裳 を 見 て 、天 皇 の 名 を 冠 し て い な が ら 武 士
だ か 何 だ か 判 別 の 付 か な い ミ カ ド に 卒 倒 し た 。  
 
サ ボ イ と 云 へ る 芝 居 に て 「 ミ カ ド 」 と 云 へ る 芸 題 の 「 日 本 ヲ ペ ラ 」
を 始 め た り 。其「 ミ カ ド 」と 名 付 け た る 人（ 多 分 幕 府 の 将 軍 の 意 味
な ら ん ）の 半 髪 に て「 バ ビ チ ン 奴 」の 如 く な ん と も わ か ら ぬ 衣 装 を
着 け た る な ど も 随 分 可 笑 し く 見 ゆ 。 1 4  
 
こ こ で 将 軍 を 表 す 「 大 君 ( Ty c o o n ) 」 と 天 皇 を 表 す 「 帝 ( M i ka d o) 」
の 選 択 に 関 し て 、 推 論 を 展 開 し て お き た い 。 矢 野 も 記 し て い る が 、
ツ ー ル 劇 場 ( T h e  To o l  T h e a t r e ) で は ゲ イ エ テ ィ 劇 場 と 同 じ く 「 日 本 人
村 」 を 舞 台 に し た 『 グ レ ー ト ・ タ イ キ ン ( T h e  G r ea t  Ta i - K i n )』 と い
                                             
1 3  同 書 、 3 2 8 頁 。  




う 芝 居 が か か っ て い た 。  
 
「 又 此 外 に「 ツ ー ル 」と 云 ふ 芝 居 に て も「 タ イ キ ン 」と 云 ふ 日 本 芝
居 を 興 行 し 居 れ り 。之 れ も 同 く 大 将（「 タ イ キ ン 」と は 幕 府 の「 大
君 」の 訛 音 な る べ し 。他 に「 ミ カ ド 」と 云 ふ こ と あ る ゆ へ 是 は 「 タ
イ キ ン 」と 題 せ し な ら ん か ）も 半 髪 の「 バ ビ チ ン 奴 」に て 其 袴 は 公
家 方 の 括 袴 (く く り ば か ま )を つ け た る な ど 奇 態 の 限 り な り 。 」 1 5  
 
矢 野 の 指 摘 す る 通 り 『 タ イ キ ン 』 ( Ta i - K i n ) と は 将 軍 の 外 交 上 の 名
称 で あ る「 大 君 」の こ と で あ る 。こ の「 大 君 」と い う 名 称 を 芝 居 の
表 題 に 用 い る に は 制 約 が あ っ た 。1 8 8 2 年 、ア メ リ カ の ウ ィ ラ ー ド ・
ス ペ ン サ ー が 、Ty c o o n と い う 単 語 を 自 分 の 芝 居 の タ イ ト ル に 使 う べ
く 、 す で に コ ピ ー ラ イ ト を 申 請 し て い た の で あ る 。 1 6  
当 時 自 ら の 海 賊 版 の 横 行 に 神 経 を と が ら せ て い た サ ヴ ォ イ・オ ペ
ラ は 、 『 ペ ン ザ ン ス の 海 賊 ( T h e  P i r a t e s  o f  P e n z a n c e )』 ( 1 8 7 9 )を あ え
て ア メ リ カ で 初 演 し た り 1 7、 同 時 に い く つ も の カ ン パ ニ ー で 旅 公 演
を 敷 い て 偽 物 を 排 除 し た り し て い る 。こ う し た 敏 感 さ か ら 、中 世 の
日 本 を 舞 台 に す る と 決 め た 時 点 で 、あ え て「 大 君 」を 使 用 す る リ ス
ク を 冒 さ ず 、『 ミ カ ド 』を 採 用 し た の で は な い だ ろ う か 。そ の た め
に 武 士 と 公 家 の 入 り 混 じ っ た 珍 妙 な 格 好 に な っ た 可 能 性 は 残 る 。  
ギ ル バ ー ト が『 ミ カ ド 』の 構 想 を 開 始 し た の は 、遅 く と も 1 8 8 4
年 の 5 月 で あ る 。近 年 の 研 究 で 、『 ミ カ ド 』が 日 本 人 村 の 開 催 や
リ バ テ ィ ー 百 貨 店 の 着 物 販 売 と タ イ ア ッ プ す る 形 で の 商 業 展 開
が な さ れ た こ と が 明 ら か に な っ て き て い る 。も ち ろ ん ギ ル バ ー ト
の 目 的 は 、「 ど こ に も な い 国 」 日 本 を 舞 台 に 、当 時 の イ ギ リ ス の
階 級 社 会 を 皮 肉 に 描 き 出 す こ と だ 。 従 っ て 舞 台 の 上 に あ る の が
                                             
1 5  同 書 、 3 2 6 頁 。  
1 6  G r i f f e l ,  M a r g a r e t  R o s s ,  O p e r a  i n  E n g l i s h ,  v o l u m e  1 ,  U . K . ,  t h e  
s ca r e c r o w  p r e s s ,  2 0 1 3 ,  p . 2 7 9 .  
1 7  I b i d . ,  p . 3 8 2 .  1 8 7 9 年 1 2 月 3 1 日 、 イ ギ リ ス に 先 駆 け 、 ニ ュ ー ヨ




「 本 物 の 」 日 本 で あ る 必 要 は 全 く な い 。  
そ も そ も 白 人 の イ ギ リ ス 人 が 黄 色 人 種 の 日 本 人 を 演 じ て い る
時 点 で 不 自 然 な の で あ る 。日 本 人 村 を 見 物 し て か ら や っ て 来 る 観
客 た ち が 共 感 で き る「 日 本 ら し さ 」を 加 味 し 、物 語 の 中 の 社 会 を 、
日 本 人 村 で 見 た 日 本 人 の コ ミ ュ ニ テ ィ に 通 じ る ニ ュ ア ン ス を 持
た せ て 模 倣 で あ る こ と を 示 さ な け れ ば な ら な い 。さ ら に「 見 た こ
と の あ る 」日 本 人 の 特 徴 的 な 仕 草 と い う 形 で リ ア リ テ ィ を 最 低 限
加 味 し な け れ ば 、他 者 と し て 笑 い 飛 ば す こ と が 出 来 な い 。こ こ ま
で し て 他 者 の 中 に 自 分 た ち の 社 会 の 歪 み を 見 出 し 、シ ニ カ ル に 笑
い 飛 ば す こ と に 至 上 の 喜 び を 見 出 す の が サ ヴ ォ イ・オ ペ ラ の 観 客
で あ り 、ま た 社 会 風 刺 劇 で あ る サ ヴ ォ イ・オ ペ ラ の 性 質 上 必 要 な
プ ロ セ ス な の で あ る 。  
 だ か ら と 言 っ て 日 本 人 の 知 識 人 た ち に こ う し た 風 潮 は 到 底 寛
大 に 受 け 入 れ ら れ る も の で は な か っ た 。  
 素 人 の 踊 り や 所 作 が 披 露 さ れ 、さ ら に そ の 模 倣 と し て 日 本 を 舞
台 に し た 芝 居 ま で 上 演 さ れ て い る 。危 機 感 を 覚 え た 矢 野 は コ ラ ム
の 中 で 提 案 を 行 っ て い る 。  
 
「 実 際 を 示 す に は 先 づ 第 一 に 極 く 達 者 な る 撃 剣 家 四 五 名 、同 柔 術
家 四 五 名 、射 的 の 妙 手 四 五 名 、角 力 五 六 人 、音 楽 師 （ 俗 楽 俗 曲 諸
種 打 混 ぜ ）十 余 名 、舞 妓 十 余 人（ 楽 人 及 び 舞 妓 な ど 皆 日 本 の 衣 裳
を 着 け 通 常 の 装 飾 を 為 す べ し ） に て 足 れ り 。 」 1 8  
 
 矢 野 の 主 張 の 特 徴 は 、日 本 の 芸 能 の 海 外 進 出 を 否 定 的 に 捉 え る
だ け に 終 始 す る の で は な く 、「 上 等 の 物 」 を 、 つ ま り 芝 居 は 大 芝
居 の 役 者 や 、芸 者 は 踊 り の 名 手 で あ る よ う な 一 流 ど こ ろ を 海 外 に
派 遣 し 、志 向 の 日 本 の 芸 能 を 見 せ る 必 要 が あ る と 説 い て い る こ と
で あ る 。言 い 換 え れ ば き ち ん と し た 芸 を 見 せ る こ と が 、日 本 の 演
                                             




劇 の 印 象 を 好 転 さ せ る と 考 え て い る 節 が あ る の だ 。最 後 に 矢 野 は
日 本 の 読 者 に 呼 び か け て い る 。  
 
「 日 本 の 真 の 有 様 を 示 す と 触 れ 出 だ さ ば 相 応 の 身 分 の 人 に て 肩
を 持 ち 助 を 与 る 人 々 あ る べ し 。又 入 費 も 所 得 に て 償 ふ に 足 る べ し 。
日 本 の 恥 雪 に 出 か け る 人 々 は 無 き や 。 自 ら 奮 て 出 る「 ボ リ ユ ン テ
ー ア （ ※ 筆 者 註 ＝ ボ ラ ン テ ィ ア ） 」 は 無 き か 。 」 1 9  
 
ま さ に 矢 野 の 言 う 「 ボ リ ユ ン テ ー ア 」 の 精 神 で 1 9 2 8 年 、 ソ 連
を 訪 れ た 二 代 目 左 團 次 一 行 の 記 念 す べ き 第 1 日 目 の 演 目 は 、日 本
人 村 の 演 目 と 同 じ 、 『 忠 臣 蔵 』 で あ っ た 。 2 0矢 野 の 望 ん だ 「 日 本
の 真 の 有 様 を 示 す 」芝 居 は 、3 0 年 後 に 同 じ 演 目 で 実 現 し た の で あ
る 。  
模 倣 の 対 象 と し て も 残 っ て い な い 日 本 人 村 の 役 者 た ち の 演 技
と は い か な る も の だ っ た の か 。今 と な っ て は 、小 芝 居 な ど 大 芝 居
以 外 の 演 劇 か ら 海 外 へ 流 出 せ ざ る を 得 な か っ た 役 者 た ち の 演 技
や 、危 険 を 冒 し て も 海 を 渡 ら ざ る を 得 な か っ た 女 性 陣 の 踊 り を 知
る 術 は な い 。し か し ジ ャ ポ ニ ズ ム の 舞 台 作 品 か ら 読 み 取 れ る「 日
本 ら し さ 」に は 、当 時 の 日 本 の イ ン テ リ た ち が 嫌 っ た 当 時 の 日 本
の 庶 民 た ち の 芸 能 の 特 徴 が 染 み 付 い て い る 。軽 業 師 や 芸 人 の 芝 居
や 、日 本 人 村 で の 舞 踊 や 演 劇 は 既 に 庶 民 レ ベ ル で の 古 典 の 模 倣 で
あ る 。   
ジ ャ ポ ニ ズ ム 作 品 の 「 日 本 ら し さ 」 は 、 単 に 根 拠 の な い 奇 妙 奇
天 烈 な 日 本 人 像 で は な く 、「 日 本 の 古 典 の 模 倣 」 の 「 ユ ニ ー ク な
模 倣 」で あ る 。ジ ャ ポ ニ ズ ム 作 品 は 、 日 本 の 芸 能 の 特 徴 を 客 観 的
に 捉 え る た め の 鏡 と し て の 側 面 も 持 ち 合 わ せ て い る 。  
 
「 変 な 」 日 本 人  
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『 ミ カ ド 』 の 舞 台 写 真 を 観 て 、 な ぜ 私 た ち は 「 変 だ 」 と 思 う の
か 。着 物 を 着 て 、丁 髷 を し て い る 、そ れ が 我 々 日 本 人 を 表 象 し て
い る と 直 感 的 に 判 断 す る か ら 、我 々 が 知 っ て い る 姿 と 違 っ て い る
こ と に 違 和 感 を 抱 く の で あ る 。見 方 を 変 え れ ば 、日 本 人 の「 変 な 」
表 象 で あ る こ と を 理 解 し て い る 。  
「 変 な 」 印 象 は ど こ か ら 来 る の か を 細 か く 分 析 す る と 、  
①  白 人 が 着 物 を 着 て い る 。  
②  着 流 し の 状 態 の も の が 多 く 、 袴 を 履 い て い る も の が い な い 。 
③  髷 の 結 い 方 が 町 人 の そ れ で 、 武 士 や 公 家 の も の で は な い 。  
④  と に か く 派 手 で け ば け ば し く 、 仰 々 し い も の が 多 い 。  
と い う 点 で あ る こ と が 分 か る 。人 種 の 異 な る 白 人 が 着 物 を 着 て い
る 、と い う だ け で「 変 」な の に 、我 々 が 社 会 的 地 位 を 識 別 す る 衣
服 の コ ー ド が 崩 壊 し て い る こ と に 強 い 拒 絶 意 識 を 持 つ の で あ る 。 
 か つ て 欧 米 を 訪 れ た サ ム ラ イ た ち は 極 め て 地 味 な 出 で 立 ち だ
っ た 。実 は こ の 派 手 派 手 し い 見 た 目 か ら 連 想 さ れ る の は 、日 本 人
の 手 品 師 、軽 業 師 な ど の 見 世 物 興 行 に お け る 扮 装 で あ る 。 『 ミ カ
ド 』初 演 時 の 1 8 8 5 年 に は 既 に 劇 場 の 出 し 物 と し て 定 着 し て い た 。
こ れ ま で に 述 べ て き た よ う に 、 1 8 5 4 年 の 開 国 か ら 約 1 0 年 後 の
1 8 6 7 年 を 皮 切 り に 、正 式 に 海 外 渡 航 を 許 さ れ た 日 本 人 の 中 で 、積
極 的 に 海 外 渡 航 し た の は 身 分 の 低 い 芸 人 た ち だ っ た こ と を 忘 れ
て は な ら な い 。  
 つ ま り 彼 ら の 出 で 立 ち は『 ミ カ ド 』誕 生 の 直 接 的 な 要 因 で あ る
「 日 本 人 」の イ メ ー ジ の 中 核 を な し て い る 。 も っ と も 見 慣 れ た 日
本 人 は 、軽 業 師 や 芸 人 の 舞 台 衣 裳 だ っ た の で あ る 。 倉 田 は 以 下 の
よ う に 述 べ て い る 。  
 
軽 業 を 目 に し た 外 国 で は 、 そ れ を 自 分 た ち の 芸 に 取 り 入 れ は じ
め た 。 1 8 7 6 年（ 明 治 9）ジ ャ ポ ニ ズ ム の も て は や さ れ る パ リ で 上
演 さ れ た「 コ シ キ 」で は 、ミ カ ド の 皇 子 が は だ し の 軽 業 師 に 身 を




村 の 大 評 判 に 刺 激 さ れ て ロ ン グ ラ ン と な る「 ミ カ ド 」が 上 演 さ れ
る 。序 幕 で は 、帝 の 行 列 に 加 わ っ た 軽 業 師 が さ ま ざ ま な 芸 当 を 演
じ な が ら 舞 台 を 練 り 歩 き 、夢 の あ る 楽 し い 舞 台 を 作 り 上 げ た と い
う 。 2 1  
 
 た だ『 ミ カ ド 』 の 舞 台 で 日 本 人 の「 軽 業 師 が 様 々 な 芸 当 を 演 じ
な が ら 舞 台 を 練 り 歩 」 い た と い う 記 述 は 、当 時 の 劇 評 に は 見 当 た
ら な い 。日 本 人 村 か ら 招 か れ て 演 技 指 導 に 当 た っ た 日 本 人 が い た
の は 前 述 の よ う に 事 実 で あ る 。初 演 時 の パ ン フ レ ッ ト に は 、協 力
者 と し て 日 本 人 村 の 主 催 者 タ ン ナ ケ ル・ ブ ヒ ク ロ サ ン へ の 謝 辞 が
述 べ ら れ て い る 。で は こ の タ ン ナ ケ ル ・ ブ ヒ ク ロ サ ン と は 何 者 な
の か 。そ し て 『 ミ カ ド 』 の 成 功 に 深 く 関 与 し て い る 日 本 人 村 と は
ど ん な も の だ っ た の か 。  
 
タ ン ナ ケ ル ・ ブ ヒ ク ロ サ ン 登 場  
1 8 8 5 年 1 月 、 ロ ン ド ン ・ ナ イ ツ ブ リ ッ ジ に 日 本 人 村 （ J a p a n  
Vi l l a g e、あ る い は J a p a n  i n  L o n d o n ,  J a pa n  N a t i v e  Vi l l a g e と も い う ）
が 開 設 さ れ た 。日 本 で は 「 下 賤 の 者 」 を 流 出 さ せ 、 近 代 化 を 図 る
日 本 の 国 家 的 イ メ ー ジ に よ か ら ぬ 影 響 を 与 え る も の だ と し て 、新
聞 を 中 心 に い わ ゆ る ネ ガ テ ィ ブ ・ キ ャ ン ペ ー ン が 張 ら れ た 。 ま ず
開 催 前 後 の 記 事 を 比 較 し て み る 。  
開 催 半 年 前 の 1 8 8 4 年 7 月 2 6 日 の 郵 便 報 知 新 聞 に は 、「 日 本 風
俗 博 覧 会 」と い う い か が わ し い 印 象 を 与 え る 名 称 で 紹 介 さ れ て い
る 。  
 
日 本 風 俗 博 覧 会  長 崎 、神 戸 の 両 港 に て 久 し く 在 留 し て 日 本 の
風 俗 を 熟 知 せ る 蘭 人 タ ナ ル カ と い ふ 者 は 、（ 略 ）自 ら 日 本 人 の
如 く 扮 し 、人 力 車 夫 、 瞽 女 、按 摩 、願 人 坊 主 等 、賎 業 の 者 数 名
                                             




を 雇 入 れ 、其 見 苦 し き 風 俗 の ま ヽ 、自 ら 率 ゐ て 英 国 に 渡 り 、昼
は 一 同 を 二 、三 輌 の 馬 車 に 乗 せ 、分 か ら ぬ 歌 を 謡 は せ な が ら 太
鼓 を 打 囃 し て 繁 昌 な る 市 街 を 乗 り 廻 は し 、其 評 判 を 取 り 、夜 は
種 々 の 訳 の 分 ら ぬ 日 本 風 の 芸 尽 く し を 演 ぜ せ し め し に 、 （ 略 ）
日 本 に て 各 種 の 賎 業 を 営 む 下 等 人 民 百 名 程 を 雇 入 れ 、其 見 る に
堪 へ ら れ ぬ 風 俗 等 を 其 ま ヽ 見 せ 物 に せ ん と 企 て 、其 会 場 を 倫 敦
在 の 某 村 に 設 く る こ と に 決 せ し か ば 、右 見 世 物 に 適 す べ き 日 本
の が ら く た 人 物 仕 入 れ の 為 め 、右 会 社 員 が 近 々 日 本 へ 向 け 出 発
す る 由 な る が 、誠 に 苦 々 し き 次 第 な り と 、在 英 国 の 社 友 某 よ り
通 信 の 端 に 記 せ り 。  
 
ま た 開 催 さ れ た 時 期 か ら 約 2 0 年 後 の 明 治 4 2 年 （ 1 9 0 9） 3 月 5
日 付 け の 朝 日 新 聞 が ロ ン ド ン で 開 催 さ れ る 日 英 博 覧 会 に つ い て
紹 介 し て い る 。 こ の 記 事 の 中 に も 以 下 の よ う な 記 述 が 見 ら れ る 。
ま だ 人 々 の 記 憶 に 日 本 人 村 が 残 っ て い る 時 期 の 数 少 な い 記 事 で
あ る 。 2 2  
 
初 め て の 日 本 村  有 名 の 楽 劇
オ ペ ラ
「 ミ カ ド 」の 中 に ミ カ ド の 皇 子 ナ
ン キ プ ー が 外 国 に 脱 走 し た り と 語 り 合 う 條
くだり
に「 外 国 と は 何 処 に 候
ぞ 」「 ナ イ ツ ブ リ ッ ヂ に て 候 」と い う 問 答 あ り  件 の ナ イ ツ ブ リ
ッ ヂ と は 即 ち 此 楽 劇 の 出 来 た る 二 十 四 五 年 前 日 本 村 の 見 世 物 あ
り し 地 に し て 同 所 の 日 本 村 な る も の は 此 頃 既 に 一 般 人 口 に 膾 炙
(か い し ゃ )し た る も の の 如 し  
（ 略 ）小 林 ブ ヒ ク ロ サ ン と か 何 と か 奇 怪 千 万 な る 名 前 の 無 籍 の
男 之 を 興 行 し た る も の ら し 同 人 は 元 和 蘭
お ら ん だ
の 出 に て 嘗 て 長 崎 に 来
た れ る こ と あ り 此 処 に て 日 本 婦 人 を 妻 と し 右 の 如 き 不 思 議 の 名
を 附 し て 三 十 余 名 の 日 本 人 を 倫 敦 に つ れ 行 き た る な り  名 も 不
                                             
2 2  『 日 英 博 覧 会  関 連 新 聞 記 事 抜 粋 』 に 記 事 が 掲 載 さ れ て い る 。
「 日 英 博 覧 会 由 来 （ 二 ） 」 朝 日 新 聞 （ 明 治 4 2 年 3 月 5 日 付 ） 。
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思 議 な ら 容 子
よ う す
も 頗 る 不 思 議 に て 彼 は 常 に 洋 服 を 着 け な が ら 頭 に
は 丁 髷
ちょんまげ
を 結 び 居 た り  
日 本 村 は 戸 塚 藤 沢 辺 の 田 舎 屋 を 模 し た る も の に て 実 物 に 比 ぶ
れ ば 遥 か に 綺 麗 に 出 来 た れ ど 其 の 中 な る 人 物 に は 如 何 わ し き も
の 多 く 画 工 陶 器 師 傘 屋 な ん ど も あ れ ば 軽 業 師 手 品 師 な ど も 打 ち
交 じ り た り  中 に は 坊 主 に 扮 し て 薄 汚 き 袈 裟 法 衣 で 身 を 纏 い て
殊 勝 ら し く 念 珠 を 爪 ぐ る も あ れ ば（ 略 ） 其 の 醜 態 到 底 正 視 す る に
堪 え ず 在 留 日 本 人 は い づ れ も 眉 を 顰 め て 怪 し か ら ぬ 日 本 の 恥 さ
ら し だ と 憤 ら ぬ は な か り き （ 後 略 ） 2 3  
 
こ の よ う に 一 貫 し て 国 内 で の 思 わ し く な い 評 判 は 、開 催 前 も 2 0
年 経 っ た 後 も 変 わ っ て い な い 。記 事 に 共 通 す る の は 、ブ ヒ ク ロ サ
ン の 出 自 に つ い て 曖 昧 で あ る こ と で あ る 。 松 山 の 調 査 に よ れ ば 、
タ ン ナ ケ ル・ブ ヒ ク ロ サ ン（ Ta n n a k e r  B i l l i n g h a m N e v e l l  B u h i c r o s a n） 
は 、1 8 3 6 年 長 崎 に 生 ま れ た 。父 親 は 長 崎 の 出 島 の オ ラ ン ダ 人 医 師 、
母 親 は 日 本 人 で あ る 。 鎖 国 が 解 か れ 、 既 に 開 港 し て い た 長 崎 で 彼
は 男 女 ３ 人 ず つ 、6 人 の ロ イ ヤ ル・タ イ ク ー ン 一 座（ R o y a l  Ty c o o n  
Tr o u p e）を 結 成 し 、 1 8 6 7 年 11 月 1 4 日 に オ ー ス ト ラ リ ア 、メ ル ボ
ル ン に 上 陸 し 、1 8 日 か ら 約 1 年 間 か け て オ ー ス ト ラ リ ア と ニ ュ ー
ジ ー ラ ン ド を 巡 業 し た 。特 徴 的 な の は 、 彼 ら の 芸 に は 冒 頭 に ブ ヒ
ク ロ サ ン に よ る 日 本 の 風 俗 や 習 慣 に つ い て の 説 明 が つ い て い た 。
新 聞 評 に よ る と ユ ー モ ア を 交 え て う ま い 英 語 を 話 し た と い う 。 2 4  
こ の 前 口 上 に こ そ 、ブ ヒ ク ロ サ ン が 日 本 人 村 を 開 設 す る 動 機 と し
て 現 れ て い る 。  
郵 便 報 知 新 聞 に「 長 崎 、神 戸 の 両 港 に て 久 し く 在 留 し て 日 本 の
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風 俗 を 熟 知 せ る 蘭 人 タ ナ ル カ と い ふ 者 は 、先 年 中 、日 本 の 女 を 迎
へ て 妻 と な し 、何 か 日 本 の 風 俗 上 の 事 を 以 て 奇 利 を 得 ん と 工 夫 を
運 ら せ し す え 、其 髪 を 蓄 へ て 頭 を 野 郎 に 剃 り 、丁 髷 を 結 ふ て 、『 タ
ナ ル カ 』の 『 ル 』 の 字 を 除 き て 田 中 と 名 乗 り 、自 ら 日 本 人 の 如 く
扮 し 」  て い る と 書 か れ て い る が 、 長 崎 生 ま れ の 日 系 人 で あ る こ
と は こ の 時 点 で 把 握 さ れ て い な い 。本 人 が 田 中 武 一 九 郎 と 名 乗 っ
た り 2 5、 オ ラ ン ダ 人 や ド イ ツ 人 、 イ ギ リ ス 人 だ と 見 な さ れ た り し
て い る 記 事 も あ る 。実 際 こ の 記 事 に つ い て 抗 議 に 赴 い た ブ ヒ ク ロ
サ ン と 面 談 し た 郵 便 報 知 新 聞 主 幹 の 藤 田 茂 吉 は 、 8 月 2 0 日 2 1 日
の 記 事 に「 英 人 と の 対 話 」題 す る な ど 素 性 が 定 ま ら な か っ た 。こ
う し た ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 混 乱 が 、い か が わ し い 人 買 い 商 人 に よ
っ て 日 本 の 下 層 賤 民 が 見 世 物 に さ れ る と の 印 象 を 植 え 付 け た の
か も し れ な い 。し か し 実 際 に は ブ ヒ ク ロ サ ン の 志 は 異 な っ て い た
よ う だ 。  
「 日 本 人 村 が 遊 興 の た め で は な く 、日 本 の 文 化 と 風 習 を 理 解 し
て も ら う こ と を 目 的 と し て い る 」 2 6、 と い う 郵 便 報 知 新 聞 に 抗 議
に 赴 い た 際 の 発 言 は 、  芸 人 一 座 を 率 い て い た こ と な ど か ら 考 え
る と 、こ の 目 的 自 体 が 彼 の 中 で は よ り 効 果 的 に 購 買 力 を 引 き 出 す
装 置 と し て 位 置 づ け ら れ て い た の で は な い だ ろ う か 。  
日 本 の 芸 に は 、 そ の 特 質 と し て 演 技 の 背 景 と な る 物 語 が あ る 。
綱 渡 り 、 提 灯 渡 り 、 梯 子 乗 り 等 い ず れ に せ よ 、 能 、 歌 舞 伎 、 浄 瑠
璃 等 で 庶 民 に す っ か り 馴 染 み と な っ た 物 語 を 下 敷 き に 演 技 に 筋
立 て を 持 た せ る と い う 、趣 向 を 重 ん じ た 芝 居 仕 立 て の 演 出 で あ る
こ と が 多 か っ た 。 2 7こ れ は 日 本 の 習 慣 や 風 習 を 理 解 し て い な い 外
国 人 た ち に は 通 用 し な い 。現 に ロ ン ド ン 、ラ イ シ ア ム 劇 場 で 興 行
を 打 っ た リ ズ リ ー 「 先 生 」 率 い る 帝 国 日 本 一 座 の 舞 台 で も 、 筋 が
わ か ら な い た め に 「 狐 早 変 わ り 」 や 「 石 橋 獅 子 狂 い 」 と い っ た 場
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面 で 爆 笑 の 渦 が 巻 き 起 こ っ た と い う 。 2 8  単 な る 芸 で あ れ ば 、ロ ン
ド ン 市 民 の 笑 い を 期 待 し て 新 た な 演 出 を 付 け 加 え れ ば 良 い の だ
が 、ブ ヒ ク ロ サ ン は 日 本 と い う 存 在 そ の も の に 商 業 的 な 展 開 を 予
想 し て い た 。正 し い 見 方 と 簡 潔 な 説 明 を 身 に つ け た 上 で 、観 客 に
は 正 し い 理 解 で よ り 深 い 興 味 を 持 っ て も ら う 、と い う 考 え 方 は 博
覧 会 の よ う な 催 し 物 の コ ン セ プ ト に 通 じ る 。  
1 8 6 8 年 1 0 月 6 日 メ ル ボ ル ン 郊 外 の セ ン ト・ギ ル ダ で の 興 行 後 、
ブ ヒ ク ロ サ ン の 一 座 は イ ギ リ ス に 向 か い 、 翌 年 の 1 8 6 9 年 2 月 1 3
日 付 の T h e  P re s t o n  G u a rd i a n に は 、 1 5 日 に プ レ ス ト ン で 公 演 す る
広 告 が 載 っ て い る 。そ の 後 東 回 り で 活 躍 し て い た グ レ ー ト ・ ド ラ
ゴ ン 一 座 （ 大 竜 一 座 ） と 合 体 し 、 1 8 7 1 年 に は 1 5 人 か ら な る 新 生
ロ イ ヤ ル ・ タ イ ク ー ン 一 座 （ タ ン ナ ケ ル ・ グ レ ー ト ・ ド ラ ゴ ン 一
座 あ る い は タ ン ナ ケ ル 日 本 人 一 座 な ど と も 呼 称 ）と し て 興 行 を 重
ね て い る 。こ の 頃 よ り タ ン ナ ケ ル 自 身 は マ ネ ー ジ メ ン ト に 回 っ て
い た よ う だ 。「 昼 は 一 同 を 二 、 三 輌 の 馬 車 に 乗 せ 、 分 か ら ぬ 歌 を
謡 は せ な が ら 太 鼓 を 打 囃 し 」 、「 夜 は 種 々 の 訳 の 分 ら ぬ 日 本 風 の
芸 尽 く し を 演 ぜ せ し め 」て 一 財 を 成 し 、 海 外 で 活 動 す る 日 本 人 芸
人 の 後 ろ 盾 と し て 活 躍 す る に 至 っ た の で あ る 。 日 本 人 村 の 開 場 2
年 前 に は ロ ン ド ン の 南 東 1 0 数 キ ロ ほ ど に 位 置 す る ル イ シ ャ ム
（ L e w i s h a m） に 「 江 戸 の 田 舎 屋 敷 （ Ye d d o  G r a n g e） 」 と 名 付 け た
大 邸 宅 を 構 え て 住 ん で い た 。 2 9新 聞 が 報 じ る よ う に 、 金 欲 し さ に
賎 民 を か き 集 め て 守 銭 奴 の 如 き 活 動 を す る 必 要 は な く 、日 本 人 村
に 対 す る 情 熱 と 、豊 富 な 資 金 と 入 念 に 練 ら れ た 構 想 が あ っ た こ と
を う か が わ せ る 。  
日 本 国 内 で の 評 価 だ け で は 均 衡 を 欠 く の で 、実 際 の 開 催 地 で の
報 道 を 読 ん で み る と か な り 高 い 評 価 を 得 て い る こ と が 分 か る 。
『 タ イ ム ズ 』の 1 8 8 5 年 1 月 1 0 日 付 に は 、前 日 ま で 行 わ れ た 内 覧
会 の 様 子 が 詳 細 に 記 さ れ て い る 。開 会 式 に は 王 室 関 係 者 や 前 駐 日
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総 領 事 の オ ル コ ッ ク が 出 席 す る な ど 王 族 や 来 賓 も あ り 社 会 的 ス
テ ー タ ス を 保 っ て い る こ と が 分 か る 。日 本 人 村 は ナ イ ツ ブ リ ッ ジ
に あ る ハ ン フ リ ー ・ ホ ー ル ( H u m p h r e y ’ s  h a l l )に 中 に 、 瓦 屋 根 や 茅
葺 き の 店 や 家 屋 が「 戸 塚 藤 沢 辺 の 田 舎 屋 を 模 し た 」 町 の 目 抜 き 通
り を 建 設 し た 。  
ハ ン フ リ ー ・ ホ ー ル は 、も と も と 自 転 車 工 場 で 、後 に ロ ー ラ ー
ス ケ ー ト 場 や 市 場 と し て 使 わ れ て い た も の を 1 8 8 2 年 に 鉄 製 建 築
を 得 意 と す る 会 社 の ジ ェ ー ム ズ ・ ハ ン フ リ ー （ J a me s  C h a r l t o n  
H u mp h r e y） が 買 収 、 改 修 や 拡 張 を 重 ね て 2 棟 の 建 物 を 建 設 し た 。
そ の 内 の 大 き な 方 が ハ ン フ リ ー ・ホ ー ル で 、中 は 展 覧 会 や 展 示 会
な ど 、大 掛 か り な 催 し が 開 け る パ ブ リ ッ ク ス ペ ー ス と し た 。 当 時
と し て も 相 当 に 洗 練 さ れ て お り 評 判 の 建 物 だ っ た 。日 本 人 村 以 前
に は 8 2 年 に は エ ジ プ ト 第 一 守 備 隊 の 帰 還 パ ー テ ィ ー で 開 場 し 、
戦 争 展 （ Wa r  E x h i b i t i o n） や 食 糧 展 （ t h e  F o o d  E x h i b i t i o n） 、 8 4 年
に は 医 療 展 や 製 薬 展 、食 品 開 発 に 関 す る 展 示 会 な ど が 行 わ れ て い
る 。 日 本 人 村 開 催 期 間 中 の 1 8 8 5 年 5 月 2 日 失 火 に よ り 焼 失 し 、
同 年 中 に 防 火 建 築 と し て 再 建 さ れ た 。日 本 人 村 終 了 後 に テ ニ ス ク
ラ ブ と し て 再 び 改 築 さ れ た 。  
1 8 8 3 年 か ら 8 4 年 に か け て 、 ハ ン フ リ ー は 隣 接 す る 敷 地 に 新 し
い ホ ー ル を 建 設 し 、 自 社 の オ フ ィ ス を 入 居 さ せ た 。 1 階 部 分 の ホ
ー ル は 在 来 ホ ー ル と の 共 用 も 可 能 で 、 当 初 2 階 と 3 階 は ハ イ ・ ク
ラ ス へ の 賃 貸 、最 上 階 は 芸 術 家 用 の ス タ ジ オ と さ れ た が 実 用 は そ
の 限 り で は な か っ た ら し い 。地 下 に 巨 大 な キ ッ チ ン が あ り 、 食 事
は こ こ か ら 提 供 さ れ た 。日 本 人 村 の 開 催 時 、こ の 新 し い ホ ー ル に
は ス テ ー ジ が 設 け ら れ 、剣 道 や 相 撲 、 芸 人 の 見 世 物 や 歌 舞 音 曲 が
披 露 さ れ た 。 3 0特 に 相 撲 は イ ギ リ ス 人 の 目 に は 、 格 闘 技 に も 関 わ
ら ず ゆ っ く り し た 動 き が 異 様 に 映 っ た よ う で 、新 聞 に は 当 時 ド ル
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リ ー・レ イ ン 劇 場 の 支 配 人 だ っ た オ ー ガ ス タ ス・ハ リ ス（ A u g u s t u s  
H a r r i s ,  1 8 5 2 - 1 8 9 6） が 相 撲 の 動 き を 早 速 上 演 中 の W h i t t i n g t o n  a n d  
h i s  c a t（ 1 8 8 4） に 取 り 入 れ た 。 3 1  
在 来 ホ ー ル の 壁 に は 日 本 人 絵 師 が 富 士 山 を 描 い て い る 。こ こ に
居 住 す る 2 6 人 の 女 子 供 を 含 む 約 1 0 0 人 の 日 本 人 そ の も の を 観 察
す る 趣 向 で あ る 。 ま た 1 0 0 人 の 日 本 人 の 中 に は 漆 器 制 作 、 陶 芸 、
七 宝 焼 き の 釜 、象 牙 や 木 工 の 彫 刻 、螺 鈿 、粘 土 細 工 、提 灯 作 り や
彩 色 、扇 子 作 り 、傘 貼 り 、と い っ た 美 術 工 芸 品 の 職 人 達 に よ る 実
演 が 行 わ れ 、店 頭 に 並 べ ら れ た 製 品 は 販 売 も さ れ て い た 。 絹 や サ
テ ン 、 ち り め ん を 紡 ぎ な が ら 刺 繍 す る 様 子 も 見 る こ と が で き た 。
茶 道 の 所 作 と し て 靴 を 脱 ぎ 、小 さ な 部 屋 に 上 が っ て 正 座 し な け れ
ば な ら な い こ と や 、長 屋 に 置 か れ た 置 物 が つ い に な っ た 風 神 と 雷
神 で あ る と 推 定 さ せ る 細 か い 描 写 な ど 、内 容 を 克 明 に 記 録 し て い
る タ イ ム ズ の 記 事 か ら 、日 本 の 工 芸 品 に 対 す る 理 解 力 と 相 当 な 情
報 確 認 で き る 。序 論 で 述 べ た よ う に イ ギ リ ス に お い て「 モ ノ と し
て の 日 本 」の 浸 透 が い か に 早 か っ た か を 物 語 っ て い る 。ほ か に も
漆 塗 り の 陣 笠 、笏 、農 具 、日 本 刀 や 催 事 用 に 盛 装 し た 馬 な ど 、あ
り と あ ら ゆ る 日 本 の 情 景 が 展 開 し て い た 。  
商 家 の 並 ぶ 通 り の 先 に は 寺 院 が あ り 、 2 人 の 僧 侶 が 読 経 し て い
た 様 子 が 伺 え る 。寺 院 建 築 は 簡 素 な 商 家 に 比 べ て 豪 華 に 作 ら れ て
い た よ う だ 。 話 題 を 呼 ん だ の は 茶 屋 で 、 5 時 の お 茶 を 中 心 に 、 観
覧 者 の 人 気 ス ポ ッ ト と な っ た 。日 本 人 の 女 性 が 給 仕 を し 、こ の お
茶 の 料 金 は 6 ペ ン ス で 、ギ ル バ ー ト や ブ リ ッ ジ マ ン が 記 憶 す る と
お り 、『 ミ カ ド 』の 稽 古 場 に や っ て き た 女 性 が 知 っ て い た 言 葉 と
一 致 す る 。ま た ブ ヒ ク ロ サ ン の 妻 で 、 キ リ ス ト 教 徒 の 日 本 人 「 オ
タ ケ サ ン 」 の 著 書 と さ れ る 『 日 本 、 過 去 と 現 在 （ J a p a n ,  Pa s t  a n d  
P r e s e n t）』と い う 日 本 の 文 化 、風 俗 、宗 教 、政 治 な ど に 関 す る 1 5 0
ペ ー ジ に 及 ぶ 書 籍 が 会 場 で 販 売 さ れ て お り 、こ の 料 金 も 6 ペ ン ス
で あ っ た 。  
                                             




1 8 8 5 年 1 月 2 0 日 の 開 場 か ら 火 災 で 休 止 と な る 5 月 2 日 ま で の
約 3 ヶ 月 あ ま り で 、来 場 者 数 は 2 5 万 人 を 突 破 し た 。閉 場 近 い 1 8 8 7
年 2 月 の 新 聞 に は 来 場 者 が 1 0 0 万 人 に 達 し た と い う 記 事 が あ る 。
3 2開 場 時 間 は 午 前 11 時 か ら 午 後 の 1 0 時 ま で で 、 入 場 料 は 大 人 1
シ リ ン グ 、 子 供 は 半 額 の 6 ペ ン ス だ っ た 。  
入 場 料 と 工 芸 品 の 売 上 を 計 上 し た 収 益 は 相 当 の も の だ っ た と
推 察 さ れ る が 火 災 後 の 追 加 投 資 に 対 し て は 回 収 の 見 通 し が 立 っ
て い な か っ た も の と 見 ら れ 、ブ ヒ ク ロ サ ン は 、経 営 の 行 き 詰 ま り
か ら 1 8 8 7 年 2 月 に 経 営 か ら 身 を 引 き 、 5 0 人 の 日 本 人 を 連 れ て リ
バ プ ー ル へ と 地 方 巡 業 に 出 発 し た 。ナ イ ツ ブ リ ッ ジ を 引 き 継 い だ
会 社 の 方 針 転 換 な ど で 7 月 2 5 日 に 閉 場 す る こ と と な る 。3 3そ の 後
の 展 開 や ブ ヒ ク ロ サ ン の 足 取 り に つ い て は 、詳 し い 松 山 の 著 書 に
譲 り 、こ こ で は 『 ミ カ ド 』 と の 関 連 に 立 ち 戻 っ て そ の 影 響 力 を 中
心 に 論 を す す め る 。  
主 催 者 タ ン ナ ケ ル・ブ ヒ ク ロ サ ン の 周 到 な 下 準 備 が こ の 博 覧 会
の 成 功 要 因 で あ り 、前 宣 伝 は ギ ル バ ー ト の 耳 に も 入 っ て い た で あ
ろ う 。美 術 工 芸 品 に 関 す る 限 り 、そ の 影 響 は 強 く 、関 心 は 非 常 に
高 か っ た 。 手 近 な 「 日 本 」 は 「 良 い 趣 味 」 の 代 名 詞 だ っ た が 、 実
際 の 「 日 本 人 」 に 対 す る 知 識 は 薄 か っ た 。  
日 本 人 の 芸 人 た ち が ロ ン ド ン で 活 躍 を 始 め た の は 、 『 ミ カ ド 』
初 演 の お よ そ 2 0 年 前 で あ る 。 劇 場 に 足 を 運 べ ば 、 1 8 7 0 年 代 後 半
か ら 1 8 8 0 年 代 に か け て は サ ー カ ス や 大 道 芸 の 演 目 と し て 既 に 定
着 し て き た 日 本 人 芸 人 を 目 に す る こ と が で き た 。し か し 彼 ら は あ
く ま で 劇 場 の 舞 台 の 上 で し か 見 る こ と が 出 来 ず 、異 国 趣 味 を 触 発
す る よ う な 暮 ら し ぶ り を 覗 き 見 る こ と は 出 来 な い 。こ の 日 本 人 村
は そ の 未 知 の 部 分 に 光 を 当 て た こ と に よ っ て 大 成 功 を 生 ん だ 。日
本 の 製 品 に 精 通 し て い た ジ ャ ポ ニ ス ト で あ る デ ザ イ ナ ー の ク リ
ス ト フ ァ ー・ド レ ッ サ ー（ C h r i s t o p h e r  D r e s s e r ,  1 8 3 4 - 1 9 0 4）で さ え 、
                                             
3 2  T h e  Ti m e s ,  F eb r ua r y  7 ,  1 8 8 7 .  




こ の 日 本 人 村 で「 商 品 が 小 さ な 店 に 陳 列 さ れ て い く さ ま 」を 見 て
感 嘆 し て い る 。 3 4  
万 博 や 数 多 く の 劇 場 で 見 世 物 芸 を 披 露 し て い た 日 本 の 芸 人 た ち
は 、私 た ち が 想 像 す る 範 囲 を 超 え て 西 洋 の 都 市 に お け る 最 も 身 近
な 日 本 人 だ っ た と 言 え る 。彼 ら は 意 図 的 に 極 端 な「 西 洋 化 し て い
な い 日 本 」を 売 り に し て 、自 分 た ち と 西 洋 を 差 別 化 す る こ と に よ
っ て 興 行 に 成 功 し て い た 。 『 ミ カ ド 』 の 冒 頭 、 皇 太 子 ナ ン キ ・ プ
ー は 三 味 線 を 背 負 っ た 旅 芸 人 の 姿 で 現 れ る が 、そ の 視 覚 的 な 情 報
と 効 果 は 、 観 客 で あ る ロ ン ド ン 市 民 が 2 0 年 来 慣 れ 親 し ん だ 「 日
本 人 」の 姿 で あ り 、異 国 情 緒 あ ふ れ る 劇 の 世 界 へ と 観 客 を 誘 う 装
置 と し て 機 能 し た 。  
風 刺 喜 劇 の 側 面 を 持 つ 『 ミ カ ド 』 に お い て 、 ギ ル バ ー ト の 目 的
は 、「 ど こ に も な い 国 」と 断 っ た 上 で 、 ヴ ィ ク ト リ ア 朝 の 政 治 風
土 に 対 す る 風 刺 を 行 う こ と で あ り 、極 東 の 日 本 を 風 刺 の 対 象 と し
て い た の で は な い 。  
し か し 既 に 日 本 は 大 英 帝 国 に 対 し て 何 ら 政 治 的 影 響 力 の な い 、
極 東 の 小 さ な 島 国 で は な く な り つ つ あ っ た 。後 年 、英 国 政 府 の 伏
見 宮 来 英 に お け る『 ミ カ ド 』上 演 禁 止 令 発 布 に も 政 府 の 姿 勢 が 見
え る 。 ギ ル バ ー ト は 憤 慨 し 、 「 『 ミ カ ド 』 は 中 世 の 日 本 を 描 い た
も の で 現 在 の 日 本 と は 関 わ り を 持 た な い 。デ ン マ ー ク の 王 族 が 訪
英 し た 際 に ハ ム レ ッ ト を 上 演 し て は な ら な い と い う よ う な も の
だ 」 と い う 趣 旨 の 反 論 を 新 聞 に 寄 稿 し て い る 。 3 5  
と は い え 荒 唐 無 稽 で 全 く 架 空 の 国 家 を 創 造 し て は 観 客 が 劇 の 展
開 に つ い て い け な い 。 「 誰 も が 知 っ て い る が 、 よ く は 知 ら な い 」
距 離 感 が 、 劇 を ス ム ー ズ に 展 開 さ せ る こ と に 成 功 し た 。  
こ の 「 日 本 ら し さ 」 の 造 形 が 巧 み に 工 夫 さ れ て い る 。 架 空 の 国
の リ ア リ テ ィ を 生 み 出 す ギ ル バ ー ト の 劇 作 の 仕 掛 け に つ い て 、次
                                             
3 4  デ ー タ ベ ー ス サ イ ト 『 Vi c t o r i a n  L o n d o n』 、 J a p a n e s e  Vi l l a g e の
項 目 。  参 照 年 月 日 ： 2 0 1 6 年 9 月 3 日
h t t p : / / w w w. v i c t o r i a n l o n d o n . o r g / e n t e r t a i n m e n t / j a p a n e s e v i l l a g e . h t m  








第 3 節『ミカド』のジャポニズム①「どこにもない国」  
劇評から見える日本のイメージ  
1885 年 3 月 14 日、サヴォイ劇場で喜歌劇『ミカド』の初日の幕が開い
た。初演直後の劇評に目を通すと、当時の観客の反応とともに、作品の
中にどのような日本のイメージを読み取ったかを窺い知ることができる。 
1885 年 5 月 1 日付の音楽批評紙 The  Month ly  Musica l Record は、この劇
の成功がひとえにサリヴァンの音楽によるものとして評価している。 1  
日本的な音楽が使われているのは序曲と「ミヤサマ」の 2 か所のみで、
で、それは西洋人が慣れ親しんだ 13 の音程に分けた音階、つまり 7 音音
階ではなく、「 23 にも分けた音程」が使用されていると分析している。 
注 目 す べ き は 、 こ の 音 階 の 使 用 箇 所 が き わ め て 限 定 さ れ て 控 え め




 第一の特徴である冒頭の音楽については、シラー（ J ohann Freidr ich von  
Sci l ler ,  1759-1805）の独語訳に、ウェーバー（ Car l Mar ia  Fir edr ich Erns t von  




 第 2 の曲「ミヤサマ」については、ナイツブリッジの日本人村の影響
を 示 唆 し 、 「 低 い 声 で 恭 し く ぶ つ ぶ つ 日 本 語 を 言 う （ l ow reverent ia l  






                                                      




次に視 覚的な イ メージ を 占める 舞台 装 置と衣裳に つ いての評価を 検
証する。  
 The Theatre では、記者のウィリアム・キングストンが長めの劇評の末
尾で舞台の日本らしさについて、「重要な要因」として舞台装置を挙げ
て絶賛している。 2  
 ホーズ・クレイヴン（ Hawes Craven）の 1 幕の水彩画が残っており（図
1−1）、ドレス・リハーサルを行った際の舞台写真も現存している（図
1−2、 1−3）。  










But  they a re unbecomi ng to men and women a l ike ― especia l ly to the la t ter ,  
whom they conver t  for  nonce into shapele ss  nondescr ipts .  In fact,  they  
ob l i tera te  the na tura l  dis tinct ions  between  the sexes,  i mpar t ing to t he  
pret ties t  gi r l’ s  f igure the seemi ng of  a  bol ster  loosely wrapped up in a  
dress ing-gown.  Love or  hate  in connect i on wi th an ob ject  so ungraceful  a s  






                                                      













衣裳に関しては、初日の劇評を出している Times も触れている。  
 
The robe of  t he Br it i sh peer s  in  Io lan the  have been exchanged for  the f l owing  
draper ies  of  Da imi os ,  the academic  gowns  of  Princess  Ida ’s  
fe l low-col legia tes have bee n la id a s ide for  t ight  ski r t s,  long s leeves ,  and the  
cur ious  bus t le  which,  by the way,  i s  in r ea li ty  a  shawl  which Japanese ladies  
unfold and s i t  upon when s o incl ined.  Let  i t  be  acknowledged a t  once tha t  
these dresses  ar e  as  gorgeous  and exqui si te ly col ou red a s  they are  
scrupulous ly corr ect ,  tha t they worn,  moreover  by the actor s  and actr esses  











                                                      


















緬を使っている。」 5とあり、やはりブリッジマンの記述と一致する。  
男性の衣裳はウィルヘルム（ Will ia m Char les J ohn Pi tcher  Wilhel m,  1858  









                                                      
4  Jane W.  Stedman,  W.S.  Gilber t:  A class ic  V ictor ian  and  his  theatre ,  U.K. ,  
Oxford uni ver si ty press,  1996 , p.224 .  
5  倉田喜弘『 1885 年ロンドン日本人村』朝日新聞社 、 1 98 3 年、 1 5 1 頁。 
6  データベース『 Gilber t  & Sul l ivan Achieve』掲載記事を参照。 François  
Cel lier  & Cunni ngha m Br idgeman,  Gi lber t  and Su l l ivan  and  Their  Operas ,  
Li t t le,  Brown and Company,  1914.  参照年月日： 2016 年 9 月 10 日  




ILN に掲載された『ミカド』の挿絵は、 ヘンリー・ラドロー（ Henry  
Stephen Ludl ow,  1861-1925）の手になるものである。 7この絵（図 2−1）
と、ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館に所蔵されている俳優の























                                                      
7  The  I l lus tra ted London  News ,  Apr i l  4 ,  1885.  
8  Stedma n,  op,  c i t . ,  p.226 .  
9  米今由希子・佐々木啓「 19 世紀後半のイギリス演劇のみる日本の服飾」
『日本女子大学大学院紀要』第 18 号、日本女子大学家政学研究所・人間
生活研究科、 2012 年。  



































                                                      




















を得て、「どこにもない日本（ never -never- Japan）」を舞台に設定した。
1 3この作品自体が法治国家である現在のイギリスのパロディになるよう
に仕組んだのである。その痕跡は完成した「ミカド」にも窺い知ること





しようとしていた」 1 4。加えて『ミカド』が 12 回の改訂を経て、作品の
舞台をナガサキから架空のティティプに移したと述べている。  
                                                      
1 2  Stedma n,  op,  c i t . ,  p.225 .  
1 3  Audrey Wil l ia mson,  G i lbe r t and  Su ll ivan Opera:  A New Assessment ,  
Mar ion Boyar s.UK,  1983 ,  p.142 .  






を後世の逸話だと断言している。 1 5『ミカド』初日の 1885 年 3 月 14 日









 そ の 部 分 で 日 本 刀 を 「 両 手 で し っ か り と 握 れ る 剣 (double-handed  
sword ,wi th a  gr ip admit t ing of  two dis t inct  appl ica t ions  of  st r ength )」と形
容している。19 世紀末のイギリスで、西洋式の sword とは、通常片手持













                                                      
1 5  Will ia mson,  op .  c i t . ,  p.141.  










































しめでたしで幕となる（ 2 幕）。  
 
批評家たちは共通して、成功の要因は舞台の「日本らしさ」であり、
















ーダー朝の王侯貴族の衣裳を連想しやすい。 1 8  





                                                      
1 7  Ib id.  












一方でイギリスでの和服の認知は意外に遅い。1885 年 5 月のインタ
ビューの段階ではギルバートも Japanese robe と呼んでいることからも、
「キモノ」はまさに「ミカド」によって着物が宣伝され、リバティが販
売することで普及したことを示している。  







Ente r NANKI-POO in grea t  exc i tement.  He  carries  a  na t ive  gui tar  on  h is back  
and bundle  of  ba l lads in h is  ob i.  
（ナンキ・プーがひどく興奮して入ってくる。彼は三味線を背負い、手
には歌詞集を持っている。）（小谷野敦訳） 2 0  
 
                                                      
1 9  猪瀬直樹『ミカドの肖像』小学館、 1986 年、 535 頁（ 2005 年版）。  
2 0  ウィリアム・シュウェンク  ギルバート『喜歌劇ミカド ―十九世紀英
国人がみた日本』小谷野敦訳、中央公論新社、 2002 年。以降、特に注を
設けない場合、「ミカド」テキストの日本語訳は小谷野敦訳、テキスト
の原語引用は Ian Bradley ,  The  annotated  Gi lber t  and  Su l livan,  Penguin 





















 1884 年に E.W.ゴドウィン（ Edward Wil l iam Godwi n,  1833 -1886）をデ
ザイナー兼コンサルタントとして迎え、婦人服部門を立ち上げ、10 年足
らずでトータルコーディネートの店に発展した。ゴドウィンと女優エレ
ン・テリー（ Da me Ellen Terry,  1847-1928）の長男は 20 世紀初頭を代表
する演出家で演劇理論家のゴードン・クレイグ（ Edward Henry Gordon  






                                                      
2 1  Bradley,  op , c i t . ,  p.260.  




ウィンは、唯美主義を共有する友人のオスカー・ワイルド（ Oscar  Finga l  


























                                                      
2 3  小野文子『美の交流 ―イギリスのジャポニスム ―』技報堂、 2 00 8 年、
33、 37—39 頁。  































                                                      
2 5  内藤高『明治の音  西洋人が聴いた近代日本』中央公論社、 2005 年、
46 頁。  
2 6  同書、 46 頁。  




新政府軍、すなわち東征軍は 1868 年 3 月 8 日（慶応 4 年 2 月 15 日）
に京都を出発、約 2 ヶ月後に江戸城に入城している。東海道を進軍する
際歌われたとされる「宮さん」は、西洋式の軍楽隊用に作曲された音楽













イギリスの外交官アルジャーノン・ミットフォード（ Algernon Bar tra m 
Mit ford,  1837-1916）は、明治維新期の日本に滞在し外交官として活躍し
た人物である。3 月 12 日に京都から大坂へ戻っており、東征軍の進軍を
目撃した可能性の高い希少な外国人である。   
 帰英後はリズリーデイル卿として建設相や下院議員を歴任した。来日
中から日本語を猛勉強し、通訳を勤めるほど堪能だった彼は、1871 年に
『昔の日本の物語（ Tale s Old Japan）』を発表している。 1883 年にナイ
トに叙せられたサリヴァンが、社交界で「日本通」として知られるミッ
トフォードに作曲のヒントを求めても不思議はない。サリヴァンの 1885
年 1 月 6 日の日記には、彼が「ミットフォードに会いに行き、いくつか
の日本の音楽の楽句を教わった」との記述が見られる。 2 8『ミカド』の
                                                      
2 8  三井徹・松本順子「ユニオン・ジャックをまとったミカド：〈宮さん〉
と〈ミヤサマ〉」金沢大学教育学部紀要  人文・社会科学編』54、金沢大




初の歌稽古は 1885 年 1 月 27 日の夜であるから、 2 9サリヴァンも切迫
した状況にあった。  
一方でギルバートからミットフォードに宛てた手紙もある。「ミカド」
の初日から 3 日後の 3 月 17 日に、日本に滞在経験のあるヨーロッパ人か
ら舞台の「日本らしさ」を賞賛されたことに触れ、ミットフォードに「か
けがえのない感謝の念」を述べている。 3 0  
ナイトの称号のないギルバートと、大臣経験者クラスのミットフォー
ドは、社交界に精通したサリヴァンが介在していなければ交流は難しい。 



















                                                      
2 9  Stedma n,  op,  c i t . ,  p223.  
3 0  Ib id.  









言葉を調節した。結果として “Mi-ya -san”に代えて “Mi-ya- sa- ma”を選び、
“On n’ m- ma no”のようにフレーズが 1 小節分の長さを保つような工夫を
し、“Nan-gia-na”の “ na”がスラーをかけて 5 拍も伸ばされたため、「音楽




後の “ ton-ya-ré-na”の後 に感嘆符 ではな く疑問符を付け ているの は 、
「何じゃいな」という問答で進行する歌であることを誰かに教わったか














                                                      
3 2  同書、 29 頁。  






転載元： Gilber t  and Sul l ivan Archive  
参照年月日 2016 年 9 月 10 日 ht tp: / /dia mond.boisesta te .edu/ gas / index .ht ml  
 
【図 1—1】クレイヴンによるデザイン画（ 1 幕）  
 
 






【図 2—1】 ILN に掲載されたイラスト  
   









【図 3—1】  リバティ百貨店の宣伝  
   







第 4 節  『ミカド』のジャポニズム②テキストの創造  
スペルに隠された秘密  
 『ミカド』のリアリティを構築している要素について一つずつ摘出し、





・売春女の表象＝ Cat と芸者 Geisha の造語。 1  
・くしゃみのオノマトペ。  




として、ヘンリーの妻、キャサリン語源説を有力視している。 2  
 キャサリンは、ヘンリー８世の最初の妻だが、メアリ（後のメアリ１
世。ブラッディ・マリーとも呼ばれる。Mary I ,  Mary Tudor，1516-1558）
を産んだ後は長子に恵まれず、一方的に離縁されて、侍女のアン・ブー
リン（ Anne Boleyn，1507?-  1536）が跡目に収まるという屈辱を味わった
悲運の王女である。  
 ヘンリー 8 世、キャサリン、アン・ブーリンの三人をモデルにしたと






                                                 
1  ウィリアム・シュウェンク  ギルバート『喜歌劇ミカド―十九世紀英
国人がみた日本』小谷野敦訳、中央公論新社、 2002 年、 149 頁。  
2  Jane W. Stedman, W.S. Gilbert:  A c lassic Victor ian and his 















 なお、キャサリンはスペイン名を Cata l ina  de Araón、英語表記でも
Kather ine,Kathar ine,または Kathar ina と研究者の間でも表記が揺れている
が、Kat isha と文字の配列から判断すれば、似通っていることは容易に判














                                                 












マンマ」）4、ピッティ・シンは pret ty thing から、などとする文献もある
が、どれも確固たる証拠はない。  
サリヴァンが脚本の完成前に書き上げ、稽古に入った曲は「学校帰り











50 年を記念して地元のオペラ団体が『ミカド』を上演したほどだ。 5  
秩父事件とは、 1884 年（明治 17 年）、秩父地方の困民党や自由党員
を中心とした数千人の農民が、負債の減免などを求めて起こした大規模
な蜂起のことである。11 月 1 日に武装農民が結集し、埼玉県当局の憲兵
                                                 
4  金山亮太『サヴォイ・オペラへの招待 ―サムライ、ゲイシャを生んだ
もの ―』新潟大学大学院現代社会文化研究科、新潟日報事業社、 2010
年、 52 頁。  
5  『「ちちぶオペラについて」ちちぶオペラ公式サイト』、参照年月




隊を破った。その後東京鎮台兵 2 個大隊が出動し、5 日には鎮圧された。







宮澤がこの問題について言及している。6秩父事件は 1884 年 11 月のこと




ない。1915 年まで秩父地方の自治体名も大宮町（おおみやまち）である。  
一方で、宮澤はギルバートが秩父という固有名詞を認識していた確証
として、吹奏楽の作曲家として有名なジェームス・オードヒューム（ Ja mes  






ギルバ ート自 身 はテ ィ ティプと いう名称にど れ ほど愛着があ ったか
は分からない。しかしギルバートの晩年に執筆され、子供向けの絵本と




                                                 














父事件を引き起こすことにも繋がった。 7  





り 1884 年 5 月以降、プロットに着手した段階で、着物に関する情報はギ
ルバートや制作陣のあいだで大いに飛び交っていたと推察される。その
中で秩父を具体的な場所としてよりも、音の響きを採用したという仮説









                                                 
7  ちちぶ銘仙館ホームページ、参照年月日： 2016 年 9 月 3 日。  




①  第一幕の冒頭の貴族のコーラス  
 
Japanese nobles discovered s tanding and s it t ing in a t t itudes  sugges ted by  





CHORUS OF NOBLES.  
If  you want  to know who we are,  
    We are  gent lemen of  Japan:  
On many a  va se and jar  –  
    On many a  screen and fan,  
      We f igure in l ively pa int  –  
      Our a t t itude’ s queer  and qua int  –  
      You’re  wrong i f  you thi nk i t  a in’ t ,  oh!  
 
貴族たち  我々が誰かご存じか、  
  われらこそ日本の紳士。  
  たくさんの瓶と水差しに ―  
  たくさんの襖と扇に、  
われらは生き生きと描かれている。  
われらの仕種は奇妙で古風 ―  
そう思わないなら、そちらがおかしい、ああ！  
 
I f  you think we a re worked by st r ings ,  
    Like a  Japanese mar ionet te ,  
 You don’ t  under s tand these things :  
    I t  is  si mply Cour t e t iquet te .  




      Can’ t  keep i t  up al l  day long?  
























                                                 
8  3 節に引き続き、日本語訳は特に注を設けない場合、ウィリアム・シ
ュウェンク・ギルバート『喜歌劇ミカド―十九世紀英国人がみた日本』
（小谷野敦訳、中央公論新社、 2002 年）を、テキストの原語引用は
Ian Bradley  ,  The annotated Gilbert  and Sul livan, Penguin Books, 
1982.を用いる。引用の最後部の数字は行数を示す。  






























                                                 
9  岡本隆司『ラザフォード・オルコック ―東アジアと大英帝国』株式会
社ウェッジ、 2012 年、 21 頁。  
1 0  岡本、前掲書、 158 頁。  































KO.  (…)But  my br ide and her  si s ter s  approach,  and any l i t t le  compl i ment  
                                                 
1 2  渡辺俊夫・菊池裕子「英国における日本美術の発見」東京大学出版
会編『日英交流史 1600-2000  ５』東京大学出版会、 2001 年、 345 頁。  




on your  par t,  such a s an ab ject grovel  in character i s tic  Japanes e  























NANK.  But  I  would wa i t unt i l  you were of  age!  
YUM.  You forget  tha t in Japan gi r l s  do not  a rr ive at  year s of  discret ion  
unt i l  they are  f i f ty.  
NANK. True;  from seventeen to for ty -nine  are cons idered year s of  
                                                 






ナンキ  それなら君が大人になるまで待つよ！  















④  ナンキ・プーは、斬首を受け入れるのを条件に、1 か月だけのヤムヤ  
  ムとの結婚を選んだ。これをココが皆に公表しようとすると、人々     
   とプーバーがタイミングよく現れる。  
 
POOH. To a sk you wha t you mean to do we punct ua lly appear .  
KO.  Congra tula te  me,  gent leman,  I’ve found a  Volunteer !  
ALL.  The Japanese equiva lent  for  Hea r ,  Hea r ,  Hear !  
KO.  ( presen ting h im ) .  ‘Tis  Nanki -poo!  
ALL.  Ha il ,  Nanki -poo! 1 5  
 
                                                 




プー  貴殿が何を企んでいるか尋ねるためにわれわれはタイミング  
よく現れたのです。  
  ココ  喜んでくれ、紳士諸君、わしは志願者を見つけたぞ！  
  全員  日本語で、謹聴、謹聴、謹聴！  
  ココ  （紹介して）これがナンキ・プーじゃ！  








引用部末尾に “Ha i l”という語があるが、人々はいわゆる「生贄」に名乗
り出たナンキ・プーに対して礼賛の言葉として叫んでいる。小谷野訳で
は「万歳」とされているが、1 6‘Ban-za i’はギルバートの死後出版された子
供向けの散文作品『ミカド物語（ The S tory  of  the Mikado）』（ 1921）に、
ココの死刑執行人就任を歓迎するティティプ市民の歓声として用いてい






I f  I  were to  wi thdraw from Japan , and travel  in  Europe for  a  couple  year s ,  
I  might  cont r ive to forget  her . 1 8   
（おそらく、結局は、僕が日本を離れて二年ばかりヨーロッパを旅
                                                 
1 6  小谷野、前掲書、 62 頁。  
1 7  宮澤、前掲書、 312 頁。  















KAT.       He is  the son of   your－（こいつは息子だ、お前らの ―）  
 
        (NANKI-POO,  YUM -YUM, and  CHORUS,  in terrup t ing ,  
                s ing Japanese words ,  to  drown her  vo ice .）  
    （ナンキ・プー、ヤム・ヤム、そしてコーラスが、日本語の言  
葉で彼女の声を聞こえなくするために遮る）  
 
                   O  ni !  bikkur i  shakkur i to!  
KAT.       In va in you inter rupt  wi th this  tornado!  
     （そんなに騒いで遮っても無駄だ！）  
            He is  the onl y son of  your－  
      （こいつはただ一人の息子、お前らの ―）  
ALL.                 O  ni !  bikkur i  shakkur i to!  
KAT.       I’ l l  spoi l―（台無しにしてやる ―）  
ALL.                 O  ni !  bikkur i  shakkur i to!  
KAT.                          Of your―（彼は息子 ―）  
ALL.                 O  ni !  bikkur i  shakkur i to!  




ALL.                 O  ni !  bikkur i  shakkur i to!  oya !  oya ! 1 9  
 




版）』（小学館、2001 年）にも方言として掲載されている。 2 0猪瀬 (1986)
は「オニ」は掛け声の「おおさ」を聞き間違えたもので、「鬼」ではな








YUM.  Yes ,  I  a m indeed beaut i ful !  S omet i mes  I  s i t  and wonder ,  in my 
ar t less  Japanese way,  why i t  is  tha t I  a m so much more at tract ive than 
anybody else in the whole wor ld.  2 2  
 
ヤム  ほんとう、わたしとってもきれいだわ！時々わたし、日本風    






                                                 
1 9  The  Mikado,  Act1,817-832 ,  
2 0  金山、前掲書、 53-54 頁。  
2 1  猪瀬、前掲書、 432 頁。  








⑦  1 か月という短い結婚生活を嘆くヤムヤムに、ナンキ・プーは「これ




KO.  I’ve jus t  ascer ta ined tha t,  by Mikado’ s  Law,  when a  marr ied man is  
























の恐怖を煽ったのが、エドガー・アランポー（ Edga r Al lan Poe,1809-  1849）
の小説『早すぎた埋葬 (The  Premature  Bur ia l )』 (1844）である。イギリス
では安全装置の付いた「安全棺」の開発や「生者の埋葬を防止するため








⑧  ミカドとカティシャの行列が舞台に入ってくる。  
 
CHORUS.         Miya sa ma , Miya  sa ma,  
                  On n’m- ma  no mayé  ni  
                  Pir a-Pira  suru no wa  
                  Nan gia  na  









                                                 
2 3  『 Prema ture Bur ia l In The Nineteenth Cent ury』、参照年月日： 2016 年
9 月 3 日  
ht tp: / /www. members .t r ipod.com/Despi teThis / dea th/prebur .ht m  





1)  宮さん宮さんお馬の前に  






































 皆お主の爲め故ぢや  















“Outsu Sé mis i Ka mini” ,  O Ming,  si  mon corps  es t  esclave,  
“Tayéné  ba  Haréï té” S’ il  ne peut  b r i ser  son ent raves ,  
“Asa  Nagekuki mi  Saka r ii te” ,  Par  des  rêves  d’amour  bercée,  
“Waga  Korou Kimi” ,  Ver s toi  s’ evole  ma  pensée.  
(cont inuant  sa  lecture )  
“Waga  Koin Kimizo Kizonou” , Dans  I’humble nid de ma  tendresse,  
                                                 
2 5  小村公次『徹底検証・日本の軍歌 ―戦争の時代と音楽』学習の友


















うつせみし  神に堪えねば  離れ居て  朝嘆く君  放り居て  我恋ふる
君  玉ならば  手に巻き持ちて  衣ならば  脱く時もなく  我が恋ふる  
君ぞ昨夜
き ぞ







Chœur:  Premier s  dessus  ( dans  la  cou l isse )  
Ana ta  wadô  nasa ï  mas i ta !  
Ana ta  wadô  nasa ï  mas i ta !  
Kouni ts i  wa  yoï  ten Kidé gozaï  ma  sou.  
Kouni ts i  wa  yoï  ten Kidé gozaï  ma  sou!  
                                                 
2 6  Louis  Gal le t ,  La Princesse jaune ,  booklet  ed i t by Genevie  Helsby, 





コルネ リスが 妄 想し て いる中で 登場する日本 の 町の情景で、 遠くで
人々が交わす挨拶とされている。「あなたはどうなさいました？今日は
良い天気でございます」という日本語ではかなり異様な趣はある。しか
し フ ラ ン ス 語 で ‘Comme çava? I’ l  fa i t  beau. ’  英 語 で も ‘How a re  you?  













KO. I  seized hi m by his  l i t t le  pig- ta i l ,  
       And on his  knees  fel l  he ,  
         As  he squi r med and s t ruggled,  
      And gurgled and guggled,  
     I  dr ew my snicker snee! 2 7  
 
ココ  彼奴の小さな辮髪を掴み、  
 膝を突かせました、  
 彼奴は叫び、もがき、  
 喉をゴボゴボ、ゴクゴク言わせました、  
                                                 




 私は自分の短刀を引き抜きました！  
 
pig- ta i l とは現在では辮髪のことである。小谷野の翻訳でも「辮髪」と
訳されている。清朝時代の男性の頭髪として定着していた。男子の頭髪
の一部を剃り落し、残りを編んで長く後ろへ垂らした髪型で、古くから


















the  s trange- looking cur led bag a t the top of  his  head was  intended to enclose  






                                                 
2 8  広辞苑 2008 電子版。  





と辮髪を区別なく pig- tai l と認識していたことになる。従って「辮髪」は
誤解を生む翻訳である。  









MIK.  Yes ; would i t  be  trounbl ing you too much i f  I  a sked you to produce  
hi m? He goes  by na me of  ―  
KAT. Nanki -Poo.  
MIK. Nanki -poo.  
KO.  I t’ s qui te  ea sy. Tha t  is ,  i t’ s ra ther  di ff i cul t .  In point  of  fact ,  he’ s  
gone abroad!  
MIK. Gone abroad!  His  address .  
KO.  Knightsbr idge!  
KAT. ( who is read ing  ce rt i f ica te  of  dea th ) .  Ha! 3 1  
 
  ミカド  そうじゃ。息子を捜し出してくれんかな？こう名乗ってお  
るそうじゃ ―  
  カテ  ナンキ・プー。  
ミカド  ナンキ・プー。  
ココ  それはたやすいこと。いや、難しいと申すべきですか。実  
を申しますと、殿下は外国へ行かれてしまいまして！  
                                                 
3 0  Bradley,  op , c i t . ,  p.328.  




  ミカド  外国へ！してその住所は。  
  ココ  ナイツブリッジ！  


























                                                 




POOH. No, of  cour se we couldn’ t te l l  who the  gent leman r ea l ly was.  
PITTI.  I t  wasn’ t wr i tten on his  forehead,  you know.  
KO.  I t  mi ght  have been on his  pocket -handkerchief ,  but  Japanese don’ t  
use pocket -handkerchiefs !  Ha ! ha !  ha !  
 
プー  はい、むろんあのお方がどなたであるかなど一向存じませず。 





























MIK.  Yes.  Somet hing l inger ing,  wi th boi l ing oi l  in i t ,  I  fancy.  
Something of  tha t  sor t .  I  think boi l ing oi l  occur s  in i t ,  but  I’ m 
not  sure .  I  know i t’ s  somethi ng humorous ,  but  l inger ing,  wi th  
ei ther  boi l ing oi l  or  mel ted lead.  Come,  come , don’ t  f r et  ― I’ m 
not  b i t  angry. 3 3  
 










の刑」を制定した王がいる。ヘンリー 8 世だ。  
処刑マニアの権力者という『ミカド』の初期設定に関わる部分である。
「釜茹での刑」は、 1531 年にヘンリー 8 世が、ロチェスター大聖堂の料
理人リチャード･ルースによる無差別毒殺事件に対して制定したといわ
れる。 1532 年 4 月 15 日にロンドン市内中央に大釜が設置されルースは
公開処刑された。ヘンリー 8 世がキャサリンとの離婚問題でトマス・モ
アとともに離婚を認めないジョン・フィッシャー司教（ J ohn Fisher ,  1469 -
1535）に対する暗殺計画をカムフラージュする意図があったとも言われ
ている。暗殺は失敗したが、最終的にヘンリー 8 世はフィッシャーをロ
ンドン塔内に監禁し、斬首している。1547 年にエドワード 6 世が即位す
                                                 
3 3  The  Mikado,  Act2,  527-530.  































こうした動きは演劇にも押し寄せた。『ミカド』初演から 2 年後の 1887
年、アンドレ・アントワーヌ（ André  Antoi ne 1858-1943）がパリに自由劇




ルガー（ Edward Will ia m Elgar ,1857-1934）やホルストの登場まで、大陸
                                                 
1  金山亮太『サヴォイ・オペラへの招待―サムライ、ゲイシャを生んだ
































                                                 




























 ただし 1886 年（明治 19 年）2 月 18 日付の東京横浜毎日新聞には、熊
本出身の軽業師の一座 12 名が 1 年前にシベリアに向けて出発し、ウラ
                                                 
3  スタニスラフスキー『芸術におけるわが生涯』蔵原惟人・江川卓共
訳、岩波書店、 2008 年、 188-191 頁。  
4  中本、前掲書、 26 頁。  
5  大島幹雄『明治のサーカス芸人はなぜロシアに消えたのか』祥伝社、

































































                                                 
6  スタニスラフスキー『芸術におけるわが生涯』（上）、蔵原惟人、江
































                                                 






























れるようになったことである。 1 0  
                                                 
8  同書、 185 頁。  
9  同書、 185 頁。  
















ネ ヴ ァ ・ ネ ヴ ァ ・ ラ ン ド
」のはずであったが、いまや国際社会にくっきりとし











                                                 
1 1  同書、 190 頁。  




【第 3 章】ベラスコと『蝶々夫人』  
 
第 1 節 ミンストレル・ショーとイエローフェイス  
『ミカド』と『ミッキー・ドゥ』  
『ミカド』は英語圏の新しい巨大マーケット、アメリカでもイギリスと同様
の人気を博した。ボストンでは 1886 年の春までに『ミカド』の上演が 6 つの
団体やバージョンで行われていた。2 つはロンドン、サヴォイ劇場の主宰する
ドイリーカート劇団の公式な公演、さらに 2 つは Keith’s dime museum lecture 
hall で交互に短縮版を一日に複数回上演するもの、そして極めて小さなミュー
ジカルに仕立て直して上演する団体と、The High Card-Oh というバーレスク、
つまりパロディの寸劇の形で上演した。 1 
1886 年の 1 年間で、さらなる特筆すべき『ミカド』の派生上演は、バーレス
ク『ミッキー・ドゥ (Micky-Doo)』や、ミンストレル・ショーの『ブラック・ミ
カド(Black Mikado)』、そしてかつて 1860 年代に一世を風靡した『ブラック・
クロック (The Black Crook)』（crook は「曲がった」「杖」という意味）の壮麗な
ショーを取り入れたバレエ・バージョンだった。  






ーラースケート・コンテスト」、「トキオ・フィート・ナイト (Tokyo Fete Nights)」
と呼ばれる夏祭りが行われ、提灯や花火で彩られる中、『トキオ・マズルカ
（Tokio Mazurka）』『戦の音楽 (The Japanese War March)』、さらに『皇宮警察 (The 
Mikado’s Festival Patrol of the Japs)』などが奏された。  
 こうした催しは 19 世紀末期のアメリカ特有の見世物小屋というべき「ダイ
ム・ミュージアム」の貴重な収入源であった。見世物小屋の出し物の常である
                                             






 アンダーソンの著書  Enter a Samurai ではバーレスクと紹介されていた『ミ
ッキー・ドゥ』だが、John Dislikes は Opera in America で、ミンストレル・シ
ョーと紹介している。ポスターが掲載されており、顔を黒く塗った人物たちが
着物らしき衣類を身にまとい、歌い踊っている。中央左の女性の着物には YAM 
YAM、中央右の男性には KO KO と書かれており、すでにタイトルや描かれた
人物たちの様相からも明らかではあるが、『ミカド』のパロディであることを
表している（図 4）。なおポスターを見る限り、Mickey ではなく Micky と綴ら
れている。  
 歌い踊る 6 人の人物の顔は全て黒く、唇も厚く描かれている。加えてポス

















                                             
2 Ibid, p.257.  





 Mickey は男性の名前 Michel だが、英国で Mickey や Mick はアイルランド
系の人々にとっては人種差別的語感がある。彼らのファミリーネームが、
Mc-や Mac-で始まることが多く「ミッキー」とあだ名されることが多いから
だそうである。“take the mickey out of someone”（「mickey を取る」）というス
ラングはイギリスで「からかう」を意味する。Mickey Finn といえば相手の飲
み物にこっそり混ぜる薬物 4のことを指す。  


















                                             
4 電子版ジーニアス英和辞典  第 4 版  大修館書店、2009 年、Oxford Advanced 
learner’s Dictionary 7 th edition, 2005 などを参考にした。  
5 楠原（斎藤）偕子「19 世紀アメリカのポピュラー・シアター  : 生成期のミ
ンストレル・ショウ  : 演劇的仕掛けとアイデンティティ形成」『美學美術史
論集』17、成城大学、2008 年、96 頁。  








マス・ライス (Thomas Rice, 1806-1860)が 1830 年前後に始めたものが起源で、
ダン・エメット (Daniel Decatur Emmett, 1815-1904)率いる一団が、アメリカ巡業





















                                             
7 有泉学宙『アフリカ系アメリカ人演劇の展開』鼎書房、2004 年、11 頁。  
8 同書、14 頁。  









(1850)や『主人は冷たい土の中 (Massa's in De Cold Ground)』 (1852)など、のち

















トムの小屋 (Uncle Tom’s Cabin)』(1852)のトムを初めて演じた黒人俳優サム・ル
ーカス (Sam Lucas, 1848-1916)や、ユージーン・オニール (Eugene O’Neill, 1888-
1953)の『皇帝ジョーンズ (The Emperor Jones)』(1920)でブロードウェイの舞台
                                             
10 中地幸「アメリカのジャポニスム演劇・文化とその背景」『ジャポニスム
研究』34 別冊、ジャポニスム学会、2015 年、97 頁。  
11 同書、111 頁。  




に出演した黒人俳優第１号のチャールズ・ギルピン (Charles Gilpin, 1878-1930)
などがいたが、いずれも極めて稀な存在で、その成功も長続きしなかった。  











 全員黒人の旅回り一座は他にも代表的なものに The Policy Players と名付け
た「黒人の演者」による各種の踊りや歌を取り揃えた「ラグタイム・ミュージ
カル・コメディ」という出し物などが挙げられる。  











 1890 年代にスタンダードなオペラをレパートリーとしていた the Afro 
                                             




American-Opera Company は経済的援助がなかったために失敗に終わった。  



























                                             




 マンハッタンやブルックリンの小劇場における全演目の 10 パーセントを占
めていたのが、Frisco-Chinese school of dramatic literatur e と呼ばれるジャンル











While Frisco Burns  
Midnight in Chinatown  
Night in Chinatown  
The King of the Opium Ring  
The Queen of Chinatown  
Queen of the White Slave  
Slaves of Opium  
Slave of the Orient  
Drugged  
Rescued from Highbinder  





                                             































                                             
16 “Chas.E. Blaney’s The Chinese –American Sensation. King of the Opium Ring”, 
Academy of Music , New York, January 9, 1900.  













This play … takes the theatregoer into the heart of the only real Chinatown in America. 
Its characters are thoroughly human; therefore, they cannot be wholly and truly moral. 
The story deals with the lives of the lowly. … No attempt is made to introduce hi gh 
art and moral teaching, while upholding the virtues of the sinners. Care has been 













わらず、川上一座をこうした Frisco-Chinese Melodrama が非難の的にしていた
                                             
18 電子版ジーニアス英和辞典第 4 版、大修館書店、2009 年。  
19 Anderson, op. cit., p.342.  













 宇沢（2008）によれば、イエローフェイスには 2 つの潮流がある。  
 
①  異国的情緒あふれるロマンティックなアジア表象の一環としての異人種装。 













                                             
21 宇沢美子「イエローフェイスに見るアメリカン・オリエンタリズム研究」
『科学研究費補助金研究成果報告書』慶應義塾大学学術情報リポジトリ、
2008 年。参照年月日：2016 年 8 月 10 日  
http://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/download.php/KAKEN  










 これを補う形でもう一つの潮流として宇沢は②を挙げ、1907 年  に新聞コラ
ムニストとして登場した疑似日本人キャラクター、ハシムラ東郷や、白人声優
エディ・ホールデンが 1920 年代後半から 30 年代にかけて人気を博したラジオ
番組「フランク・ワタナベとオナラブル・アーチー」で演じたラジオ・パーソ


















                                             
23 同書。  




























【図 4】ミンストレル・ショーの『ミッキー・ドゥ』  
YAM YAM（中央左）と KOKO（中央右）  
掲載元：John Dizikes, Opera in America, Yale University, 1993, p205.  
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第 2 節  アメリカのジャポニズム演劇  
ジャパニーズ・トミー  




間前、売り出し中の人気俳優ジョゼフ・ジェファーソン 3 世（ J os eph  




（ T he  Tyco on ;  o r  Yo un g  A mer ic a  i n  J ap an）』に主演し、タイトルロール
を演じている。  
これに呼応したようにドイツ人の一座がニューヨークの安酒場や
安宿の多く立ち並ぶバワリー通り（ t he  B ower y）に建つ St a d t  Thea t r e
で『ニューヨークの日本人（ D ie  J ap an ese n  i n  Ne w Yo rk）』を上演し、
クリスティー・ミンストレル一座（ C h r i s ty  M in s t re l  C om pa ny）が、ニ
ブロ・コンサート・サルーン（ N i b l o’ s  C once r t  Sa l oo n）でミンストレ





の甥で、若干 1 6 歳で通詞見習いとして遣米使節に同行していた。  
英語も上達が早く、明るい性格の好青年はアメリカの若い女性たち
に極めて人気があった（図 5）。  
「トミー（ To m my）」という愛称で親しまれ、まるで現代の「アイ
ドル」のように扱われた彼を歌った『トミー・ポルカ ( Tomm y  Po lka )』
が作曲され、広く歌われた（図 6）。  
                                                 
1  J os eph  L .  Ande r s on ,  En te r  a  S am ur a i ,  U. S . A. ,  W hea t mar k ,  p . 62 .  
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ポルカの楽譜の表紙に描かれた斧次郎のイメージは鮮烈だったよ
うで、すぐにブライアント・ミンストレル一座（ B r ya nt ’ s  M i ns t r e l s）
が風刺劇を上演している。  
18 60 年代を通して「ジャパニーズ・トミー」という芸名で活躍をし
たミンストレル・ショーの役者がいた（図 7）。  
トーマス・ディルワード（ T ho ma s  D i l war d ,  1 84 0 - 19 0 2）は、アフリ











物を着た日本人たち（ T he  J ap a nes e  i n  Th e i r  S un da y  Cl o the s）』などの
寸劇を生んだ。こうした軽業師たちの形成したイメージは、1 8 75 年ご
ろ以降「ジョリー・ジャップ（ J o l l y  J a p）」というステレオタイプ的な
人物を生み出し、次第にバーレスクや笑劇などに登場するようになる。
例えば『東京市長（ Th e  M ayo r  o f  Tok io）』と題された「茶番劇風オペ
ラ」には、市長コウ・トウ（ K ow To w）というジョリー・ジャップが
登場する。アンダーソンによれば、現代にそのステレオタイプ的な役
柄をとどめている役こそ、『ミカド』の最高執政官にして首切り役人
のココ K o- K o である。 3  
サンフランシスコは日本に関連する舞台が多数作られた地である。
18 99 年川上一座が訪れる数か月前、チボリ劇場（ T he  Ti v o l i  Th ea t r e）
                                                 
2  Ib i d .  
3  I b i d .  
 199 
では『ゲイシャ』のリバイバル公演が豪勢に行われ、 1 0 0 公演目を 5




( i t )  ma de  my t r ue  J a pa nes e  hea r t  pa i ned ,  a s  I  t h ou ght  i t  was  b la s p he my  
a ga i ns t  J a pa n ;  h ow of t en  I  w i s h  t o  s ho ut  f r o m t he  p i t  o r  ga l l e r y  o n  i t s  





ア ル カ ザ ー ル 劇 場 （ Al ca za r  Thea t r e） で は 『 彼 の 日 本 人 妻 ( Hi s  
Jap an ese  Wi fe )』という 3 幕の笑劇が上演されていた。 C l a y  M .  Gr eene
がロティの『お菊さん』とアーノルド（ E d w i n Ar nol d）の『娘 (M us ume e )』
が下敷きの作品である。 6ここにも欧米人男性と日本人女性の結婚、
という「蝶々夫人」へと繋がる日本物の系譜が見える。  
 「彼の日本人妻」のヒロイン（M i s s  G o）は、蝶々さんのように「現
地妻」として置き去りにされたことに飽き足らず、大柄な力士（ gi a n t  
s u mo wr es t l er）の父とともに渡米し、正妻にするように迫るが、既に
アメリカ人の女性と恋に落ちていた相手に冷たくあしらわれる。そこ
で彼女は聡明な日本人の帰還を知り、日本へと戻っていく。当時アメ
リカを席巻していた破廉恥なフランスものの笑劇（ T he  Tur t l e）と似
て非なるダイアローグが人気を呼んだが、批評家は女性蔑視の男性劇
と警鐘を鳴らしている。 7  
同じ年の 5 月、グランドオペラハウス（ The  Gra n d  O pe ra  H ous e）で
スペンサーの『小さな大君』の再演が行われている。  
                                                 
4  Ib i d . ,  p . 5 9 .ただし筆者は ‘Yo ne t a rô ’と表記している。  
5  Ib i d .  
6  Ib i d . ,  p . 6 0 .  
7  Ib i d .  
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川上一座の公演直前にも、日本物の一幕劇が上演されている。『柳
柄の皿（ Th e  Wi l lo w Pa t t e r n  P l a te）』と題されたこの作品はシノワズリ
ーをほうふつとさせる青磁の皿をモチーフにしているが、舞台は日本
へと翻案されている。 8  
 
川上一座を苦しめた “ J a pa nes e  A c ts ”  
 ボストン周辺では、激しいショービジネス 競争に加え、 “ J apa nes e  
en t e r ta i n me nt ”と呼ばれる日本モノの娯楽がすでに定番化していた。こ
れには 4 つの特徴がある。①ジャグラー、アクロバット、またはレス
ラーや怪力男による運動競技系の芸、②着物を着た白人女性の演じる
妖艶なゲイシャ（ “ G hee - s ha h”と発音した）、③「ミカド」や軽演劇に
由来する可愛げがあり、滑稽な「日本」の人々、④魔術や手品の専門
家。これらの人々が登場するものが「日本モノ」だった。 9  
 ボストンのランドマーク的な存在で、3 0 年以上見世物小屋として人
気 を 博 し た 1 0「 オ ー ス テ ィ ン と ス ト ー ン の 見 世 物 小 屋 （ Aus t i n  a n d  
S t one ’ s  d i me  mus e u m）」（ 図 8） で は 、「 日 本 の 役 者 集 団 （ J a pa nes e  










                                                 
8  Ib i d . ,  p p . 60 -6 1 .  
9  Ib i d . ,  p . 1 87 .  
1 0  『 Da vi d  Kr uh  , Fre d  A l len  in  Sc o l lay  S q ua re』、参照年月日 2 016 年 7
月 26 日  
ht t p : / / www. b a mb i n o mus i ca l . co m/ Scol l a y / M aa m. h t ml  













fa ke  na me 自体を、ゲイシャという「日本人」のキャラクターがエロ
ティックさと文化的悦びを混成して提供する道具であったと位置付
けている。 1 4  
 オースティンとストーンズの見世物小屋と同様に「キースの上品な
ヴォードヴィル（ T he  p o l i t e  Va udevi l l e  o f  Ke i t h）」でも、同じように高
度な技術で構成された「日本モノ」が行われた。アデレード・ヘルマ
ン Ade l a i d  H e r r ma nn が東洋のマジックを専門とする「マジックの女王
Q ueen  of  Ma gi c」である「偉大なヘルマン女史 (Gr ea t  H er r ma n n)」に扮




リーは、『マジックの 5 大故郷』と考えられていた」。 1 5この日本とマ
ジックの組み合わせの催しは人気を博し、『マドモアゼル・オットゥ
ラ；素晴らしき日本のマジシャン ( M’ l l e  Ot t u ra  t he  Wonde r fu l  J a pa nes e  
                                                 
1 2  『ミカド』に登場する年増の女性カティシャは自分のチャームポイ
ントとして、「私の美しい肩甲骨の噂を聞き、はるばる遠くから人が
訪ねて来る」と述べている。  
1 3  “A us t i n  an d  S to ne ’ s ” ,  B os t on  H era l d ,  D ec e mb er  3 ,  18 99 .  
1 4  Ande r s on ,  o p . ,  c i t . ,  p .1 8 8 .  
1 5  Ib i d .  
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Ma gi c ia n)』という演目まで引き継がれ、 19 00 年 1 月まで繰り返し上
演された。  
 キースの劇場の方では、 1 8 9 9 年の 1 2 月に二人組の歌手エッケルト
とベルグ (E cke r t  a nd  B e rg )の新作『ピー・ウィー ( Pee  Wee )』も製作さ
れた。日本庭園のセットの中で、歌手のエマ・ベルグ (E mma  B erg )が、
カラフルな着物を着たおしとやかなムスメ、ピー・ウィーに扮し、殿




M e o nce - y  t i me  a go  
K new n i cey  l i t t l e  ma n  
He na me  h i ns e l f y  P ea  C ue  S i n  
He l ove l y  mi s s y  s o .  
She  ca l l  he r  na mey Fa n  
“ How D oe y  mi s s ey  we l l ? ”  
C hi n  C hi n  
She  ca l l  he r  na mey Fa n  
Li t t l e  mi s s ey  whi c h  he  l o ve l y  m uc he y  s o  
Li t t l e  mi s s ey  wh en  he  k i s s y,  
“ Go a wa y u m na ug ht y  ma n ”  
B ut  u m na u ght y,  na ught y  ma n ,  
B ut  u m na u ght y,  na ught y  ma n  
Awa y u m w oul dn ’ t  go ,  go ,  g o!  
 
RE FR AIN  
Ti p  t o p  W hi p  To p  S i n g  
So,  H i ,  H u m Te p  S i ng  L ;  
C hi n  C h op  C he r r y  C op  u p  t o  t he  ve r y  t op ;  
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Tu mb l e  do wn  l o  S i n g  S o . 1 6  
 
 歌詞には『ミカド』や『ゲイシャ』の影響が色濃く見える。例えば、
特徴的な音は C で始まる C hi n  C hi n  や繰り返しに使われる  C hi n  
C ho p  C he r r y  C op のくだりである。これは『ゲイシャ』のウン・ハイ




ン・フー C hi n  L i n g  Fo o を主役に据えて、“ Aki mot o ’ s  J a p”という芸人た
ちが出演している。初期の “ J a p”という言葉は、日本のアクロバットや
ジャグラーのことを指すショービジネスの専門用語として定着して
いたと考えられる。 1 7  
 18 9 9 年から 1 9 0 0 年にかけての冬はいたるところで日本的なものに




1 8  
 ま た 川 上 一 座 が ボ ス ト ン を 訪 れ る 一 週 間 前 に 、 H eb r ew Wo me n ’ s  
Sewi ng  S oc i e t y が 、ホールを提灯で飾っ て「日本パーティ ( J a pa nes e  
Pa r t y )」を開いている。女性たちは安い輸入用の着物をまとい、若い
人たちは「ミカドの国の娘たち」にふさわしく歩き、踊ったり、日本
の軽業師の真似をして簡単な曲芸を披露したりしたという。日本式の
つもりであったのだろうか、 5 00 人の参加者たちにはレモンを添えた
茶が提供された。現代風に言えば、「日本コスプレ」を楽しむほどに、
ボストンの社会には独自に発展した日本モノの文化が根付いていた
                                                 
1 6  Ib i d .  
1 7  Ib i d . ,  p . 1 89 .  
1 8  “B ur t on  H ol mes  o n  J a pa n ”,  B os t on  D a i l y  Adv e r t i s e r,  Feb r ua r y  6 ,  1 9 00 ,  
p . 6 .  
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 旅回り一座の俳優として 1 0 代でキャリアをスタートしたベラスコ
は、次第に劇作と演出へとシフトしていく。西海岸での成功の後、ベ
ラ ス コ は 先 導 的 な プ ロ デ ュ ー サ ー だ っ た チ ャ ー ル ズ ・ フ ロ ー マ ン




ー ( Au gus t i n  Da l y, 1 83 8 - 18 99 )  は、ジュッディット・ゴーチエのジャポ
ニズム作品『微笑みを売る女』の改作『ルビーのハート』を上演した
劇場の劇場主でもあった。デイリーはベラスコやスティール・マッケ
イ ( S t ee l  Ma cKa ye )などと共に、彼も自分の製作する作品に対する全側





ー」を描き出す創作者だと語っている。 2 1  
 舞台演出家の登場は、創造の現場で共同作業を行う上でのプロダク
ション内の交通整理、あるいは戯曲と俳優のより効果的な結びつきを
                                                 
1 9  Ande r s on ,  o p .  c i t . ,  p . 18 9 .  
2 0  Ib i d .  
2 1  C ra i g  Ti mb er la ke ,  The  L i fe  & Wo rk  o f  Dav i d  Be la sco ,  N ew Yor k ,  








 ベラスコは、「舞台を少しでもゴール－自然の忠実な影 ( t he  fa i t h fu l  








リーは、演劇的再現 ( t hea t r i ca l  p r e s en ta t i on )とは、独創的で「まがい物」
のようなオリジナルを、巧妙に細工して模倣したものとして生み出す










                                                 
2 2  Da vi d  B e la s co ,  The  t hea t re  th rou g h  i t s  s ta ge  do o r ,  N ew Yor k ,  Ha r pe r  
a nd  Br o t he r s ,  19 19 ,  p .2 26 .  
2 3  Ande r s on ,  o p .  c i t . ,  p3 72 .  
























【図 5】新聞の挿絵に描かれた立石斧次郎  
Fr ank  Le s l i e ' s  I l lu s tr a ted  Ne ws p ape r ,  J une  6 ,  1 86 0 .  
参照年月日： 2 0 16 年 9 月 10 日  
掲載元：在ニューヨーク日本国総領事館公式サイト「トミー・ポルカ」  
ht t p : / / www. n y. us . e mb - ja pa n . go . j p / 1 5 0J a pa n NY/ j p / t o m my. h t ml  
 
 
【図 6】立石斧次郎の肖像画と TO MM Y PO LK A の楽譜  
所蔵 The  Les t e r  S.  Lev y  C ol l ec t i on  o f  Shee t  M us i c  
掲載元： J Sch ola r s h i p  参照年月日： 2 0 16 年 9 月 10 日  
h t t ps : / / j s ch o la r s h i p . l i b ra r y . j hu . ed u / ha ndl e / 1 77 4 . 2 /2 23 8 4  
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【図 7】 J a pa nes e  To m my  
掲載元  “ Ol d - Pi c t ur e”参照年月日： 2 01 6 年 9 月 10 日  













【図 8】オーガスティンとストーンの見世物小屋  
掲載元： Da vi d  Kr uh  , Fre d  A l l en  in  Sc o l lay  S qu a re  
参照年月日： 2 0 16 年 7 月 26 日  




第 3 節  改作と復刻—変化するジャポニズム演劇  
海を渡った『麗しのサイナラ』  
 エドウィン・ベルナップ（ Edwi n Star  Belknap,1859-?）という人物は異
色の職歴を持つ。 1法律家から転身、 1888 年に俳優になり、地道な努力
の末、AADA( the Amer ican Academy of  Dra mat ic Ar ts)のパントマイムなど
の講師となった。教鞭をとりながらも自らのキャリアを積むべく、喜劇















ードウェイのビジョー劇場 (Bi jou Thea tr e)にやってきた一座の公演を観
に行っている。井上 (2015)によれば『道成寺』と『当世左甚五郎』を観
たらしい。 4ワシントンの公使館での演目は『児島高徳』『曾我兄弟』『道
                                                 
1  J oseph L. Ander son ,  En te r a Samurai ,  W hea tmark,  U.S.A. ,  2011,  p.369.な
お、Ander son は Edward と表記しているが、Edwin が正しいようである。
人名データサイト『 Prabook』、参照年月日： 2016 年 8 月 28 日
ht tp: / /prabook.com/web/per son -view.ht ml?profi leId=1082306  
2  Ander son op.  c i t . ,  p.369 .  
3  井上理恵『川上音二郎と貞奴Ⅱ  世界を巡演する』社会評論社、 2015
年、 135 頁。  




成寺』だったので、『道成寺』は 2 回観たことになろう。  
 これに触発されたようで、アンダーソン (2011)は、ベルナップが AADA
での授業にも「架空の日本」の劇で、「風変わりで不思議な」と銘打たれ
た一幕喜劇『江戸の花 (A Flower  o f Yeddo )』を取り上げていることに着目




















 『麗しのサイナラ』La  bel le Sa ïnara  :  comédie japona ise  en un acte en ver s,  
Édi teur  :Alphonse Lemerre ,  Par is  ,1867 .  （データベースサイト Gal l ica  
Bib l iothèque Numér ique BnF コレクション所蔵）を参考にした。テキスト
のページ数表記はこれに準じる。  
                                                 
5  “Inc iden ts in S tage land ”,  New York Sun,  October  27,  1899 .  




 『江戸の花 (A f lower o f Yeddo )』は、データベースサイト ProQues t が提
供するフルテキスト Literature  Onl ine 掲載のものを使用した。  
 『サヨナラ (Sayonara , or The Tes t ing o f the Poe t ,  a one -ac t Play )』は、
Pla tonis t  Press ,  1912,  U .S.A.を使用した。  
  








































ャルパンティエ Marguerite Charpentier である。この夫人をモデルに










よい。3 年後、オデオン座で上演された（ 1867 年）。登場人物は以下の 4
人のみである。  
 
・  KAMI  
・  SAÏNARA  
・  TAIPHOON (DJOUROS)  

















2 章で述べたとおりである。  
 
・『江戸の花』  
 『江戸の花 (A Flower o f Yeddo )』は 1898 年、ニューヨークのエンパイ
ア劇場で初演された（図 10）。出版は 1906 年で、サミュエル・フレンチ
という人物が上演権を含めた版権を有している。  









                                                 
7  Gera ld Bordman, Thomas  S.  Hischak,  “the  Boomerang ” (1915) ,  The  Ox ford  







 『江戸の花』の人物は以下である。  
・KAMI  
・ SAINARA  
・MUSME ( Sazhi ma)  
・ TAIPHOON (Djouros)  
 
場所は「カミの小さな田舎風の家の一室、江戸の郊外」と記載がある。  
 特筆すべき項目は「名前の発音」についての記述があることだ。。  
Kami -- -Ka m- mee,  
Sa inara ---Sá -ee-ná -ra ,  
Mus me ---Moos - may,  
Sazhi ma ---Sá -Zhee - má  
Djouros ---Djoor -os ,  
Ta iphoon-- - Ty- foon.  
となっている。カミは「カメ」に近く、サイナラは「サエナラ」、ムスメ




る音から Sazhi ma は薩摩、Djouros は女郎ではないかと推察する。エルヴ
ィリが「麗しのサイナラ」を著した 1876 年は、江戸幕府と薩摩藩がそれ









---All Yeddo is  agreed on tha t… (p.115)  
 
タイフーンが開門を迫る中、怯える（ふりをしている）ムスメに対して
カミが述べる台詞。 By Buddha , no!  He sha ll  touch you! （仏様にかけて、
君には触れさせない！）  
これに対しタイフーンは「開けないなら雷にかけて (by thunder )、血を見










 『サヨナラ、あるいは詩人の試練 (SAYONARA, or  The  Tes t ing o f the  Poet )』
は、 1911 年 2 月 25 日、ニューヨークにあるコロンビア大学の Ear l  Ha l l
で初演された。『麗しのサイナラ』をケネス・シルヴァン・ガスリー
(Kenneth Sylvan Guthr ie)が英訳し手を加えたもので、 1912 年にはニュー
ヨークの Platonis t Press から出版されている。  
 登場人物は変わらないがムスメの表記のみ独特に変化している。  
・  KAMI  
・  MASMAY (Shaz i ma)  
・  SAYONARA  
・  TAI-PHOON(Djouros)  
 
 カミの家の背景に、富士山の絵 ( sacred vo lcano,  Fuj isa ma)が飾られてい
る、というト書きが追加されている。 (p.2)  





カミ「江戸中がそう言っている」 ‘Al l  of  Yeddo says that . ’というセリフが




















they were pa troned by the E mperor.  （皇帝の寵愛を受けている）  
 
と説明するにとどまっている。支配者の称号を Mikado ではなく t he  
Emperor としているのも『麗しのサイナラ』との違いである。『麗しのサ
















I  have my pipe,  am sol dier  of  the King.  
 





・Allons ,  vi te ,  à  nos  pieds ,  un f lacon de sakki ?（タイフーン、 p17.）  
「来い、早くったら、サケを一本持ってこい。」  
 英訳版である『サヨナラ』では、  
 
Come on! Be quick!  And br ing a  sake－ a f la sk!  
 
となっている。日本酒の認知度は高い。『麗しのサイナラ』では f la con、
『サヨナラ』では f la sk と入れ物に関してもフラスコ型の徳利のイメー
ジがあるものと思われる。以下のやり取りは『麗しのサイナラ』『サヨナ
ラ』とも同じく進行するため併記する。  
 カミに酒を注がれたタイフーンが「旨いのか？」と尋ねると、カミは、  
 






詳しいと見えるタイフーンは、「ちょっと甘いな (Un peu doux …/Ra ther  
too sweet )  」と言い、かつて飲んだ旨い日本酒の話を始める。  
 
J ’en buva is  du mei l leur  cet te année  
Qui me vi t  r eveni r  la  peau presque tannée,  
De l’ expédi t ion cont r e  ce chef  chi nois  
Don’t  je br i sai  les os  comme un s inge des  noix.  
Heureux  temps!  － Bon sakki !－Nous  avions  pour compagnes  
La Victore  e t la  Mor t …  
 
Much Bet ter  sake－ far,  
Had I la s t year  when I  r e turned,  a ll  dronzed,  
From punishing that  f ier ce Chinese br igand,  
Whose bones  I  crunched as  i f they had been nuts !  
Tha t sake was  good! Victory and dea th  

















 対象的に『江戸の花』では sake はあっさりと wine に置き換えられて
いる。  
 








・  I l  faudra i t  lui  prê ter  hui t  cent  tr ente  itz ibous .  （サイナラ、 p.30）  
 通貨の単位を表す i tz ibous は i t ibugin（一分銀）が訛ってフランス語化
したもの " i tz ibous" ( ich ibuk in ,  a  qua rter  of  a  ryō  or  koban)だと言われてい
る。8一分銀は一両の４分の１である。アメリカ版 2 作もこれを踏襲して
おり、「サヨナラ」は綴りも同じ i tz ibous、『江戸の花』は s が取れ、i tz ibou
である。なお、叔父を救うための金額は『麗しのサイナ』では 830、『サ
ヨナラ』では 800、『江戸の花』では 867 となっている。それぞれ金額の
大きさを観客に示すためか、すぐ後の台詞で bags  of  r ice に換算されてお
り、その数は『麗しのサイナラ』と『サヨナラ』で 120 袋、『江戸の花』
で 200 袋となっている。  
 





                                                 
8  『日本アジア協会  Maria  Pia  Casar ini  Lec ture 2001 -03-01  (Specia l  
lecture)』、参照年月日： 2016 年 8 月 12 日  




には、間に 1 箇所 “ good night”を挟んでいることから日本語を踏まえての
使用であることは明らかである。  
 
MUSME, SAINARA and TAIPHOON.  
(Together,  to audience. )  
Oy-a - sumi!  … Oy-a - sumi!  … Goodnight ! . . .  
KAMI  
Oy-a - sumi  …  
ALL  
(Together.)  










【図 9】『麗しのサイナラ』の上演。1877 年 12 月 29 日付の絵入り新聞『イ
リュストラシオン (L’ i l lus tra tion )』に公演の成功を報じる記事とともに掲
載されたアドリアン・モロー (Adr ien Moreau,  1843-1906)画『日本趣味の
劇の上演』。  
掲載元：『国立国会図書館企画展示「日本と西洋―イメージの交差」パン
フレット』、参照年月日： 2016 年 9 月 10 日  









【図群 10】『江戸の花』  
掲載元：『 Picture  of  Keith ' s  Union Square Thea tr e』 Edwardian Thea tr e:  
Scenes  from 'A Flower  of  Yeddo' ,  a  comedy of  Japanese li fe ,  a t Kei th ' s Unio n  
Square Thea tr e  1901  -  No.1 of  3 参照年月日： 2016 年 9 月 11 日  

























ョン」は東海岸の作品の盗用、いわゆる「パクり」だった。Lost in London と
いう作品がその年にマグワイアの劇場で掛かったが、これがベラスコの手によ
る最初の即興台本だと言われている。  
 2 年後の 1876 年には Baldwin’s Academy of Music が開場し、ベラスコはステ
ージマネージャーのジェームズ・ハーン (James Herne)のアシスタントとなる。
                                             
1 ベラスコの生涯についての記述は以下の著作を参考に要約した。Dawn 
Dietrich, “David Belasco”, American Playwrights, 1880-1945, edited by William W. 





ここで彼は自身の戯曲を初めて上演した。『麗しのロシア人 (La Belle Russe)』
(1882)は匿名で発表され（のちにベラスコに版権が認められた）、驚くべき成功




に旅費の 100 ドルを提供することとなった。  
 1882 年までにベラスコはニューヨークへ拠点を移し、有力な演劇プロデュ
ーサーだったフローマン兄弟 (the Frohman brothers)の援助の下、マディソン・
スクエア劇場の支配人となる。  
 その年の 10 月に Young Mrs. Winthrop を上演する頃には、ひと公演の回数が
100 から 150 回が常となるような卓越した演出家としての地位を確立した。  
 The Stranger of Paris などの自身のメロドラマを手がける一方で、ヘンリー・
ド・ミル (Henry Churchill de Mille, 1853-1893)などとも時折共同で Delmar’s 
Daughter や Lord Chumley、The Wife などを上演した。  
 1885 年にベラスコはロンドンに旅行し、のちにベラスコの伝記 The Life of 
Belasco を著すことになる劇評家のウィリアム・ウィンター (William Winter)に
出会う。7 月にニューヨークに戻ったベラスコは、マディソン・スクエア劇場
を辞し、ライシャム劇場に移る。ライシャムではシャーロック・ホームズ役で
有名なウィリアム・ジレット (William Gillette)脚色、ライダー・ハガード (Rider  




被後見人になった女優のレスリー・カーター夫人 (Mrs. Leslie Carter, 本名は
Caroline Louise Dudley, 1857-1937)である。彼女が主演した The Heart of Maryland
は 229 回もの連続上演を果たした。彼女の他にも俳優のデイヴィッド・ウォー
フィールド David Warfield(1866-1951)、女優のブランチ・ベイツ (Blanche Bates)






やフランセス・スター (Frances Starr)もベラスコが見出した才能たちである。  
 ベラスコとヘンリー・ド・ミルの共同製作は 1889 年の The Charity Ball に始
まり、1890 年の Men and Women まで続いた。これらの作品は興行的に成功し
たが、特にこの共同作業においてベラスコは、May Blossom、Electra、The Girl 
I Left behind Me でセノグラフィーを駆使した革新的な演出で評価されている。 
 フットライトを廃したことで、演技はより繊細になり、感情的で演説口調で
はなくなった。一方でロジカルな芝居は、張り出し舞台を使って実験を試みた。












 プッチーニが同名のオペラを初演したのは 1904 年 2 月 17 日である。ベラス
コは小説家ジョン・ルーサー・ロングとともに、『神々の寵児 (The Darling of the 
Gods)』(1902)、『アドリー (Adrea)』(1905)を続けて共作する。この２作品の間
にも Rose of Rancho を作・演出し、359 回のロングランを達成している。  










オペラハウスで 1910 年 12 月 10 日に初演されエンリコ・カルーソー (Enrico 
Caruso, 1873-1921)が主演し、指揮はアルトゥーロ・トスカニーニ (Arturo 
Toscanini, 1867-1957)が務めた。  
 1908 年から 1910 年の間、ベラスコは劇作と演出業を休んでプロデュースに
専 念 す る 。 William Hurlbut(1878-1957) の The Fighting Hope や 、 Eugene 
Walter(1874-1941)の The Easiest Way を Stuyvesant Theatre（1910 年からはベラ
スコ劇場と改称）で上演した。この年、ベラスコは劇場シンジケートと、劇場
の相互利用について和解を果たした。  






 ベラスコの晩年は特筆すべきことはなく、Tonight or Never の公演期間中の
























 Naughty Anthony の製作が始まるわずかに前、ベラスコは、ジョン・ルーサ
ー・ロングの『蝶々夫人』という物語を読むように強く勧める手紙を受け取っ
ていた。手紙はこれを劇化すべきだという見解だった。ウィンターは手紙の差
出人について  a stranger 4と記しており、これは手紙の主がロング本人からで
はなかったことを示している。そして同時に、『蝶々夫人』との出会いは少な















                                             
3 中地幸「アメリカ世紀転換期のジャポニスム演劇－デイヴィッド・ベラス
コとジョン・ルーサー・ロングの『神々の寵児』(1902)について」『ジャポニ
スム研究』27、ジャポニスム学会、2007 年、29 頁。  










指している。おそらく『ウェークフィールドの牧師 (The Vicar of Wakefield)』
(1766)のような 18世紀演劇や文学の顕著なセンチメンタリズムを『蝶々夫人』
に読み取っているのである。  
 ウィンターの見解は極めて重要である。  
 
A Man commits the worst and meanest of all acts, the wronging  of an innocent girl,  
and then desert her. The case has often been stated  － but it is not less pathetic 
because it is familiar. In this instance the girl is a Japanese, and in Japan, and thus 
the image of her joy, sorrow, desolation, and death are investabl e with opulent color  














                                             
















の国会議員だったジャスティン・マッカーシー (Justin Huntly McCarthy,  1859-
1936)が翻案したものである。『ルビーのハート』は 1895 年 1 月 15 日にデイリ
ー劇場で幕を開けたが、興行はことごとく失敗しこの芝居でデイリーは 25,000
ドルの損失を出し、わずか 7 公演で幕を閉じた。  
 対照的にベラスコの日本を題材にした作品への挑戦は最初から好調で、観客
には深い感銘を与え、短期間で成功を収めた。  








 ベイツの演技は、初めは笑いを引き起こし、最後は涙を誘った (図 11) 。こ
                                             
7 Ibid., p.482.  
8 ウィンターは  The Life of Belasco の中で  ‘a distant prospect of a sow capped 


































                                             
9 Winter, op. cit., p.482. 




















の製作に臨んだのは、直前まで上演していた 3 幕の喜劇 Naughty Anthony の失









                                             
11 ウバルド・ガルディーニ「『蝶々夫人』のパリ版にいたる経過とその相対
的価値についての一考察」『東京芸術大学音楽学部年誌』12、東京芸術大学、
1986 年、2 頁。  
12 同書、3 頁。  




 評判の芳しくない Noughty Anthony に主演していたのは、ベラスコが後見人






にスターに仕立てたのはレスリー・カーター夫人 (Mrs. Leslie Carter, 1857-1937)
だった。ベイツ主演で不振に終わった Naughty Antony も、『蝶々夫人』も終わ
らせて、建て直しのために満を持してロンドンで幕を開けたのが、カーター夫
人主演の Zara だった。  
 カーター夫人の人気を不動のものにした後、ベラスコは 26 歳だったベイツ
を育てることに焦点を絞る。  
  Dramatic Mirror 紙によれば、ベラスコが『蝶々夫人』の上演権を取得した
のは 1 月の中旬だった。15注目すべきは次回作のタイトルと共に付記されてい












                                             
14 Ibid., p.368. 
15 “Cues”, New York Dramatic Mirror, February 10, 1900, p.13.  





 一方、1900 年 2 月 3 日土曜日、川上一座はニューヨークの the Lafayette 




当てたかったのだ。この公使館公演を AADA(American Academy of Dramatic 
Arts)の講師ベルナップ (Edwin S. Belknap)が観劇している記録が残っているが、


















                                             
17 Theatrical Discussion, New York Sun, January 7, 1900, p.9.  
18 Anderson, op. cit., p.369. 























No, he come after he goe. (Looking at [her] child with pride).You thing fath-er naever  
comes back－ tha’s what you thing? He do! You write him ledder; tell him ’bout one 
bes’ mos’ nize baby aever seen … Ha ha! I bed all moaneys he goin’ come mos’ one 





                                             
21 Ibid., p.371. 
22 Ibid. 
23 David Belasco, Madame Butterfly, Six Plays, U.S.A., Little Brown, and 












































































【図 11】ベラスコ『蝶々夫人』の舞台写真。幕切れのものと思われる。  
掲載元：William Winter, , The Life of David Belasco, Moffat, USA, Yard 



















 チェーホフの短編『犬を連れた奥さん (Dama s sobachkoi )』 (1899)にオ
ペレッタ『ゲイシャ』が登場する。この小説は短編の代表作とされ、作











                                                 
1  神西清「あとがき」チェーホフ『可愛い女・犬を連れた奥さん』神西
清訳、岩波文庫、 127 頁、 2004 年。  
2  チェーホフ『可愛い女・犬を連れた奥さん』神西清訳、岩波文庫、 32






































いるのだ。 3  
 
『ゲイシャ』に描かれる女性像  
























                                                 
3  橋本順光「茶屋の天使－英国世紀末のオペレッタ『ゲイシャ』 (1896)


















で広めた「ムスメ ( mous mé)」という言葉が「若い女性」の意味合いで定
着していった。茶屋の通訳として出入りするフランス人のジュリエット










 いずれにしても、西洋の 2 種類のタイプの自立し、自らの意思で行動
                                                 
4  同書、 31 頁。  
5  同書、 32 頁。  












いた。オノト・ワタンナ (Onoto Watanna,  本名ウィニフレッド・イートン・
バブコック・リーブ Winnifr ed Ea ton Babcock  Reeve,  1875-1954)である。
彼女の生涯については羽田美也子『ジャポニズム小説の世界』に詳しい
のでここでは省略する。7早くから文才に恵まれていた彼女が執筆した膨















                                                 
7  羽田美也子『ジャポニズム小説の世界  アメリカ編』彩流社、 2005
年、 109 頁。  




















































が「イギリスの舞台のための日本の劇（ Japanese play for  the Engl ish s tage）」







                                                 
9  井上理恵『川上音二郎と貞奴Ⅱ  世界を巡演する』社会評論社、 2015
年、 241—243 頁。  
1 0  『Gilber t  & Sul l ivan Achieve』を参照。  C el lier,  François  & 
Br idgema n,  Cunni ngha m,  Gilber t and Su l l ivan  and  The ir Operas ,  Li t t le  
Brown,  and Company,  1914.  参照年月日： 2015 年 10 月 27 日  














フォーマンスであり、ジャポニズム演劇として模倣すべき  “ r ea l thing”な
のだ。テキスト重視、ことばの演劇からの脱却を図ろうともがいていた
20 世紀の前衛芸術家たちは、この「あべこべ (Topsy-Turvy)」な概念を持














                                                 
1 1  Fischer-Lichte ,  Er ika  “The  Recep t ion o f Japanese  Theatre  by the 
European  Avant-Garde (1900-1930) ” ,  Japanese Thea tr e  & the Interna t iona l  
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